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教職をめざす人のための
教育用語・法規［改訂新版］

広岡義之 編
ここが

ポイント
!!

辞
典
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用
語
集

◎ 新たに教科教育に関する項目も加えた約1100項目
◎ 新法制，新しい学習指導要領に対応
◎ 教員採用試験に頻出の項目も収録

教員採用試験で触れられる範囲の教育学の用語を
中心に，約1100項目を掲載した用語集。新しい法制，
学習指導要領に沿った内容で，教育時事問題も含
めて掲載。巻末には関連する主要な法規類および
教育史年表を収録した。

四六判美装/384頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09152-2　2021年5月刊行

編集のことば
執筆者一覧
項目一覧
凡例

本文
（新規項目の例 )
　・アクティブラーニング
　・カリキュラム・マネジメント
　・チーム学校

　・義務教育学校
　・ＰＤＣＡサイクル
　・語彙指導
　・言語活動
　・演繹的な考え
　・帰納的な考え
　・科学的リテラシー
　・自然災害への対応
　・ティームティーチング
　・教室英語

［組見本］

　・臨界期仮説
　・歌唱共通教材
　・豊かなスポーツライフ
　・ワーク・ライフ・バランス
　・スタートカリキュラム
　・特別の教科 道徳
　・探究的な見方・考え方
　・部活動指導員
　・ひきこもり
　・摂食障害
　・スクールソーシャルワーカー
　ほか

関連法規・資料
（収録法規の例）
　・日本国憲法（抄）
　・教育基本法（新・旧）
　・学校教育法（抄）
　・学校教育法施行令（抄）
　・学校教育法施行規則（抄）
　・教育公務員特例法（抄）
　・地方教育行政の組織及び
　　運営に関する法律（抄）
　・児童福祉法（抄）
　・国連・子どもの権利条約（抄）
　ほか

日本および西洋の教育史年表
参考文献



小学校教育用語辞典

細尾萌子／柏木智子 編集代表
ここが

ポイント
!!

辞
典
・
用
語
集

◎ 教職課程や教育現場に関わる基礎用語1179項目を収
　 録
◎ 内容に即した配列＋50音順索引で，引きやすく読みや
 　すい辞典
◎ 教育実習，介護等体験に関する内容をQ&A形式で掲載
◎ 教職入門から教員採用試験対策まで幅広く役に立つ

小学校教育に関わる1179項目を分野別に分け，内容
に即して体系的に配列，初学者にもわかりやすい解
説で「読む」辞典。新学習指導要領と教職課程コア
カリキュラムに準拠し，大学の各教職科目の授業で
活用できる必携書。

四六判美装/408頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09079-2　2021年5月刊行

はじめに／編集代表・編集委員・
執筆者／用語の調べ方／目次／項目
索引

○分野一覧
・教育思想・教育史
　掲載項目：学校／学習／教育…
・教育制度
　掲載項目：教育基本法／学校教育法 /
　学校教育法施行規則…
・教師論
　掲載項目：教員／ファシリテーター /

　教職…
・教育社会学
　掲載項目：教育社会学／機能主義／逆
　機能…
・教育心理学
　掲載項目：発達／発達加速現象／発達
　の遺伝説…
・教育経営・学校安全
　掲載項目：教育経営／マネジメント／
　エビデンス・ベースド・マネジメン
　ト…

［組見本］

・教育課程
　掲載項目：教育課程／カリキュラム／教科…
・教育方法
　掲載項目：主体的・対話的で深い学び／主体的な学び
　/ 学習問題…
・教育評価
　掲載項目：教育評価／指導と評価の一体化／診断的評
　価…
・道徳教育
　掲載項目：道徳／倫理／道徳教育の歴史…
・総合的な学習の時間
　掲載項目：総合的な学習の時間／総合的な学習の時間
　と教育課程／総合的な学習の時間の目標…
・特別活動
　掲載項目：特別活動／特別活動の目標／特別活動の内
　容…
・生徒指導・キャリア教育
　掲載項目：生徒指導／生活指導／生徒指導主任…
・教育相談
　掲載項目：教育相談 / 教育相談体制 / 教育相談の全体
　計画…
・特別支援教育
　掲載項目：障害／ ICF ／インテグレーション…

○実習編（Q&A)
・教育実習
　掲載項目：教育実習の目的は何ですか／教育実習校は
　どうやって決定するのですか…
・介護等体験
　掲載項目：介護等体験とは何ですか／介護等体験を受
　けなくてもよい人たちはいますか…

○連携・接続編
・幼稚園教育
　掲載項目：教育と保育／遊び／環境による教育…
・校種間の連携・接続
　掲載項目：連携 / 接続 / 小１プロブレム…



A5判美装/228頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09539-1　2023年2月刊行

教員養成課程における教職科目「教育に関する社会
的，制度的又は経営的事項」で使用できる教科書。
学校と教育に関わる法の体系や制度，行政について
わかりやすく解説する。各章の末尾に教員採用試験
を念頭に置いた確認用ポイントを付した。

◎ 読みたくなるような魅力的な例の紹介，わかりやすい
　 解説，平易な言葉の使用を心がけた語り口調の文章
◎ それぞれの章のポイントが何であるかを最後にまとめ
　 ることで内容を身につけやすくする

はじめて学ぶ教育法規

井上伸良 著
ここが

ポイント
!!

はじめに
第１章　法とは何か。行政とは何か。
　　　　（教育法規の基礎）
　１ 法とは何か。法規とは何か。
　２ 法体系と法の種類
　３ 行政が法を作ることとその合理性
　４ 行政の定義と活動
　５ 行政の必要性
第２章　公教育の原則と教育行政の原則
　１ 近代学校制度の原則
　２ 戦後の教育行政の原則
　３ 教育委員会制度の原則
第３章　地方公共団体の教育行政の組織と役割
　　　　【地方教育行政の組織及び運営に関する法律】
　１ 広義の教育委員会と狭義の教育委員会
　２ 任命制への移行
　３ 2000年４月の地方分権一括法施行による制度
　　 変更
　４ 2015年４月の改正「地方教育行政法」施行に
　　 よる制度変更
　５ 地方公共団体の長が担当する教育事務
　６ 都道府県教育委員会と市町村教育委員会の
　　 事務の違い
　７ 教育委員会と教育機関の関係
　８ 文部科学大臣と教育委員会，教育委員会相互
　　 の関係
第４章　国の教育行政の組織と役割
　　　　【内閣法，文部科学省設置法など】
　１ 内閣の組織と役割
　２ 政策の実行に貢献する諮問機関
　３ 文部科学省の組織と役割
第５章　日本国憲法【日本国憲法】
　１ 第23条（学問の自由）
　２ 第26条（教育を受ける権利，教育を受けさせる
　　 義務，義務教育の無償）
　３ 第14条（法の下の平等）
　４ 第19条（思想・良心の自由）
　５ 第20条（信教の自由，政教分離）
第６章　教育基本法【教育基本法】
　１ 教育基本法は法律である（教育基本法の法的な
　　 位置づけ）
　２ 2006年の法改正による変化
　３ 第４条（教育の機会均等）
　４ 第５条（義務教育）
　５ 第６条（学校教育）
　６ 第９条（教員）
　７ 第 14 条（政治教育）

　８ 第15条（宗教教育）
　９ 第17条（教育振興基本計画）
第７章　学校教育法①――第１章総則【学校教育法】
　１ 第１条（学校の定義）
　２ 第２条（学校の設置者）
　３ 第３条（学校設置基準）
　４ 第４条（設置廃止等の認可）
　５ 第５条（設置者による管理・負担）
　６ 第６条（授業料の徴収）
　７ 第９条（校長・教員の欠格事由）
　８ 第11条（児童・生徒・学生の懲戒）
　９ 第12条（健康診断等）
第８章　学校教育法②
　　　　――義務教育，各学校の目的・目標
　　　　【学校教育法】
　１ 第２章義務教育に関する規定
　２ 各学校の目的・目標の特徴
第９章　学校教育法③――教育課程
　　　　【学校教育法，学校教育法施行規則，学習指導
　　　　要領など】
　１ 教育課程の定義
　２ 教育課程の領域
　３ 標準授業時数
　４ 学習指導要領の法的性格
　５ 学習指導要領の沿革
　６ 現行学習指導要領のポイント
第10章　学校教育法④――教科書行政
　　　　【学校教育法，教科書の発行に関する臨時措置
　　　　法，義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に
　　　　関する法律，教科用図書検定規則など】
　１ 教科書の定義
　２ 教科書行政の歴史
　３ 教科書検定の流れ
　４ 教科書検定の基準
　５ 検定教科書の採択（教科書採択）
　６ 補助教材
第11章　学校教育法⑤――特別支援教育
　　　　【学校教育法，学校教育法施行令，学校教育法
　　　　施行規則など】
　１ 特殊教育から特別支援教育への転換
　２ 障害の程度に関する基準
　３ 教育課程の領域と教育課程の特例
第12章　学校教育法施行令・学校教育法施行規則
　　　　【学校教育法施行令，学校教育法施行規則】
　１ 作成する表簿類①――学齢簿
　２ 作成する表簿類②――指導要録
　３ 作成する表簿類③――備付表簿

　４ 教育委員会，校長による表簿以外の事務手続①
　　 ――入学期日の通知，学校の指定
　５ 教育委員会，校長による表簿以外の事務手続②
　　 ――長期欠席者への対応
　６ 教育委員会，校長による表簿以外の事務手続③
　　 ――学期，休業日の決定
　７ 教育委員会，校長による表簿以外の事務手続④
　　 ――授業終始の時刻
　８ 教育委員会，校長による表簿以外の事務手続⑤
　　 ――出席停止，臨時休業
　９ 環境・組織①――学校施設設備と教育環境
　10 環境・組織②――学級数の規模と学級定員
　11 環境・組織③――職員会議
　12 環境・組織④――学校評議員と学校運営協議会
第13章　教職員に関する規定
　　　　【学校教育法，学校教育法施行規則，教育職員
　　　　免許法， 地方公務員法，教育公務員特例法など】
　１ 教員の種類と法に定められた役割
　２ 充当職（充て職）の存在
　３ 教員の積極的条件――教員免許状の種類
　４ 教員の消極的条件――校長・教員の欠格条項
　５ 免許状主義の例外に関するさまざまな制度
　６ 公立学校教員の服務
　７ 公立学校教員の分限処分と懲戒処分
　８ 公立学校教員の研修
第14章　いじめ防止，児童虐待など児童福祉に
　　　　関する規定
　　　　【いじめ防止対策推進法，児童福祉法，児童虐待
　　　　の防止等に関する法律など】
　１ いじめ防止対策推進法の概要
　２ いじめ防止等のための基本的な方針
　３ 児童虐待を防止，解決するための諸規定
　４ 児童福祉法
第15章　社会教育に関する規定
　　　　【教育基本法，社会教育法など】
　１ 教育基本法における規定
　２ 社会教育法の目的
　３ 社会教育法における社会教育の定義
　４ 社会教育行政の任務
　５ 社会教育主事の役割
　６ 監督・命令主義の否定
　７ 社会教育委員の役割
　８ 社会教育施設に関する諸規定
おわりに／教育法令集／索引

教
育
法
規

新　刊

＊章のタイトルの後に【　】で示した法規名は，各章での
　主なターゲットとなる法規を表しています。



教職課程コアカリキュラムおよび学習指導要領に対
応した新しい教職科目テキストシリーズの第15巻。
教員になるために，なぜ日本国憲法を学ぶ必要があ
るのか。学校現場でも役立つ基礎基本について，わ
かりやすく解説。

汐見稔幸／奈須正裕 監修

アクティベート教育学 15　

教職のための憲法
斎藤一久／城野一憲 編著

A5判美装/250頁　定価：2,200円（本体2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-08935-2　2020年4月刊行

ここが

ポイント
!!

◎ 教職課程の必修科目である日本国憲法を分かりやすく
　 解説
◎ 各章冒頭に設けたワークを通して主体的，対話的，深
　 い学びへと繫げる

教
育
法
規

はじめに

第１章　憲法とは何か
　　　　――よりよい憲法学習に向けて
　１ 日本の近代化と憲法
　２ 明治憲法
　３ 日本国憲法
　４ 国際的な人権保障の広がり
　５ 憲法をどのように学ぶか

第２章　憲法の私人間効力論
　　　　――「いじめ」は人権侵害？
　１ 「いじめ」と法
　２ 憲法上の権利の対国家性：
　　 憲法を守るべきなのは
　３ 憲法の私人間効力について考える意味
　４ 憲法の私人間効力はどのようなものか
　５ 憲法上の権利がよりよく保護される
　　 ためには

第３章　人権の享有主体
　　　　――外国人と日本人の人権は
　　　　　　同じもの？
　１ 人権の多様性と限界
　２ 人権享有主体性の問題
　３ 外国人の人権享有主体性
　４ 外国人と参政権・公務就任権

第４章　平等
　　　　――「等しくする」ってどういうこと？
　１ 憲法と「平等」
　２ 性別を理由とする差別
　３ その他の事由による差別
　４ 学校場面における「平等」

第５章　思想・良心の自由 / 信仰の自由
　　　　――内申書には何を書いてもいいの？
　１ 思想・良心の自由
　２ 学校における思想・良心の自由
　３ 信教の自由

　４ 政教分離
　５ 学校と政教分離

第６章　学問の自由
　　　　――教員の「教育の自由」とは
　１ 学問の自由って何？
　２ 小中高校の教員の教育の自由

第７章　表現の自由
　　　　――インターネット社会と名誉・
　　　　　　プライバシー
　１ 表現の自由の重要性
　２ マスメディアの自由
　３ 表現の自由と名誉・プライバシー
　４ ヘイトスピーチ
　５ リベンジポルノ

第８章　経済的自由権と社会権
　　　　――「子どもの貧困」から考える
　１ 「子どもの貧困」：その実態と対策に
　　 ついて
　２ 社会権の思想と内容
　３ 経済的自由について
　４ 「健康で文化的な最低限度の生活」に
　　 ついて

第９章　教育を受ける権利
　　　　――教育はどこまで「無償」なのか？
　１ 学習権：教育を受ける権利
　２ 義務教育：教育を受けさせる義務
　３ 義務教育の無償
　４ 学校以外の学校
　コラム①教育の無償化

第10章　国会と内閣
　　　　――18歳が「大人」になるまで
　１ 国民主権と参政権
　２ 国会の地位と仕事：
　　 国会とはどんなところなのか？
　３ 内閣

第11章　裁判所・違憲審査制
　　　　――もしも裁判員に選ばれたら
　１ 裁判所とは
　２ 違憲審査制
　３ 裁判員制度
　４ 人身の自由
　コラム②ルールはルール？
　　――ルールの合理性を審査する方法

第12章　地方自治
　　　　――「教育委員会」は何をして
　　　　　　いるところ？
　１ 教育委員会制度
　２ 教育委員会の意義
　３ 地方公共団体
　４ 地方分権の進展
　５ 日本国憲法による地方自治の保障

第13章　平和主義
　　　　――「平和のうちに生存する権利」
　　　　　　を考える
　１ 第二次世界大戦における「戦場」
　２ 平和主義：
　　 「平和のうちに生きる権利」をめぐって
　３ いま，憲法第９条と平和的生存権は？

第14章　憲法改正
　　　　――18歳の投票権・選挙権
　１ 日本国憲法と直接民主制
　２ 憲法改正
　３ 18歳の投票権と選挙権
　４ 住民投票

巻末資料



教職課程コアカリキュラムおよび学習指導要領に対
応した新しい教職科目テキストシリーズの第１巻。
教育という営みは，いつどのようにして現れ，変遷
してきたのか。教育の基本的概念や思想，歴史につ
いてわかりやすく解説。

◎ コアカリキュラム，新学習指導要領に対応した教職科
　 目のシリーズ
◎ 各章冒頭に設けたワークを通して主体的，対話的，深
　 い学びへと繫げる

汐見稔幸／奈須正裕 監修

アクティベート教育学 1　

教育原理
木村 元／汐見稔幸 編著
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A5判美装/288頁　定価：2,200円（本体2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-08813-3　2020年3月刊行

はじめに
　第Ⅰ部　教育とは何か
第１章　教育をどのように捉えるか
　１ 教育を構成するカテゴリー
　２ 歴史的概念としての教育
　３ 日常語としての「教育」の意味
　４ 教育の難しさ
　５ 制度化された教育：学校の課題
第２章　子ども・家庭・社会
　　　　――教育の土台をめぐって
　１ 教育における「学び」を根本から
　　 考え直すということ
　２ 人が「育つ」とは：「形成」という考え方
　３ 生活のなかでの育ち：
　　 家庭・仕事・社会の役割
　４ 「主体的・対話的で深い学び」の意義
第３章　公教育の組織化
　　　　――「教育を受ける権利」を焦点にして
　１ 公教育とは学校教育のこと？
　２ 学校教育特有の問題：
　　 教育内容決定権を焦点に
　３ 近代公教育の理念：
　　 コンドルセの思想を手がかりに
　４ 近代公教育の理念の現実的展開
　５ 義務教育とは何か
　６ 教育を受ける権利という視点
　７ 公教育の捉え直しとしての夜間中学
　８ 公教育とは何か
　第Ⅱ部　教育はどのように捉えられてきたか
第４章　西洋教育思想の源流
　１ 勉強は恋愛に似ている？
　２ 「恥ずべき無知」から「不知の自覚」へ
　３ 正しい愛の道筋
第５章　宗教と教育
　１ ルネサンスの人文主義（ヒューマニズム）
　２ ルネサンスの人間観⑴：中世との比較から
　３ ルネサンスの人間観⑵：フィチーノ，ピコ
　４ 自由意志をめぐる論争：エラスムスとルター
　５ 誰もが『聖書』を読むことの意味：ルター
　６ すべての人に：
　　 コメニウスの人間観と教育可能性
　７ 学校のプラン：人間の生の段階に合わせて

　８ 伝統的社会から近代社会への移行期の
　　 課題：読み書き教育
　９ すべてのことを：『世界図絵』という書物
第６章　近代教育の思想
　１ 近代の幕開け：
　　 社会の「学校教育化」と自然主義教育
　２ 「個人」としての人間教育：
　　 ルソーの教育思想
　３ 学校教育による子どもの救済：
　　 ペスタロッチの教育思想と実践
　４ 幼児教育の探求：
　　 フレーベルの教育思想と実践
　５ 子どもをどこで・どのように教育するか：
　　 学校教育と公教育
　コラム①ヘルバルトとヘルバルト派教授学
　　――教室の「型」をつくる
第７章　新教育の思想
　１ 新教育とは
　２ ヨーロッパの新教育運動
　３ アメリカと日本の新教育運動
　４ 新教育運動の現代的意義
　コラム②自主性を重視したニイルの
　　サマーヒル学園
　　――授業への出席が自由で，規則を話し合いで
　　　　決める学校
　コラム③ パウロ・フレイレ
　　――生涯学習の一過程としての学習の運動
　第Ⅲ部　学校はどのようにつくられ，
　　　　　存在してきたか
第８章　近代学校の誕生と展開
　１ 産業革命と近代学校の誕生：
　　 能率と秩序の追求
　２ 国家形成と近代学校の誕生：
　　 アメリカのナショナリズム
　３ 教育の国家管理のはじまり：
　　 イギリスにおける出来高払い制
　４ 校舎と教室：学級と進級試験の出現
　５ 授業と時間割：一斉授業のはじまり
　コラム④イスラーム地域の近代学校
第９章　日本における近代以前の人間形成
　１ 学問を通じた社会統治
　２ 家経営としての子どもの修学
　３ 子どもの生命と身体へのまなざし

第10章　日本型の学校の形成――戦前の展開
　１ 近代の学校制度の出発
　２ 「日本の学校」の形成：国民の創出
　３ 学校制度の確立と新教育
　４ 戦時下の教育改革と国民学校
第11章　戦後の学校――その展開と課題
　１ 戦後の学校が目指したもの
　２ 学校化社会の成立
　３ 1990年代以降の学校
第12章　西洋における教育の実践
　１ 近代教育実践の源流：旧教育から新教育へ
　２ ヨーロッパ新教育の実践：自由に注目して
　３ アメリカ新教育の実践：
　　 デモクラシーに注目して
第13章　日本における教育の実践
　１ 近代学校における教育方法の特徴：
　　 一斉教授の成立と定着
　２ 国際的な新教育運動の高まりと「旧教育」
　　 批判
　３ 自由教育の系譜：「大正自由教育」の諸実践
　４ 生活教育の系譜
　５ 戦後新教育と生活教育
　コラム⑤教科の枠組みの問い直し
　　 ――奈良女子高等師範学校附属小学校の
　　　　 合科学習
　第Ⅳ部　現代教育の直面する課題から考える
第14章　資質・能力と学力
　１ 「資質・能力」という言葉
　２ 〈新しい能力〉への注目
　３ 学力と資質・能力の違い
　４ 学力と資質・能力の評価
　５ 資質・能力論の意義と課題
第15章　情報化社会の公教育
　１ 情報化社会の公教育改革
　２ 情報化社会における学校教育の困難
　３ 未来社会における学校と教師の役割
索　引



B5判美装/208頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08176-9　2018年10月刊行

森田健宏／田爪宏二 監修

よくわかる！ 教職エクササイズ 1　　　

教育原理
島田和幸／髙宮正貴 編著

アクティブラーニングを視野にディスカッション課
題，演習課題も充実した「自ら作り上げるテキスト」。
教員採用試験に対応した「復習問題」，「人名・重要
語句」なども豊富に掲載。あらゆる学びが可能で実
践でも役立つ教職をめざす初学者に最適の１冊。

ここが

ポイント
!!

◎ 簡潔でやさしくわかりやすい講義形式の教職教材
◎ 豊富な図解資料と簡潔な解説
◎ アクティブラーニングを意識した「演習コーナー」
◎ 復習と発展学習で理解を深める構成
◎ 教員採用試験を視野に入れた「理解度チェック問題集」
◎ 「語句説明」，「重要語句」，「人名解説」など豊富に掲載

教
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はじめに
第１講　オリエンテーション
　　　　子どもの発達と教育の目的
　１ 共同体社会の教育
　２ 近代以降の教育
　３ デュルケームによる「方法的社会化」
　　 としての教育
　【知っておくと役立つ話】教育学と教育科学
第２講　教育とは何か
　１ 人間とは何か
　２ 人間に固有の営みとしての教育
　３ 教育，形成，教化
　【知っておくと役立つ話】教育と教授／
　　形式陶冶と実質陶冶
第３講　教育の歴史①学校の歴史
　１ 学校の歴史
　２ 公教育の思想
　【知っておくと役立つ話】
　　一望監視施設と近代の規律権力
第４講　教育の歴史②海外の教育史
　　　　（古代ギリシアの教育思想）
　１ 古代ギリシアにおける教育文化
　２ 古代ギリシアの哲学者たち
　３ ソフィスト的弁論術と教養観の拡大
　【知っておくと役立つ話】
　　アカデメイアとリュケイオン
第５講　教育の歴史③海外の教育史
　　　　（近代の教育思想）
　１ コメニウス
　２ ロック
　３ ルソー
　４ カント
　５ なぜ教育思想を学ぶのか
　【知っておくと役立つ話】
　　家庭教師を務めていた教育思想家たち
第６講　教育の歴史④海外の教育史
　　　　（近代教育学の成立〜新教育運動）
　１ 近代教育学の夜明け
　　 ──実践のための理論／理論のための実践

　２ 子どもたちが育つ場所という構想と実践
　３ 学問としての教育学の成立
　４ 教育実践を再構成するために
　【知っておくと役立つ話】
　　ブルーナーと「系統主義」の教育思想
第７講　教育の歴史⑤日本の教育史
　１ 近世の文字文化と民衆
　２ 近代学校の出発
　３ 公教育の普及
　４ ヘルバルト学派への批判と「新教育」の展開
　５ 戦中戦後の学校教育と本講のまとめ
　【知っておくと役立つ話】成城小学校
第８講　「教える」という仕事①
　　　　教育課程と授業の計画
　１ 教育課程とカリキュラム
　２ カリキュラムの類型
　３ 学習指導要領とその変遷
　４ 教育関係法令と学習指導要領の「基準性」
　５ 授業計画
　【知っておくと役立つ話】
　　カリキュラム編成・開発と教科書
第９講　「教える」という仕事②
　　　　教育課程と授業の実践
　１ 授業を計画する
　２ 授業を実践する
　３ 授業を振り返る──よりよい授業への改善
　【知っておくと役立つ話】授業をつくる
　　──授業の実際（「導入」「展開」「終末」）と
　　　　教材研究
第10講　「教える」という仕事③教育評価
　１ 教育評価を考える前に
　２ 教育評価の目的
　３ 教育評価の時期
　４ 評価の主体
　５ 評価の方法
　６ これからの教育評価
　７ カリキュラム・マネジメント
　８ 教育評価の課題
　【知っておくと役立つ話】評価（evaluation）と
　　アセスメント（assessment）

第11講　「教える」という仕事④
　　　　学校・学級の経営
　１ 学校経営
　２ 学級経営
　【知っておくと役立つ話】「学級開き」の当日，
　　担任の思いをシンボルで語る
第12講　学び続ける教師となるために
　１ 学び続ける教師とは
　２ 教師が学び続ける資質・能力を
　　 確立していく過程について
　３ 伸び続ける志のある教師に
　【知っておくと役立つ話】「求められる教師像」
　　「学び続ける教師像」の今昔
第13講　社会教育と生涯学習
　１ 社会教育
　２ 生涯学習
　３ 社会教育，生涯学習の取り組みと課題
　４ 社会教育の施設と職員
　５ 公民館
　６ 学校教育との連携，協働に向けて
　【知っておくと役立つ話】
　　学校と社会をつなぐ学社連携
第14講　地域社会と学校
　１ 地域と学校の連携
　２ 地域と学校の連携のための制度
　３ 地方創生と学校
　【知っておくと役立つ話】地域社会の範囲は？
第15講　現代日本の教育問題
　１ いじめ・不登校問題と子どもの貧困問題
　２ 国際化・情報化とこれからの教育
　【知っておくと役立つ話】論理的思考力を育む
　　「プログラミング教育」
復習問題の解答
索　引



原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座　教職教育編 1

教育原論
山内清郎／原 清治／春日井敏之 編著
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◎ 新学習指導要領に対応
◎ 教員採用試験等にも役立つ
◎ 総論，思想家編，教育現実編から教育の原理につい
　 てわかりやすく学べる
◎ 教育について，過去から未来まで見通すことができ
　 る

A5判美装/256頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08184-4　2020年2月刊行

教育とは何かを考えたうえで，ルソー，デューイ，
フーコーらの教育思想をわかりやすく解説する。不
登校，いじめ，異文化間コミュニケーションなど，
現代の教育と教育現場が抱える課題についても学
ぶ。

はじめに
　第Ⅰ部　総論
第１章　教育の思想を読むこと／
　　　　学ぶことの意味
　１ 教師の仕事と教育の思想
　２ 教育の現実と物語
　３ 実践のただ中で生成する理念
　４ 公共的な語り直しの契機としての思想
第２章　教育の定義
　１ 「教育」とは何か
　２ 「教育」という言葉
　３ 無意図的教育
　４ 教育の分節化
第３章　教育のモデル論
　１ 村井実のモデル論を使った子ども観・
　　 教育観の自己省察
　２ 教育思想を学ぶ意味とモデル論
　　 ――“根っこ”がない時代の羅針盤と 
　　　　 なりうるか？
　３ モデル論を使って教育思想家の言説を
　　 読んでみる
　４ 教育の意味の再発見は可能か
　第Ⅱ部　思想（家）編
第４章　愛郷の闘士
　　　　コメニウスの苦難と希望
　　　　――近代教育の誕生⑴
　１ 新しいスタイルの「学校｣
　２ ヨハネス・アモス・コメニウスの登場
　３ 教育印刷術（ディダコグラフィア）
　４ コメニウスの希望としての「学校」と
　　 その成れの果て
第５章　世界市民的子どもへの眼差し
　　　　ルソーからカントへ
　　　　――近代教育の誕生⑵
　１ 社会からの問いかけ
　２ 「子どもの発見」
　　 ――『エミール』における自然への眼差し

　３ 子どもへの関心をめぐる時代背景
　　 ――アリエス『〈子供〉の誕生』を手がかりに
　４ 世界市民的子どもの形成
　　 ――カントの教育学
第６章　ペスタロッチ，フレーベルの
　　　　教育思想――近代教育学の展開⑴
　１ 人間の本質に基づく教育に向けて
　２ 「メトーデ」の完成
　３ ペスタロッチ思想，その後の展開
第７章　デューイ教育哲学
　　　　――近代教育学の展開⑵
　１ デューイを読むと何が変わるか
　２ 『民主主義と教育』の体系性
　３ 『学校と社会』
　　 ――〈オキュペーションズ〉をつかむ
　４ デューイの日本の教育への影響
第８章　近代教育批判としての脱学校論
　１ 教育と学校
　２ 「学校化」された教育
　３ 「脱学校」という思想
　４ 教師の専門性を問い直すために
第９章　監獄としての学校
　　　　――「主体性の育成」を問い直す
　１ 学校は監獄に似ている？
　２ 規律・訓練による管理
　３ 監視，制裁，試験
　４ 規律・訓練型の権力
　５ 監獄と学校の類似性⑴
　　 ――主体性の育成の陥穽
　６ 監獄と学校の類似性⑵
　　 ――空間，時間，身体の管理
　７ 監獄と学校の類似性⑶
　　 ――主体＝臣民の育成
　８ 規律・訓練型の権力の弊害
　９ 規律・訓練による支配からの脱却

　第Ⅲ部　(教育）現実編
第10章　教育の現代的な課題
　　　　――「いじめ・不登校問題」と
　　　　　　教育実践
　１ いじめ問題のいまを問う
　２ いじめ問題の捉え方と実践的課題
　　 ――初期対応を中心に
　３ 不登校問題のいまを問う
　４ 不登校問題の捉え方と実践的課題
　　 ――子どもの願いを軸に
第11章　現代社会を生きる子どもたちの
　　　　学力と人間関係
　１ 現代社会を生きる子どもたちの実態
　　 ――学力の三要素に注目して
　２ 子どもたちの二極化をめぐる言説
　３ 学力差が人間関係の分断を伴う問題
　４ 塾調査からみえてくるもの
　５ これからの子どもたちに求められる 
 　　「つながり」の力
第12章　異文化間コミュニケーションと
　　　　市民性育成教育
　１ いま，なぜ「市民性教育」なのか
　２ グローバル化をめぐる日本の状況
　３ 民主主義と学校教育
　４ 市民性教育
　５ 市民性育成のために
第13章　難しい現代社会・グローバルな
　　　　時代において教師・大人である
　　　　ということ
　１ 難しい現代社会・グローバルな現代
　２ 現代において教師，大人であること
　３ 大人としてのあり方
　４ 大人として子どもに保障すべきこと
第14章　教育学・教員養成の新たな動向
　１ 知識社会の中の教員
　２ 学びと知識
　　 ――「知っている」とはどのようなことか
　３ 学びを超えてゆく教員の学びへ向けて
索　引
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MINERVAはじめて学ぶ教職 1　　　　

教育学原論
滝沢和彦 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 教職課程コアカリキュラムの「教育の理念並びに教育
　 に関する歴史及び思想」に準拠
◎ 「教育原理」等の講義用テキストとして最適
◎ 教職を目指す学生および現職の教師に必携のテキスト

B5判美装/196頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08368-8　2018年6月刊行

教育の多様な事実を提示しながら，教育の概念や理
念を整理し，教育に関する歴史や思想についての基
礎的な知見や論点をわかりやすく解説する。教職を
目指す学生および現職教師のための必携のテキス
ト。

監修者のことば
はじめに
　第Ⅰ部　教育基礎論
第１章　『教育学原論』の課題
　１ 教育学原論とは
　２ 本書の構成
第２章　教育の概念
　１ 「教育」の事実
　　 ――多様な場での「教育」（家庭教育・
　　　　 学校教育・社会教育）
　２ 「教育」と関連概念
第３章　教育の理念
　１ しつけと教育をめぐって
　２ 近代教育思想の理念
　　  ――デューイ『学校と社会』を例に
　３ 戦後新教育の理念
　　 ――1947年版学習指導要領の構成
　４ 教育の理念と現実
第４章　教育目的論
　１ 何のために教育するのか
　２ 教育目的としての普遍的価値
　　 ――わが国の教育目的
　３ 近代教育学における教育目的論 
　４ 価値多元的社会の教育目的論に向けて
　５ 民主主義への期待と教育目的論の
　　 現代的課題
第５章　教育的関係論
　１ 教育的関係論の変遷
　２ 大人と子どもとの関係
　３ 教育関係の多様性
　４ グローバル社会における教育的関係
　第Ⅱ部　教育思想論
第６章　教育思想の源流
　１ 教育思想の源流
　　 ――古代ギリシアの教育思想を中心に
　２ 近代教育への助走

第７章　近代教育思想
　　　　――ルソーからヘルバルト学派まで 
　１ ルソー――〈内なる自然〉 
　２ 不屈の人，ペスタロッチ
　３ フレーベルとヘルバルト
　４ ヘルバルト学派
第８章　20世紀の教育思想⑴
　　　　――アメリカを中心に
　１ アメリカ教育思想の４類型
　２ デューイ――進歩主義の理論的支柱
　３ キルパトリック――進歩主義の方法論
　４ バグリー
　　 ――本質主義からの進歩主義批判
　５ ハッチンズ
　　 ――永遠主義からの進歩主義批判
　６ ブラメルド
　　 ――改造主義からの進歩主義批判
　７ ブルーナー――類型の意義と限界
第９章　20世紀の教育思想⑵
　　　　――ドイツを中心に
　１ ドイツの新教育運動
　２ 精神科学的教育学
　３ 精神科学的教育学の展開
　　 ――シュプランガーを中心に
第10章　現代の教育思想 
　１ 現代の教育課題と思想 
　２ 価値多元的社会と教育の公共性
　３ 近代教育を問い直す視点
　　 ――ポストモダン思想 
　４ 熟議民主主義の思想と教育
　　 ――理性への期待
　５ ポストモダンの市民教育思想
　第Ⅲ部　現代の教育課題と教育研究入門
第11章　教育課程・方法研究の現在
　１ 学習指導要領の改訂と社会に開かれた
　　 教育課程
　２ カリキュラム・マネジメント
　３ 教職課程コアカリキュラム
　４ 「主体的・対話的で深い学び」の推進

第12章　教育制度研究の現在
　１ 2000年前後の問題状況
　２ 教育制度改革の展開
　３ 教育制度を研究するということ
第13章　教育社会学研究の現在
　　　　――「教育問題」についての
　　　　　　捉え方を探る
　１ 教育社会学とはどのような学問か
　２ 「不登校」を教育社会学から捉える
　３ 「いじめ」・「体罰」を教育社会学から捉える
　４ 「教育格差」を教育社会学から捉える
　５ これからの教育社会学 
第14章　教師教育研究の現在
　１ 教員の資質能力の向上を目的とした
　　 三法改正
　２ 教員養成カリキュラムの充実
　３ 教職課程コアカリキュラム
　４ わが国における教員免許更新制度の
　　 意義と内容・運用の改善
第15章　特別支援教育研究の現在
　１ わが国の特別支援教育
　２ 就学相談と学校教育の形態
　３ 通常の学級における特別支援教育
　４ 通常の学級に在籍する特別な教育的
　　 ニーズのある子どもの理解と支援
　５ これからのインクルーシブ教育に
　　 おける支援の展望
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広岡義之／林 泰成／貝塚茂樹  監修

ミネルヴァ教職専門シリーズ 1

教育の原理
深谷 潤／広岡義之 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 教職志望の初学者に向け，正確さとわかりやすさを両
　 立させた，コンパクトな教科書シリーズ（全12巻）
◎ 教育の概念，歴史，思想について，基本的な理解が身
　 につく
◎ 主体的に学びに取り組むことができるよう，各章に学
　 習課題を設定

A5判美装/216頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08955-0　2021年4月刊行

教職を志す人に向けた入門テキスト。教職課程コア
カリキュラム「教育の理念並びに教育に関する歴史
及び思想」に対応。教育に関する概念や歴史，思想
について基本的な理解を身につけるための一冊。

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　教育の意味
第１章　教育とは何か
　１ 教育の本質と目的
　２ 教育の主体
　３ 教育の場
　４ 教育の内容と方法

第２章　人間と教育，それを取り巻く文化と社会
　１ 現代社会における人間
　２ 教育の内容としての文化
　３ 教育の場としての社会

第３章　子どもと家庭
　１ 子どもとは何か
　２ 家庭とは何か

　第Ⅱ部　教育の歴史
第４章　古代から中世にかけての教育
　１ 教育用語の確認と教育的教え
　２ 文化・教育施設の登場と学校の歴史
　３ 古代ギリシア
　４ 古代ローマ
　５ 中世の社会と学校

第５章　近代公教育制度の誕生
　１ 近代における教育への欲求
　２ 各国の注目すべき近代公教育制度の成立過程
　３ 近代の学校教育制度の成立を学ぶ意義とは

第６章　現代教育の分析
　１ 現代の教育の求めるもの
　２ ｢教育基本法」の制定とその改正
　３ 道徳教育をめぐる変遷
　４ ｢総合的な学習の時間」をどう捉えるか

　第Ⅲ部　教育の思想
第７章　西洋教育思想の源流
　１ 西洋教育思想の源流としての古代ギリシアとローマ
　２ 古代ギリシアの教育思想
　３ 古代ローマの教育思想

第８章　教育思想の転換の始まり
　１ 中世の教育思想
　２ ルネサンスにおける人文主義の教育思想
　３ 宗教改革と教育──ルター
　４ ルネサンス後期の教育思想──モンテーニュ
　５ 17世紀の教育思想──コメニウス

第９章　啓蒙主義・新人文主義時代の教育思想
　１ 啓蒙主義の時代
　２ 子どもの発見者──ルソー
　３ 新人文主義期の教育思想
　４ 人類愛の教育者──ペスタロッチ
　５ 幼稚園の創立者──フレーベル

第10章　教育思想の展開
　１ 教授法の定式化──ヘルバルトとヘルバルト派の教育論
　２ 新教育の展開──デューイの教育論を中心に
　３ プロジェクト・メソッド──キルパトリックの教育論
　４ 教科の構造──ブルーナーの教育論

　第Ⅳ部　学校の意味
第11章　学校と社会
　１ 学校および社会の特質
　２ 学校という「小社会」
　３ 現代社会と学校教育
　４ ｢愛の場所」としての学校

第12章　学校と学習
　１ 成長と学び
　２ 日本における教育実践
　３ 教育への希望

第13章　学校と子ども・教師
　１ 教師像の変遷
　２ 学び続ける教師
　３ 教員を取り巻く問題

人名索引
事項索引
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

新版 よくわかる教育学原論
安彦忠彦／藤井千春／田中博之 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 見開きで読みやすい体裁
◎ 教育学に関する伝統的なテーマから現代的なテーマ
　 まで学べる
◎ 新しい学習指導要領に対応した最新版

B5判美装/272頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-08975-8　2020年5月刊行

教育学について伝統的に論じられてきた古典的なテ
ーマから，現代社会において注目されているような
最新のテーマまで幅広く取り扱い，わかりやすく解
説。教育学を学ぼうとする際に押さえておきたい基
本が凝縮されている一冊。

はじめに
序　教育学入門
　１ 教育学の研究対象・領域
　２ 教育学の研究方法
Ⅰ　教育の本質
　１ 教育と文化
　２ 教育と子ども観
　３ 教育と学校・教師
　４ 教育と学習
　５ 教育と人間形成
　６ 教育と国家・社会
Ⅱ　教育の歴史
　１ 古代ギリシアの教育
　　 ――全体主義・軍国主義と
　　　　 民主主義・市民主義の教育
　２ 近代市民社会と公教育制度
　３ 新教育運動
　４ 現代の学校教育の動向
　５ 日本の江戸時代の教育
　６ 日本の公教育制度の成立
　７ 大正自由教育
　８ 戦後占領期の教育改革
　９ 東西の冷戦構造と
　　 教育政策の転換
　10 高度成長と学校問題の発生
Ⅲ　教育の理念
　１ 西洋の教育思想の潮流
　２ 日本の教育思想の潮流
　３ ソクラテス，プラトン
　４ ロック，ルソー
　５ ペスタロッチ
　６ ヘルバルト
　７ デューイ
　８ フレーベル，モンテッソーリ
　９ シュタイナー，フレネ，ニイル
　10 ポストモダンと教育思想
Ⅳ　教育の制度
　１ 西洋の古代・中世の学校
　２ 近代的学校制度と学校体系
　３ 各国の教育制度とその改革
　４ 日本の教育制度とその改革

Ⅴ　学校経営
　１ 学校経営と組織マネジメント
　２ カリキュラム・マネジメント
　３ 学年経営と学級経営
　４ コミュニティ・スクール
　５ 学校・教職員の法的責任と保護
Ⅵ　教員養成と教職
　１ 教員養成と教員免許状
　２ 教師の身分と職務
　３ 教職における教師の成長
　４ 教師教育と研修
　５ 地域・保護者への対応
　６ 教師の多忙化とメンタルへルス
Ⅶ　教育課程
　１ 教育課程とその類型
　２ 学習指導要領
　３ 社会に開かれた教育課程
　４ 戦後社会の動向と
　　 学習指導要領の変遷
　５ 隠されたカリキュラム
　６ 学校間の連携・接続と
　　 一貫カリキュラム
　７ 教育の諸課題と教育課程
Ⅷ　学力論
　１ 「知識基盤社会」の時代に
　　 求められる学力
　２ 国際学力調査及び
　　 全国学力・学習状況調査
　３ 「効果のある学校」
　４ 主体的・対話的で深い学び
　５ 家庭の教育力に見る
　　 私教育の現状と公教育の役割
　６ 資質・能力と習得・活用・探究
Ⅸ　学習指導
　１ 教育方法の理論的基礎
　２ 授業の構造と設計
　３ 情報教育と教材・教具
　４ 学習の評価・評定とその方法
　５ アクティブ・ラーニング
　６ シンキングツール

Ⅹ　生徒指導・進路指導
　１ 生徒指導
　２ 進路指導・キャリア教育
　３ 職場体験・インターンシップ
　４ 部活動
XI　学級経営と集団づくり
　１ 学級経営のねらいと領域
　２ 「学級経営の充実」と学力向上
　３ 若手教員の学級マネジメント力
　　 の向上
　４ 学級づくりのカリキュラム
　　 編成と校内研修
　５ 学級構造の分析とその道具
　　 の活用――Q-Uテスト
Ⅻ　道徳，特別活動，総合的な
　　学習／探究の時間，外国語
　　活動，課外活動，その他
　１ 特別の教科　道徳
　２ 特別活動の意義と内容
　３ 「総合的な学習／探究の時間」
　　 とそのねらい
　４ 小学校「外国語活動」
　　 「外国語」
　５ 課外活動
　６ 防災教育
　７ 主権者教育
　８ 多文化教育・第二言語教育
　９ 子どもの哲学対話
　10 子どもの居場所・学びの場
　　 としての学校建築
ⅩⅢ　特別支援教育
　１ 特別支援教育の歴史と理念
　２ 特別支援教育の制度と法整備
　３ 特別支援教育のカリキュラム
　４ 発達障害と教育
　５ 学習障害とその理解
　６ ＡＤＨＤとその理解
　７ 自閉スペクトラム症と
　　 その理解
　８ 発達障害のある子どもの
　　 才能を活かす教育

ⅩⅣ　教育に関する行政と財政
　１ 教育行政の原理
　２ 文部科学省の組織と役割
　３ 地方教育委員会の役割と組織
　４ 国と地方の教育財政及び
　　 その分担
　５ 世界の教育行政
　６ 就学支援と奨学金制度
ⅩⅤ　教育に関する法規
　１ 日本国憲法と教育基本法
　２ 学校教育法及び教育関連
　　 諸法規
　３ 教育法規をめぐる諸論点
　４ 教育に関する宣言・条約
　５ 「子どもの権利条約」
ⅩⅥ　子どもの成長・生活を
　　めぐる諸問題
　１ 子どもの成長と環境
　２ 子どもの遊びとその意義
　３ 子どもの生活の変化と
　　 「社会力」
　４ 「いじめ」
　５ 「不登校」「ひきこもり」
　６ 少年非行と矯正教育
　７ 性の多様性
　８ 子ども観・子育て観の国際比較
　９ 幼児教育をめぐる諸課題
　10 子ども虐待
　11 スクールソーシャルワーク
ⅩⅦ　家庭教育，地域の教育，
　　生涯教育
　１ 家庭の教育的機能とその背景
　２ 現代の家族と子育てを
　　 めぐる問題
　３ 伝統的な共同体における教育
　４ 地域の変貌と教育力の低下
　５ 生涯教育・生涯学習社会
　６ 生涯学習社会のための制度
　　 と施設
人名索引／事項索引



A5判美装/208頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）　
ISBN 978-4-623-08806-5　2020年5月刊行

現場の教員や教職を目指す学生が教育を支える理念
や思想，学校教育制度，教育内容やその方法などに
ついて考えを深めるための教科書。教育の原理的な
事項にかかわる内容を，子ども・学校・家庭・社会
の観点から考察する。

◎ 現場の教員が，また，教員を目指す学生が考えを深
　 めるための教科書
◎ 教育の理論と思想，制度，授業デザインなど実践を
　 わかりやすく解説

考えを深めるための教育原理

佐藤光友／奥野浩之 編著
ここが

ポイント
!!
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はしがき

第１章　教育とは何か
　　　　――考えを深めるために
　１ 人間形成の本質に関わる問い
　２ 「教育」の語義から考える
　３ 真理を探究し，学びを深める
　４ 自己形成の意義について

第２章　教育についての考えを深める
　　　　ために⑴
　　　　――西洋の教育思想から
　１ 初期近代の教育
　　 ――近代公教育に向けて
　２ 近代教育思想の展開
　３ 新教育運動と現代に生きる教育思想
　４ 子どもの教育をめぐって

第３章　教育についての考えを深める
　　　　ために⑵
　　　　――日本の教育思想から
　１ 教育の二面性
　２ 人間観をめぐって
　３ 国家観をめぐって
　４ 人間観・国家観と教育

第４章　教育についての考えを深める
　　　　ために⑶
　　　　――現代の教育観から
　１ 新学習指導要領にみる現代の教育観
　２ 道徳教育の充実のための「公民」科
　　 科目改変
　３ 「主体的・対話的で深い学び」の
　　 実現を目指す教育についての考えを
　　 深める手引きとしての現象学

第５章　教育の内容を深めるために⑴
　　　　――西洋の学校教育制度から
　１ 近代公教育制度の理念

　２ 教育の自由
　　 ――オランダの教育制度から
　３ 特別な教育的ニーズ
　　 ――アメリカ合衆国の教育制度から
　４ 移民教育
　　 ――フランスの教育制度から
　５ 教育の目指すもの

第６章　教育の内容を深めるために⑵
　　　　――日本の学校教育制度から
　１ 前近代における教育・教育制度
　２ 近代から戦前までの教育・教育制度
　３ 戦後の教育・学校制度

第７章　教育の内容を深めるために⑶
　　　　――特別支援教育―学習支援から
　１ 特殊教育から特別支援教育への転換
　２ インクルーシブ教育システム
　３ 学級担任として

第８章　教育の内容を深めるために⑷
　　　　――職業・キャリア教育の視点
　　　　　　から
　１ 産業・職業構造の変化と学校教育
　２ 職業・キャリア教育と学校教育
　３ 職業・キャリア教育と高大接続
　４ 職業・キャリア教育と今後の大学等

第９章　教育の方法を議論するために⑴
　　　　――教育課程から
　１ 教育の目的と教育課程
　２ 経験カリキュラムと学問中心
　　 カリキュラム
　３ 教育課程と学習指導要領
　４ 日本の経験主義教育
　５ 日本の系統主義教育
　６ これからの教育課程と総合的な学習
　　 の時間

第10章　教育の方法を議論するために⑵
　　　　――学校経営と学級経営から
　１ 学校経営とは
　２ 組織を生かした信頼される
　　 学校づくり
　３ 学級経営の基本的な考え方
　４ 学級経営と生徒指導

第11章　教育の方法を議論するために⑶
　　　　――授業のデザインから
　１ 多様なルーツをもつ人々と
　　 日本の教育現場
　２ 多様な背景をもつ子どもを育てる
　　 教育――先進的な取り組み
　３ 具体的実践におけるＩＣＴ活用
　４ 実践を生み出す教員の意識を変える

第12章　これからの教育課題
　　　　――考えを深めるために
　１ これからの教育
　　 ――「主体的・対話的で深い学び」
　　　　 の実現を目指して
　２ これからの教育
　　 ――人間としての在り方生き方と
　　　　 教科横断的な視点
　３ これからの教育
　　 ――人間としての在り方生き方と
　　　　 ＩＣＴ活用
　４ これからの教育
　　 ――自己理解を育むために
　５ これからの教育
　　 ――自己肯定感を高めるために

人名索引／事項索引
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MINERVAはじめて学ぶ教職 2　　　　　　

教職論
吉田武男 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 最新の教職課程コアカリキュラム「教職の意義及び
　 教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を
　 含む。）」に準拠
◎ 教職を目指す学生および現職の教師に必携のテキ
　 スト B5判美装/216頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）

ISBN 978-4-623-08588-0　2019年4月刊行

本書は教師の役割や資格能力，および職務内容など，
教職に関する基礎的知識をわかりやすく解説。同時
に教師のあり方やあるべき姿，教師生活など，教師
に関する幅広い教育学的な知識・情報や知見を盛り
込んだテキスト。

監修者のことば
はじめに

第１章　教師の資格と役割，そして責任
　１ 教師の資格
　２ 教師の役割
　３ 教師の責任
　４ 教師を取り巻く課題

第２章　教師を育成するシステム⑴
　　　　――明治期から昭和期を中心に
　１ 近代教育制度と教員養成
　２ わが国における近代教育制度の創始
　３ 大正期〜戦前・戦中期における
　　 教員養成
　４ 戦後における教師を育成するシステム
　５ 近年の教育改革への展開

第３章　教師を育成するシステム⑵
　　　　――平成期を中心に
　１ 教師の養成機関と免許状の取得状況
　　 をめぐる変化
　２ 国立教員養成大学・学部の再編の進行
　３ 実践的指導力の重視
　４ 教師養成の高度化の希求
　５ 教師養成をめぐる今後の課題

第４章　理想とする教師像
　１ 教育行政が求める「理想の教師像」
　２ 教育学研究者が論じる
　　 「理想の教師像」
　３ 教育実践家が論じる「理想の教師像」

第５章　教師の専門性
　１ 専門職としての教師
　２ 日本の教師の実態
　　 ――準専門職とも言うべき状況
　３ 教職の専門職化に向けた動き
　４ 教師の専門性とは何か
　　 ――「チームとしての学校」論を題材に

第６章　教師の職務
　１ 教師の職務の全体像
　２ 教師の職務の特徴
　３ 教師の職務上の義務・身分上の
　　 義務および身分保障
　４ 教師の多忙化

第７章　カリキュラムを創る教師
　１ 現代におけるカリキュラムづくりの
　　 意義
　２ カリキュラムづくりの視点
　３ カリキュラム開発とは
　４ カリキュラムを創る教師の事例

第８章　学級を創り育てる教師
　１ 学級づくりの主要なテーマ
　２ 学級担任の仕事
　３ 実践的指導法
　４ 社会と教室をつなげる

第９章　授業を創造する教師
　１ 授業をつくる教師
　２ 「生きる力」を育成する教師
　３ 新学習指導要領で求められる教師像
　４ これからの教師に望むこと

第10章　障害のある子どもを支援する教師
　１ 日本の特別支援教育の現状と課題
　２ 子どものもつ特別なニーズや
　　 障害の理解
　３ 個別の教育支援計画・個別の
　　 指導計画・自立活動
　４ 指導の実際と教育関係者・組織の協力
　５ 保護者への支援
　６ 教師にとって必要なこと

第11章　教師のライフサイクルと教員研修
　１ 教師になるための準備期
　２ 第１期の現状と課題
　３ 第２期・第３期から第４期にかけて

　４ さまざまな教員研修
　５ 「学び続ける教師」になるということ

第12章　教師になるために
　　　　――教員採用試験に向けて
　１ 教師に求められる資質・能力と
　　 「採用」段階での課題
　２ 各自治体が求める「教師像」
　３ 教員採用試験の現在
　４ 教員採用試験の内容と傾向

第13章　教師からの転職
　１ 教師の勤労の現状
　２ 転職が脳裏をよぎったら
　３ 社会が求める力とは
　４ 不幸を繰り返さない転職
　５ 売り込まなくても売れていく私

付　録 
　日本国憲法［抄］
　教育基本法
　教育基本法［旧］
　学校教育法［抄］
　教育職員免許法［抄］
　教育職員免許法施行規則［抄］
　地方公務員法［抄］
　教育公務員特例法［抄］
　地方教育行政の組織及び運営に関する
　法律［抄］
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新しい教職教育講座　教職教育編 2　　　

教職論
久保富三夫／砂田信夫 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 新学習指導要領に対応
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 幅広い観点から教職の現代的課題を提示
◎ 教師としてのあり方，生き方を省察するために有用

A5判美装/220頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08185-1　2018年3月刊行

新学習指導要領に対応した教職をめざす学生のため
の入門書。さまざまな困難をかかえる学校現場で求
められる教員とは何か。「教員に求められる資質能
力」，「実践的指導力」の視点からこれからの教員像
を学べるテキスト。

はじめに

第１章　教育は人なり
　１ 教職を志す
　２ 教師の仕事と役割１――授業
　３ 教師の仕事と役割２――生徒指導
　４ 地域とともにある学校づくり
　５ ミドルリーダー教師へと成長する

第２章　日本の教職の歴史
　１ 近世社会の「学び」の文化と「師匠」の役割
　２ 近代学校制度の中の教職者
　３ 教育制度の拡充と教員の役割
　４ 戦後復興期の教職者
　５ 現代の教職者像の基本的枠組みの成立

第３章　教育実践を支える教育法規
　１ 現代学校教育の基本法制
　２ 教員資格と職務に関わる教育法規
　３ 学校教員の服務と勤務に関わる教育法規
　４ 教育条件整備に関わる教育法規

第４章　｢学び続ける教師」を目指して
　　　　――養成・採用・研修の一体化
　１ ｢知識基盤社会」で求められる教師
　２ 学び続ける教師
　３ 2017年改訂学習指導要領を踏まえて
　４ 養成・採用・研修の実際から

第５章　チームとしての学校――校務のあり方と多職種連携協働
　１ ｢チームとしての学校」とは何か
　２ ｢チームとしての学校」を支える教職員と専門スタッフ
　３ ｢チームとしての学校」の抱える課題

第６章　児童虐待問題と学校・教職員の役割
　１ 教職を志す者が児童虐待問題や学校等の役割を理解する必要性
　２ 統計資料に見る児童虐待の実態
　３ 子どもへの重大な権利侵害である虐待
　４ 児童虐待の早期発見・早期対応と継続的なケアを担う学校・
　　 教職員

第７章　学校と学童保育・放課後子ども教室との連携
　１ 子どもの放課後への関心
　２ 国による本格的な放課後施策の始まり

　３ 総合的な放課後施策への展開と課題
　４ 子どもたちのライフ・バランスからみた放課後問題
　５ 求められる子どもたちの成長・発達を支えるネットワーク

第８章　小中一貫教育
　　　　――学びの連続性を大切にする小中連携のあり方
　１ 小中連携と小中一貫教育
　２ 小中一貫校と義務教育学校
　３ 小学校と中学校の違いを知る
　４ 全国調査からみる小中一貫教育の成果と課題
　５ 小中一貫教育をすすめるために

第９章　特別支援教育――実施10年の成果とこれから
　１ 特殊教育から特別支援教育へ
　２ 特別支援学校と通常の学校における特別支援教育
　３ 特別支援教育10年の歩み
　４ 特別支援教育のこれから

第10章　子どもの貧困と学校・教職員にできること
　１ 子どもの貧困と学校の状況
　２ 学校からみえる子どもの貧困の実態
　３ 子どもたちが健康で安心して生きていける生活水準の保障
　４ 学校の限界性と地域ネットワーク

第 11章　いじめ問題とどう向き合うか
　１ いじめ問題を取り巻く現状と歴史
　２ いじめの定義
　３ いじめの捉え方
　４ いじめの未然防止
　５ いじめが起こったときの対応

第12章　不登校をどう捉えるか――教師にできることは何か
　１ 不登校の現状
　２ 不登校児童生徒への支援のあり方
　３ 不登校児童生徒への支援の実践例を通して
　４ 魅力ある学校・学級づくり

第13章　安全・安心の学校づくり――学校事故と教師の責務
　１ 学校事故と教師の責任
　２ 学校事故をめぐる裁判事例
　３ 学校における危機管理
　４ 学校における安全確保の限界
　５ 安全・安心の学校づくりのための条件整備

索　引
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現代の教師論
佐久間亜紀／佐伯 胖 編著

ここが
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!!

◎ コアカリキュラム，新学習指導要領に対応した教職科
　 目のシリーズ
◎ 各章冒頭に設けたワークを通して主体的，対話的，深
　 学びへと繫げる

A5判美装/280頁　定価：2,200円（本体2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-08536-1　2019年4月刊行

教職課程コアカリキュラムおよび学習指導要領に対
応した新しい教職科目テキストシリーズの第２巻。
現代社会における教職の意義や役割，職務内容，そ
してチーム学校運営への対応等について，わかりや
すく具体的に学べる。

はじめに

序　章　教師を目指す
　１ 教員と教師と教諭の違い
　２ 正規雇用と非正規雇用の違い
　３ 教師を目指す

　第Ⅰ部　教職の魅力
第１章　初等教育の教師
　　　　――その仕事と魅力
　１ 幼稚園教師の仕事とその魅力
　２ 小学校教師の仕事とその魅力

第２章　中等教育の教師――その仕事と魅力
　１ 中学校教師の仕事とその魅力
　２ 高校教師の仕事とその魅力

　第Ⅱ部　教職の特徴
第３章　日本の教職の特徴
　　　　――国際比較データを読み解く
　１ 教員数
　２ 教員の性別：「教職」のイメージ
　３ 教員の勤務形態と社会的地位
　４ 給与：他職種との比較
　５ 学級規模
　６ 職務内容
　７ 学校文化と社会的背景
　８ 教職の専門性

第４章　教師像の史的展開
　　　　――岐路にたつ教職
　１ 近代以前の教師像
　２ 聖職者（missionary）としての教師像
　３ 労働者（worker）としての教師像
　４ 技術的熟達者（technical expert）
　　 としての教師像
　５ 専門家（profession）としての教師像
　６ 公僕（public servant）としての教師像
　７ 岐路にたつ教師像：
　　 専門職化か脱専門職化か

　コラム① 当たり前に順応するより，
　　 何を当たり前にしたいかを考える　

第５章　教員の服務
　１ 教員の設置者による適用法の違い
　２ 教員の服務と処分
　３ 教員の「職務上の義務」
　４ 教員の「身分上の義務」

第６章　教員の権利と身分保障
　１ 教員はどのように守られているのか
　２ 教員の労働条件をめぐるルール
　３ 教員の労働基本権制限をめぐる問題
　４ 教員の身分保障

第７章　学び続ける教師
　　　　――教員研修の意義と課題
　１ 教え手から学びの専門家へ
　２ 教員研修制度
　３ 学校内外での学び
　４ キャリアの形成と研修

第８章　学校を構成する様々な専門職
　　　　――チームとしての学校
　１ 「チームとしての学校」に込められた
　　 ３つの願い
　２ 「チームとしての学校」の組織構造
　３ 「チームとしての学校」を担う教師の
　　 未来像

　第Ⅲ部　専門職としての教職
第９章　専門家としての教師
　１ 教師を呪縛している「教え主義」
　２ 「教え主義」からの脱皮
　３ １つの事例から
　４ 「学びの場」を生み出す教師
　コラム② ショーンのリフレクション論の
　　詳解――よくある誤解を正す
　コラム③ 「内側から見る」ということ
　　――湯呑みになってみる

第10章　子どもが〈いのち〉に見える教師
　　　　――東日本大震災・被災地からの
　　　　　　発信
　１ 東日本大震災が変えた「子ども観」
　２ 生きたかった子どもたち，生き残った
　　 人々
　３ 〈いのち〉と向き合う子どもたち
　４ 「子どもを理解する」ということ：
　　 「生活綴方」の再生
　５ 〈いのち〉を真ん中に据えた学校づくり

第11章　いじめに向き合う
　　　　――自尊感情を育むということ
　１ 日本の子どもたちは幸せなのか
　２ いじめをなくすには
　３ 自尊感情を培うためには
　４ 自分をいじめないで：
　　 失敗から学んだこと
　コラム④ 啓祐への手紙

第12章　性の多様性をめぐる学校・教師の
　　　　課題
　１ 性の多様な発達
　２ 学校・教師のこれからの課題
　３ 複合的な「私」と「多様性」
　コラム⑤ 教員志望のトランスジェンダー
　　当事者から，あなたへ

終　章　「教える」ということの意味
　１ 「教える」という言葉
　２ 「資質・能力」という言葉の不思議
　３ 「資質・能力」とは何か
　４ 「コンピテンシー」とは何か
　５ 評価観の転換
　６ 本来の「コンピテンシー」とは
　７ 「教える」とはどういうことか
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A5判美装/244頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08956-7　2021年11月刊行

広岡義之／林 泰成／貝塚茂樹 監修

ミネルヴァ教職専門シリーズ 3

教職論
津田 徹／広岡義之 編著

教員に求められる資質能力とは何か。教員に関わる
基礎知識をおさえたうえで，教員の役割，教育現場
における諸課題への対応など，現代の教員のあり方
について多角的に学べる。教職をめざす学生のため
の入門テキスト。

◎ 教職志望の初学者に向け，正確さとわかりやすさを両
　 立させた教科書シリーズ（全12巻）
◎ 新学習指導要領と教職課程コアカリキュラムに対応
◎ 教員の職務から，組織における教員の役割，教員生活，
　 児童生徒・保護者への対応まで幅広い視点から記述し
　 た

教
職
論

監修者のことば
はじめに

第１章　教員になるために
　１  教員という用語とその性格
　２  教えるプロを目指して

第２章　教員養成の歴史
　１ アジア・太平洋戦前期の教員養成
　２ アジア・太平洋戦後の教員養成
　３ 学校教育制度拡充期の教員養成
　４ 今日の教員養成に求められているもの

第３章　教員採用選考試験
　１ 教員採用選考試験とは
　２ 教員採用において求められる力
　３ 教員採用の実際
　４ 教員採用のこれから

第４章　学び続ける教師
　　　　――教員の養成・採用・研修
　１ 教職課程と学校教育
　２ 養成・研修・採用の一体的改革に
　　 関する動向
　３ 教員の養成・採用
　４ 教員の研修
　５ ｢学び続ける教員」と「学び続ける
　　 教師」

第５章　校務分掌と教員組織
　１ 校務分掌
　２ 学校経営と教員組織

第６章　チーム学校
　１ ｢チームとしての学校」
　２ スクールソーシャルワーカーと
　　 「チーム学校」

　３ 部活動指導員と「チーム学校」
　４ 子どもとともに育つ「チーム学校」

第７章　教員の一日
　１ 教員の生活を考えるにあたって
　２ 小学校の教員の一日
　３ 中学校の教員の一日
　４ 高等学校の教員の一日

第８章　教員の服務と法規上の留意点
　１ 服務
　２ 分限処分と懲戒処分
　３ 児童生徒に対する懲戒・体罰の問題

第９章　教員に求められる事務能力
　１ 教員の勤務実態
　２ 事例別教員に求められる事務能力
　３ 事務能力向上に向けて

第10章　学級運営
　１ 学級経営の大切さ
　２ 学級（ホームルーム）活動における
　　 学級運営
　３ 教科指導における学級運営
　４ 総合的な学習（探究）の時間に
 　　おける学級運営

第11章　児童生徒への対応
　１ 教科指導を介した関わり
　２ 生徒指導を介した関わり

第12章　保護者への対応
　１ 保護者対応について考える
　２ ｢児童虐待」への対応
　３ ｢子どもの貧困」への対応
　４ 教職課程における学びと保護者対応

第13章　いじめと不登校
　１ ｢いじめ」とは何か
　２ いじめの対応と予防
　３ 不登校現象の変遷
　４ 多様な学びと個人の成長を促す
　　 ために

第14章　学校安全
　１ 学校安全の概要と安全教育
　２ 安全教育の内容
　３ 安全教育推進にむけて

第15章　教職の今後にむけて
　１ 教職への期待とカリキュラム改革
　２ 教職への批判をめぐって
　３ 教職の未来

付　録
　日本国憲法（抄）
　教育基本法
　学校教育法（抄）
　学校教育法施行規則（抄）
　地方公務員法（抄）
　教育公務員特例法（抄）
　教育職員免許法（抄）
　地方教育行政の組織及び運営に関する
　法律（抄）
　いじめ防止対策推進法（抄）
　発達障害者支援法（抄）
　児童虐待の防止等に関する法律（抄）
　学校保健安全法（抄）
　著作権法（抄）

索　引
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西洋教育史
尾上雅信 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 基礎的・基本的・通説的でわかりやすい内容を平易な文
　 章で綴る
◎ 近代欧米（イギリス・フランス・ドイツ・ロシア・アメ
　 リカ合衆国）の５カ国を取り上げ，比較しながら学べる
◎ 教職を目指す学生および現職の教師に必携のテキスト B5判美装/208頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）

ISBN 978-4-623-08416-6　2018年11月刊行

本書はこれまで日本が教育のうえでもモデルとして
きた欧米諸国を具体的な対象として取り上げる。そ
れらの国々で「学校」という教育の専門的な場と，「教
師」という職業がどのように誕生し発展してきたの
かをわかりやすく解説する。

監修者のことば
はじめに

第１章　古代の教育
　１ 古代ギリシアの教育
　２ プラトンのアカデメイアと『国家』
　３ 古代ローマの教育

第２章　中世の教育
　１ 中世キリスト教と教育
　２ カロリング朝以降の教育
　３ 教会から都市へ
　４ 中世大学の誕生と発展

第３章　ルネサンスと宗教改革の時代
　１ ルネサンスの新学問と人間観
　２ 宗教改革とルターの教育論
　３ ルネサンス以降とコメニウス

第４章　市民革命と産業革命の時代
　１ イギリス市民革命と教育
　２ フランス革命と教育
　３ アメリカ独立革命と教育
　４ ドイツ（プロイセン）の教育
　５ イギリス産業革命と教育

第５章　近代国家と国民教育の時代
　１ イギリス
　　 ――教育におけるボランタリズムの原則と
　　　　 国家関与
　２ フランス――国民教育制度の確立期

　３ ドイツ
　　 ――国民国家の誕生とペスタロッチ教育思想に
　　　　 基づく教員養成
　４ アメリカ
　　 ――公立学校設置運動の展開と師範学校に
　　　　 おける教員養成
　５ 帝政ロシア
　　 ――初等国民学校網の拡大と教員養成

第６章　新教育運動の時代
　１ イギリスの新教育運動
　２ ドイツの新教育運動
　３ フランスの新教育運動
　４ アメリカの新教育運動
　５ ソ連邦の新教育運動

第７章　現代の学校制度と教員養成
　１ イギリス
　　 ――多様化・選択と競争・質保証の教育改革
　２ フランス――学校教育制度と教員養成
　３ ドイツ――学校制度と教育養成
　４ アメリカ
　　 ――アカウンタビリティ重視の教育改革と
　　　　 教師教育
　５ ロシア連邦
　　 ――国民の教育人権に基づく学校制度と
　　　　 教員養成

第８章　現代の教師と教員養成
　１ 欧米諸国と日本
　２ 現代社会と教師

索　引
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日本教育史
平田諭治 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 最新の日本教育史研究のエッセンスを踏まえて解
　 説
◎ 教職を目指す学生および現職の教師に必携のテキ
　 スト

B5判美装/212頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08451-7　2019年1月刊行

教育史の知見は，教育の「いま・ここ」をみつめ直
す手がかりになる。本書は，現代の教育を省察する
上で基本的・本質的なこと，生きる上で身近なもの
を問いにたて，最新の日本教育史研究のエッセンス
を踏まえてわかりやすく解説。

監修者のことば
はじめに
本文で取り上げられる主な出来事

第１章　世界のなかの日本の教育を
　　　　どうとらえるか
　１ グローバルな時代と世界を問う
　２ 万国博覧会の時代と世界
　３ イギリスの国民形成をめぐる
　　 万博と教育
　４ 日本の近代化をめぐる万博と教育
　５ 世界の表象と教育の行方

第２章　読み書きができるということ
　　　　はどういうことか
　１ 古代・中世社会における読み書き
　２ 読み書きが当たり前の近世社会
　３ 近代化と読み書き
　４ 戦後社会における読み書き

第３章　なぜ学校に行かなければ
　　　　ならないのか
　１ 「学齢」という期間
　２ 学習の始期と終期
　３ 日本における「学齢」の定着過程
　４ 就学期間の形成
　　 ――補習教育課程と初等教育期間
　　　　 の調整

第４章　学校はどのように地域に
　　　　根づいたのか
　１ 敵（かたき）から母校へ
　２ 中等学校・高等教育機関の争奪
　３ 六・三・三制の成立と中等教育

　４ 国立高等教育機関の増設を
　　 めぐって
　５ 縮小時代における私たちと学校

第５章　近代天皇制と教育はどのように
　　　　結びつき，何をもたらしたのか
　１ 国定教科書と近代天皇制
　２ 「御真影」・教育勅語と学校儀式
　３ 関東大震災と学校教育
　４ 神道と学校

第６章　言語を教育するということは
　　　　どういうことか
　１ ことばの習得と言語の教育
　２ 日本の言語を求めて
　　 ――森有礼の構想とその行方
　３ 「国語」を立ち上げる
　　 ――上田万年の思想と活動
　４ 「外国語」をどうするか
　　 ――岡倉由三郎の思想と活動
　５ 言語の教育がもたらす人間と世界

第７章　戦争は学校と教育を
　　　　どのように変えたのか
　１ なぜ戦争という視点から教育に
　　 ついて考える必要があるのか
　２ 総力戦の時代へ（1910年代半ば〜
　　 20年代）
　３ 総力戦体制の構築（1930年代〜40
　　 年代前半）
　４ 冷戦体制へ（1940年代後半〜50年
　　 代半ば）
　５ 「戦争」と「平和」

第８章　教師は子どもとどのように
　　　　向き合ってきたのか
　１ 教師の役割と「生きがい」とは何か
　２ 変転する教師像
　３ 自問自答する教師たち
　４ 教師の自律性・自主性・創造性
　５ 教育史の延長上に現在とこれから
　　 の教師を問う

第９章　子どもを取り巻く教育問題
　　　　から何がみえてくるのか
　１ 歴史のなかの教育問題をとらえる
　２ 学生生徒の校外風紀問題（1920年
　　 代後半〜40年代前半）
　３ 浮浪児・戦争孤児の問題（1940年
　　 代後半〜50年代）
　４ 子どもの長期欠席問題（1950年代
　　 〜60年代）
　５ 現代の教育問題を歴史から問う

第10章　近代日本の教育思想史を
　　　　どうとらえるか
　１ 近代日本教育思想史を考える視点
　２ 近代日本教育思想史の盲点
　　 ――谷本富を例に
　３ ナショナリズムと成熟した近代的
　　 思考――西晋一郎を例に
　４ 近代日本教育思想の現代的意義と
　　 ナショナリズムとの関係

索　引



教
育
思
想
・
教
育
史

広岡義之 ／林 泰成 ／貝塚茂樹 監修

ミネルヴァ教職専門シリーズ 2

教育の歴史と思想
貝塚茂樹／広岡義之 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 教職志望の初学者に向け，正確さとわかりやすさを両
　 立させた教科書シリーズ（全12巻）
◎ 西洋教育史と日本教育史の 2 部構成で，巻末には西洋・
　 日本の教育史を概観する対照年表も収録
◎ 教育の歴史と思想をコンパクトに学習できる一冊 A5判美装/224頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）

ISBN 978-4-623-08913-0　2020年9月刊行

教職をめざす人のための教育史のテキスト。教職課
程コアカリキュラム「教育の理念並びに教育に関す
る歴史及び思想」に対応。初学者に向けて正確さと
わかりやすさを意識し，西洋と日本の教育史をコン
パクトにまとめた一冊。

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　西洋の教育の歴史と思想
第１章　教育思想の源流――古代ギリシア・ローマの教育
　１ 教育思想史を学ぶ意義とねらい
　　 ――人間に教育は不可欠である
　２ 古代ギリシア思想と教育
　３ ヘレニズム・ローマの思想と教育

第２章　中世のキリスト教主義教育
　　　　――ルネサンスから宗教改革へ
　１ 中世キリスト教主義教育
　　 ――神とともに生きるための教育
　２ ルネサンスと宗教改革
　　 ――神とともに生きることを問い直す教育

第３章　17世紀の教育思想――近代教育思想の変遷
　１ パスカル――近代科学とキリスト教神学の間
　２ デカルトとモンテーニュ――学問への信頼と不信の間
　３ コメニウスとロック
　　  ――万人に開かれた教育と閉ざされた教育の間

第４章　近代市民社会のなかで――18世紀の教育
　１ ロックの教育思想
　２ ルソーの教育思想
　３ ペスタロッチの教育思想

第５章　フレーベルとヘルバルト――19世紀の教育
　１ フレーベルの教育思想
　２ ヘルバルトの教育思想

第６章　新たな包摂の時代に向けて――20世紀以降の教育
　１ ヨーロッパにおける新教育運動の生起と展開
　２ アメリカ進歩主義教育運動
　３ 第二次世界大戦後の教育思想

　第Ⅱ部　日本の教育の歴史と思想
第７章　多様性のなかの学びと「学校」
　　　　――古代・中世・近世の教育
　１ 古代・中世の社会と教育
　２ 近世の社会と教育 
　３ 近世社会の教育機関と教育

第８章　国民教育の始動――明治期の教育
　１ 明治教育の出発点
　２ 国民教育制度の形成
　３ 国民教育の影響
　４ 国民教育始動の意義

第９章　大正新教育から「総力戦」へ
　　　　――大正・昭和戦前期の教育
　１ 大衆化と教育文化の拡がり
　２ 「教育家族」の誕生と大正新教育
　３ 経済不況と教育運動の展開
　４ 総力戦体制と皇国民教育

第10章　教育の民主化――戦後教育改革期の模索
　１ 敗戦直後の模索――国体護持か民主化か
　２ 「教育基本法」と新しい教育法制
　３ 教師像の再定義と教育課程の自主的編成
　４ 戦後教育改革の遺産とは何か

第11章　高度経済成長下の教育――講和・独立から「四六答申」
　１ 講和・独立後の教育再編
　２ 「学習指導要領」と道徳教育の強化
　３ 高度経済成長と教育

第12章　臨時教育審議会と教育改革のゆくえ
　１ 臨時教育審議会と教育改革
　２ 新しい学校像の模索
　３ 「学力低下」論争と「教育基本法」の改正 
　４ 新たな教育課題と教育改革のゆくえ

教育史年表 
人名索引／事項索引
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教育の法と制度
藤井穂高 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 最新の教育法規を盛り込んで解説
◎ 教職課程コアカリキュラムの「教育に関する社会的，
　 制度的又は経営的事項」に準拠

B5判美装/212頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08344-2　2018年4月刊行

基本的な学校の制度，学校教育を支える仕組み，多
様な学びの場に分けて，教育にかかわる法と制度の
意義や仕組みについてわかりやすく解説。制度成立
の歴史から最新の教育法規まで踏まえた，教職を目
指す学生に必携のテキスト。

監修者のことば
はじめに

序　章　教育の法と制度の基礎
　１ 教育の法 
　２ 教育の制度
　３ 教育制度の成立と改革の歴史

　第Ⅰ部　基本的な学校の制度
第１章　小学校
　１ 小学校教育制度の歴史的展開
　２ 小学校の法と制度
　３ 小学校教育制度上の今日的課題

第２章　中学校
　１ 中学校の歴史的展開
　２ 中学校の教育制度
　３ 中学校の教育課程，課外活動
　４ 中学校の制度と教育方法の
　　 今日的課題

第３章　高等学校
　１ 高等学校制度の歴史的展開
　２ 高等学校の教育課程
　３ 高等学校制度上の新たな展開と
　　 課題

第４章　各種学校・専修学校
　１ 各種学校の成立と展開
　２ 戦後の各種学校制度の概要と課題
　３ 専修学校の成立と展開
　４ 専修学校制度の概要
　５ 専修学校制度の展望と課題

第５章　大学・短期大学
　１ 大学等の歴史的展開
　２ 大学等の制度と現状
　３ 大学等の動向と課題

　第Ⅱ部　学校教育を支える仕組み
第６章　義務教育
　１ 義務教育という考え方 
　２ 公教育の制度原理
　３ 現代日本における義務教育段階の
　　 さまざまな学校

第７章　教職員
　１ 学校に勤務する多様な教職員
　２ 教員養成の歴史と現状
　３ 教員に求められる資質・能力と
　　 研修
　４ 教員の実際の仕事と教員を
　　 とりまく社会環境 

第８章　学校経営
　１ 学校組織の基本と学校経営
　２ 学校の組織
　３ 校務の分掌と職員会議
　４ 新しい時代の学校組織を目指して

第９章　学校と家庭・地域の連携
　１ 家庭教育とその支援
　２ 地域のなかの多様な学びの機会
　３ 学校と家庭・地域の連携と協働 

第10章　教育行財政
　１ 教育行政の原理 
　２ 国の教育行政の組織と機能
　３ 地方教育行政の組織と機能
　４ 教育財政

　第Ⅲ部　多様な学びの場
第11章　幼児期の教育
　１ 幼児期の教育の制度 
　２ 幼稚園と保育所の歴史
　３ 幼児期の教育の課題

第12章　特別支援教育
　１ 特別支援教育の歴史的展開 
　２ 特別支援教育制度の概要
　３ 特別支援教育の制度上の
　　 新たな展開 

第13章　生涯学習
　１ 生涯学習の理念と社会教育
　２ 社会教育行政と生涯学習推進
　３ 社会教育の施設と職員
　４ 社会教育の団体と指導者

第14章　才能教育
　１ 才能とは何か
　２ 才能教育の実際①
　　 ――学校内における教育上の
　 　　　例外措置
　３ 才能教育の実際②
　　 ――才能の伸長を目指した多様な
　　 　　教育
　４ 才能教育のユニバーサル化と
　　 日本の課題

索　引
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教育制度を支える教育行政
青木栄一 編著

ここが

ポイント
!!

◎ コアカリキュラム，新学習指導要領に対応した教職科
　 目のシリーズ
◎ 各章冒頭に設けたワークを通して主体的，対話的，深
　 い学びへと繫げる

A5判美装/256頁　定価：2,200円（本体2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-08539-2　2019年4月刊行

教職課程コアカリキュラムに対応した新しい教職科
目テキストシリーズの第５巻。
現代公教育制度の意義・原理・構造等について，そ
の法的・制度的仕組みに関する基礎的知識を身につ
けられる。

はじめに

第１章　教員行政
　　　　――養成期から採用後までの制度概説
　１ 学校に配置される教員の種類と仕事内容
　２ 教員の養成と採用：教員免許状と
　　 教員採用選考
　３ 教員として守らなければならない義務
　４ 教員行政をめぐる現代的課題

第２章　就学前教育行政と幼稚園・保育所・
　　　　認定こども園
　　　　――生涯学習の基礎を培うための
　　　　　　制度運営
　１ 就学前教育制度の理念
　２ 幼稚園に関する制度・行財政
　３ 保育所に関する制度・行財政
　４ 「幼保一体化」を理念とした就学前教育
　　 制度改革
　５ 就学前教育行政に関する動向

第３章　初等中等教育行政と学校
　　　　――学校制度の歴史的展開と初等中等
　　　　　　教育の意味
　１ 初等中等教育行政の対象となる学校
　２ 初等教育／中等教育の区分の歴史的展開
　３ 戦後日本の中等教育制度の展開
　４ 中高一貫教育と小中一貫教育

第４章　高等教育・私立学校行政と学校
　　　　――学校の設置主体としての「法人」
　　　　　　のもつ意味
　１ 学校の設置者としての法人
　２ 私立学校と学校法人
　３ 高等教育機関と法人

第５章　特別支援教育と学校・学校外教育
　　　　――変動する教育機会の保障と教育制度
　１ 特別支援教育の制度と行政
　２ 学校・学校外教育の境界とその揺れ動き

第６章　教育課程行政
　　　　――学習指導要領を「使いこなす」と
　　　　　　いうこと
　１ 「教育課程行政」の意味
　２ 公教育への信頼と支援の好循環の確立と
　　 学習指導要領
　３ 60年にわたる学習指導要領改訂の変遷
　４ 学習指導要領改訂のアクターとプロセス
　５ カリキュラム・マネジメントと教育課程行政
　６ 未来社会に向けて学習指導要領を
　　 「使いこなす」こと

第７章　教育委員会と学校
　　　　――公立学校の管理・運営
　１ 学校教育における「ルール」とその「運用」
　２ 学校の設置と管理，費用負担
　３ 学校管理規則
　４ 学校の自律的経営
　５ 教員の専門的能力と裁量性

第８章　学校と外部環境
　　　　――学校と地域の連携
　１ 学校と地域の連携を進める2000年代の
　　 政策展開
　２ 学校と地域の連携に関わる近年の法改正
　３ 学校・家庭・地域の連携の全国化で大事に
　　 したいこと

第９章　学校施設・学校統廃合
　　　　――縮小社会のなかの教育環境整備
　１ 少子化時代の小・中学校整備
　２ 学校統廃合を取り巻く社会経済的状況
　３ 学校施設の長寿命化，耐震化

第10章　学校安全
　　　　――「安心・安全な毎日」を当たり前
　　　　　　にするために
　１ 学校安全に係る制度・行政
　２ 学校事故
　３ 学校安全といじめ・不登校
　４ 学校の災害安全

第11章　地方教育政治
　　　　――教育と政治の関わりについて考える
　１ なぜ地方教育政治を学ぶのか
　２ 教育行政における首長と議会の役割
　３ 教育と政治の関係をめぐる論点

第12章　地方教育行政
　　　　――教育施策はどのように決められて
　　　　　　いるか
　１ 地方教育行政の理念としくみ
　２ 教育委員会における施策の決定・実施過程
　３ 教育委員会の新たな取り組みと今後の課題

第 13章　教育財政
　　　　――無限の目標と有限の資源を結ぶ
　　　　　　しくみ
　１ 教育財政支出の概況
　２ なぜ財政負担が必要なのか
　３ 初等中等教育に関わる財政のしくみ
　４ 「教育費」と「教育機会」の再考

第14章　政府間関係
　　　　――中央政府と地方政府の関わり
　１ 政府間関係の概念的理解
　２ 地方政府の自律性
　３ 地方政府の政策選択
　４ 地方分権改革
　５ 出向人事

第15章　中央政府
　　　　――全国的な教育水準保障のための
　　　　　　条件整備
　１ 中央政府の役割
　２ 中央政府の組織
　３ 教育政策の企画立案の実際：
　　 教職員定数の充実に着目して

第16章　教育制度の法体系と原理
　　　　――教育の機会均等の実現に向けて
　１ 日本国憲法における教育関連規定
　２ 教育基本法
　３ 「教育の機会均等」の今日的課題と思想的
　　 展開
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法規で学ぶ教育制度
古田 薫／山下晃一 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 法規を軸に教育制度について学べる
◎ 図解やイラストが豊富に掲載されており，わかりやす
　 い
◎ 巻末には法規集を収録。一冊で基礎から試験対策まで
 　学ぶことができる B5判美装/242頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）

ISBN 978-4-623-08182-0　2020年11月刊行

法規を軸に学ぶ教職課程「教育制度論」のテキスト。
学校で行われるさまざまな教育活動は，どのような
法律に基づいて行われているのかを，豊富な図解，
イラストとともに，テーマ別にわかりやすく学ぶこ
とができる。教員採用試験対策にも対応。

はじめに

第１講　教育法規の基礎知識
　１ 法規を学ぶ意義
　２ 法規の構造と体系
　３ 法規のきまり
　４ 憲法・教育基本法制
　５特に重要な教育法規
　【知っておくと役立つ話】
　　憲法を守らなければならないのは誰？

第２講　教育の基本的事項に関する法規：
　　　　教育基本法
　１ 教育の理念と教育基本法の構成
　２ 教育の目的と目標
　３ 教育を受ける権利と教育の機会均等
　４ 義務教育と学校教育
　５ 家庭教育と幼児教育
　６ 生涯学習と社会教育（第 3 条，第12条）
　７ 教育行政（第16条，第17条）
　【知っておくと役立つ話】
　　「教育振興基本計画」って何だろう

第３講　学校教育の基本に関する法規
　１ 「学校」とは何か
　２ 学校教育の目的と目標
　３ 教育を受ける権利と義務教育
　４ 障害のある子どもの教育
　【知っておくと役立つ話】
　　不登校は就学義務違反？

第４講　教育行政に関する法規
　１ 教育行政の主体について
　２ 教育委員会制度について
　３ 首長と教育委員会
　【知っておくと役立つ話】
　　教育長や教育委員はどういう人が任命される？

第５講　教職員に関する法規①：
　　　　地方公務員としての教員
　１ 教職員の服務・義務には，どのようなもの
　　 があるか
　２ 教員の勤務条件は，どうなっているのか
　【知っておくと役立つ話】
　　公立学校以外の教員とその身分保障

第６講　教職員に関する法規②：
　　　　教員としての資質向上
　１ 教員免許制度
　２ 教員の研修
　３ 教員の人事管理
　【知っておくと役立つ話】
　　メンターチームによる校内研修とは

第７講　学校運営に関する法規①：
　　　　基本原理，管理・運営，学校評価
　１ 学校運営の基本原理とは
　２ 学校の管理・運営
　３ 学校評価とは，どのようなものか
　【知っておくと役立つ話】
　　学校設置基準の緩和：
　　明治と現代の学校環境の相違点

第８講　学校運営に関する法規②：
　　　　学校組織と教職員，校務分掌
　１ 学校に置かれる教職員とその職務
　２ 校務分掌と職員会議
　３ チームとしての学校
　【知っておくと役立つ話】
　　学校組織は「なべぶた」型？　「ピラミッド」型？
　　それとも「ウェブ」型？

第９講　学校運営に関する法規③：
　　　　学校におけるさまざまな管理
　１ 学校のスケジュール管理
　２ 備え付け表簿とその保管
　３ 学校における保健管理・安全管理 
　　 （危機管理）
　４ 給食管理と食に関する指導
　５ 学校施設の管理
　【知っておくと役立つ話】給食費徴収問題

第10講　学校運営に関する法規④：
　　　　学校と保護者・地域
　１ 学校と保護者・地域の連携とは
　２ PTA（Parent-Teacher Association）
　３ 学校評議員制度
　４ 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）
　５ 地域学校協働本部
　６ 各法制の比較整理

　【知っておくと役立つ話】
　　PTAの行く末や，いかに

第11講　教育課程・教育活動に関する法規①：
　　　　学習指導要領
　１ 学習指導要領の教育学的・法的位置づけ
　２ 学習指導要領の変遷
　３ 新学習指導要領の重要点
　　 （第８次改訂：2017年）
　【知っておくと役立つ話】
　　「ゆとり教育」って本当に学力を低下させたの？

第12講　教育課程・教育活動に関する法規②：
　　　　教科書，補助教材
　１ 教科書と補助教材 
　２ 教材の作成利用と著作権
　【知っておくと役立つ話】八重山教科書採択問題

第13講　児童生徒に関する法規①：
　　　　就学と在学，卒業
　1 就学
　2 進級と卒業
　3 学級編制
　【知っておくと役立つ話】
　　障害のある子どもの就学と個別の教育支援計画

第14講　児童生徒に関する法規②：
　　　　懲戒と出席停止
　1 懲戒とはどのようなものか
　2 出席停止
　3 校則
　4 振り返りとこれからの課題
　【知っておくと役立つ話】
　　学校現場における懲戒と体罰の課題と背景
　　について　

第15講　児童生徒に関する法規③：
　　　　児童生徒をめぐるさまざまな問題
　1 いじめ
　2 不登校
　3 子どもの人権擁護と少年法の厳罰化
　4 児童虐待
　【知っておくと役立つ話】
　　「親権喪失」「親権停止」とは

法規集／復習問題の解答／索引／参考・引用文献



A5判美装/240頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09541-4　2023年3月刊行

教職「教育の基礎理論に関する科目――教育に関す
る社会的，制度的又は経営的事項」の教科書。最新
の動向をふまえた第２版。現代の教育を考える上で
前提としてふまえておくべき15の視座を柱にわかり
やすく解説する。

◎ 基本的データを数多く収録，わかりやすく解説
◎ 教育のしくみを考える際に避けては通れない15の論点

新・教育制度論［第２版］
―― 教育制度を考える15の論点

髙妻紳二郎 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　教育制度の基本と改革動向
　　　　――日本と世界の教育の動き
　１ 日本の教育制度を支える基本原理
　２ 教育制度改革の論点
　３ 世界主要国における教育制度改革動向
　コラム　世界と日本の価値観のちがい

第２章　学校の制度
　　　　――学校はどのように発展し，
　　　　　　今どうなっているのか
　１ 予備校は学校か――学校の定義と種類
　２ 誰が学校を設置するのか――学校の設置者
　３ いつから学校が存在しているのか
　　 ――学校の起源と学校系統
　４ 誰のための学校制度か
　　 ――学校制度改革の論点
　コラム　不登校児童生徒の多様な教育機会の
　　　　　確保に向けて

第３章　教職員の制度
　　　　――教職員の職務内容と守るべき義務
　１ 教職員の種類と職務
　２ 教諭等による充当職
　３ 「チームとしての学校（チーム学校）」と
　　 学校運営
　４ 教師として守るべき義務（服務）
　５ 教職員に対する懲戒と分限
　コラム　校長先生ってどんな人がなるんだろう？

第４章　教員養成の制度
　　　　――教員の免許と養成・採用のしくみ
　１ 教員養成の理念と教員免許状
　２ 2000年代の教員養成改革の変遷
　３ 2010年代以降の教員養成改革
　コラム　教員に求められる ICT 活用力・指導力

第５章　教員研修の制度
　　　　――「学び続ける教員」を支えるしくみ
　１ 教員研修
　２ 研修の機会
　３ 行政研修
　４ 指導改善研修
　５ 校内研修や自己研修
　コラム　先生の夏休みと職専免研修

第６章　教育行政の制度
　　　　――教育行政の仕組みと今日的な動向
　１ 文部科学省の役割（法的任務，所掌事務）
　２ 文部科学省の組織
　３ 中央教育行政の今日的動向
　４ 教育委員会制度の変遷
　５ 教育委員会の組織・役割
　コラム　こども家庭庁とは何か

第７章　教員の福利厚生制度
　　　　――学校の先生の待遇は恵まれているのか
　１ 教員の勤務時間
　２ 教員の休み
　３ 教員の給与
　４ 教員の働き方改革
　　 ――教員の勤務時間外労働の改善に向けて
　５ 教員の待遇　これまでとこれから
　コラム　教員の働き方　世界比較

第８章　学校経営の制度
　　　　――学校組織マネジメントの充実のために
　１ 学校評価の活用
　２ 組織的・一体的な学校経営の展開
　３ 学校管理職の役割と期待
　コラム　第三者評価の展開
　　　　　――諸外国の事例を参考に

第９章　教員評価の制度
　　　　――評価システムを通してみえてくるもの
　１ 人事評価制度の変遷
　２ 教員評価制度の改定
　３ 自己申告による目標管理
　コラム　先生に必要な資質・能力とは？

第10章　学校給食の制度
　　　　――子どもの教育と健康を両立するため
　　　　　　には？
　１ 日本における学校給食
　２ 食に関する指導としての「食育」
　３ 持続可能な社会の構築と学校給食
　コラム　食を通した多文化共生

第11章　教科書の制度
　　　　――その日本的特徴と教育の意思をめぐる
　　　　　　課題
　１ 教科書とはなにか

　２ 日本における教科書制度の特徴
　３ 教科書制度が抱える現代的課題
　　 ――教育をめぐる「意思」
　４ 教師としてどのように教科書と向き合うか
　コラム　子どもの健康と教科書

第12章　危機管理の制度
　　　　――安全な学校づくりを目指して
　１ 安全神話の崩壊
　２ 危機管理制度の整備
　３ 学校安全をどう実現するか
　　 ――危機管理のあり方
　４ 今後の危機管理のあり方
　コラム　リスクは回避されるべきか？
　　　　　 ――リスクと危機の違い

第13章　奨学金の制度
　　　　――教育費負担の軽減とその課題
　１ 奨学金制度の法的枠組み
　２ 高校段階までの経済的支援制度
　３ 高等教育段階の経済的支援制度
　　 ――奨学金制度・修学支援新制度
　４ 諸外国の大学授業料と奨学金制度
　５ 奨学金制度の課題――貸与奨学金の延滞問題
　コラム　子どもの貧困と奨学金

第14章　学校関係者による学校支援の制度
　　　　――「地域とともにある学校」に向けた
　　　　　　学校と地域の連携・協働
　１ 地域住民による学校運営への参画
　２ 学校と地域の連携・協働
　コラム　地域と連携・協働する学校や教員に
　　　　　求められることとは？

第15章　入試制度――学びの質を保証する選抜とは
　１ 日本の大学入学者選抜制度
　２ 大学入学者選抜制度の分類
　３ 世界の入学者選抜制度
　４ よりよい入試制度のあり方を考える
　コラム　能力主義／学歴偏重主義という差別

資料編
索　引
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学校経営
浜田博文 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 最新の教育職員免許法および同施行規則に基づく
　 「教育に関する社会的・制度的又は経営的事項」の
　  教職課程コアカリキュラムの内容に対応
◎ 教師を目指す学生，大学院修士課程や教職大学院
　 で学ぶ現職教師，学校現場の現職教師に必携の書 B5判美装/216頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）

ISBN 978-4-623-08503-3　2019年3月刊行

学校や教師をとりまく環境が大きく変化しているな
か，学校に関わるすべての人々にとって，学校経営
への参画が必要である。本書は，学校の組織・経営
の基礎的な知識をわかりやすく解説した，学校経営
への理解を深めるためのテキスト。

監修者のことば
はじめに
序　章　現代の学校と学校経営
　１ 「何かを学ぶところ」は「学校」か
　２ 「学校」とは何か
　３ 「教師」と「教員」の違い
　４ 学校経営とは何か
　５ 「学校の自主性・自律性」の確立へ
第１章　教授・学習活動と学校経営
　１ 学校教育の質を決定づける諸要因
　２ 組織としての学校が有する力を
　　 どう捉えるか
　３ 学校における教授・学習活動の性質
　４ 学校経営の意義と可能性
第２章　戦後教育の出発と学校経営
　１ 新たな学校・教育行政制度の出発
　　 ――民主化の実現を目指して
　２ 自主的・民主的な教育実践と学校経営
　　 の展開――民主化実現の諸相
　３ 戦後教育改革の見直し
　　 ――教育における「逆コース」
　４ 戦後教育改革と学校経営の近代化論
第３章　学校教育の発展・拡大と学校経営
　１ 高度経済成長と学校化社会
　２ 大衆教育社会における高等学校教育の
　　 多様化
　３ 高度経済成長の終焉と学校病理
　４ 教育行政の集権化＝合理化と学校経営
　　 再編の動向
　５ 学校管理・統制社会における学校経営論
第４章　地方分権・規制緩和のなかの学校
　　　　経営改革
　１ 臨時教育審議会の提言と高等学校教育
　　 の多様化
　２ 地方分権・規制緩和としての学校経営
　　 改革
　３ 「学力低下」「ゆとり教育批判」と
　　 テストスコアへの着目
　４ 教育における地方分権・規制緩和に
　　 関する制度改正

　５ 学校の自律性と「学校組織マネジメント」
　　 の重要性
第５章　学校経営を支える法制度
　１ 学校の自主性・自律性の確立と
　　 教育法規
　２ 教育に関する法の体系
　３ 「教育を受ける権利」「教育の機会均等」
　　 と公教育原理
　４ 教育基本法の概要と特徴
　５ 学校経営の法制度
第６章　学校経営を支える教育行財政制度
　１ 教育を支える制度と教育費の制度
　２ 教職員給与に関わる制度
　３ 学校財務制度
　４ 公費負担と私費負担の展望
第７章　学校における教育課程と
　　　　カリキュラム・マネジメント
　１ 教育課程行政の制度
　２ 特色ある学校づくりと教育課程
　３ 新学習指導要領と教育課程経営
　４ カリキュラム・マネジメントの意義
第８章　学校組織の特徴と構造
　１ 「組織」としての学校
　２ 学校組織の構造
　３ 学校組織の特徴
　４ 教員の専門的自律性を基盤とした
　　 「組織」――孤立を越えて
第９章　学校経営を支える理論の展開
　１ 学校を多様なメタファーで理解する
　２ 官僚制的な学校イメージ
　３ 新しい学校イメージ
第10章　学校改善と組織文化の変革
　１ 学校改善提唱のはじまり
　２ 学校改善における重要な理論
　３ 学校改善の視点と方法
　４ 学校改善過程の実際と「学校の組織力」
　　 のこれから
第11章　教授・学習組織改革の展開と課題
　１ 学年別学級制の成り立ち
　２ 学年別学級制と教育組織

　３ 教授・学習組織改革の展開
　４ 学級経営と教授・学習組織改革
　５ 教授・学習組織改革の課題
第12章　地域・保護者との連携と学校経営
　　　　改革
　１ 戦後社会の変化と地域・家庭の教育力
　２ 1990年代以降における学校と地域・
　　 保護者の連携施策
　３ 学校参加とつながりの創出
　４ 多元的価値の取り込みと
　　 公正な社会づくり
13章　学校安全と学校の危機管理
　１ 学校安全とは
　２ 学校安全の萌芽
　３ 学校安全の展開
　４ 学校における危機管理の動向
　５ 次世代のための学校安全に向けて
第14章　「チーム学校」論と学校経営
　１ 新たな学校像としての「チーム学校」
　２ 「チーム学校」における相談機能の整備
　３ 学校の相談機能を担う教職員
　４ 韓国の学校における相談教師
　５ 「チーム学校」論による学校経営の課題
第15章　学校経営をめぐる現代的課題
　１ 学校をとりまく環境条件の変容
　２ 学校と地域社会の関係をめぐる課題状況
　３ 児童生徒の多様性の増大をめぐる課題
　　 状況
　４ 教職員の勤務環境をめぐる課題状況
　５ ガバナンス改革のなかの教職専門職
　６ 学校の自律性と協働性の確立へ向けて
付　録
 （教育基本法／教育基本法［旧］／学校教育
法［抄］／学校教育法施行規則［抄］／教
育職員免許法［抄］／地方教育行政の組織
及び運営に関する法律［抄］／学校保健安
全法［抄］／校長の専門職基準 2009（一部
修正版）――求められる校長像とその力量

［抄］）

索　引
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学校の制度と経営
藤田祐介 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 教職志望の初学者に向け，正確さとわかりやすさを両
　 立させた教科書シリーズ（全12巻）
◎ 新学習指導要領と教職課程コアカリキュラムに対応
◎ 学校制度の歴史的変遷から教育行政，組織管理・運営
 　まで幅広い視点から記述した
◎ 付録の巻末資料も充実

A5判美装/240頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09182-9　2021年5月刊行

｢学校」とは何か。学校の仕組みとはどのようなも
のか。学校制度の歴史的変遷とその基盤となる法を
おさえたうえで，現代の学校制度と経営，そしてそ
の課題について多方面から丁寧に記述。教職をめざ
す学生のための入門テキスト。

監修者のことば
はじめに
第１章　｢学校」の意義と役割
　１ ｢学校」とは何か
　２ ｢学校」の役割と機能
　３ 学校制度に対する「異議申し立て」
第２章　近代公教育制度の誕生
　１ ｢学校」誕生を促したもの
　２ 公教育の思想の変遷
　３ 近代公教育制度の成立過程――教会・国家・工場
　４ 近代学校の教授システム――個別教授から一斉教授へ
第３章　近代日本の学校制度の展開
　１ 日本の近代化と「学制」
　２ 日本における公教育制度の確立
　３ 中等教育の多様化
　４ 高等教育の拡張
　５ 戦時下の教育改革
第４章　戦後日本の学校制度の展開
　１ 戦後教育改革と新学制の成立
　２ 新学制の再編と学校制度の多様化
　３ 臨時教育審議会以降の学校改革
　４ 現代における学校制度改革の動向
第５章　教育法制と学校
　１ 教育法令の体系
　２ 教育を受ける権利と義務教育
　３ 学校の目的・目標
　４ 学校教育の中立性
第６章　国の教育行政と学校
　１ 教育行政における国の役割
　２ 教育政策の決定と実施
　３ 地方の自律性と国の関与の変化
第７章　地方の教育行政と学校
　１ 教育行政の地方自治
　２ 地方における教育政策の決定
　３ 地方における教育政策の実施

第８章　学校の組織と経営
　１ 学校の活動
　２ 教育活動と組織運営
　３ 他機関との連携・地域連携
第９章　学校と教職員
　１ 学校に置かれる教職員
　２ 教員の資格認定制度と採用
　３ 教員の服務・人事管理・研修
第10章　教育課程・教科書行政と学校
　１ 教育課程行政の仕組み
　２ 教育課程の編成
　３ 学習指導要領
　４ 教科書行政
第11章　学校と家庭・地域住民
　１ 教育改革と学校・家庭・地域住民の連携・協力
　２ 地域住民・保護者の学校運営への参画
　３ 学校評価
　４ ｢開かれた学校」から「地域とともにある学校」へ
　５ ｢地域とともにある学校」の課題
第12章　学校安全と危機管理
　１ 学校安全と危機管理の重要性
　２ 学校事故と危機事象への対応
　３ 学校安全と危機管理の進め方
　４ 学校安全と危機管理の課題
付　　録　
　　日本国憲法（抄）
　　教育基本法
　　学校教育法（抄）
　　学校教育法施行令（抄）
　　学校教育法施行規則（抄）
　　学校保健安全法（抄）
　　教育公務員特例法（抄）
　　教育職員免許法（抄）
　　地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄）
　　地方公務員法（抄）
　　学校系統図
索　　引
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はじめて学ぶ教育の制度と歴史

広岡義之／津田 徹 著
ここが

ポイント
!!

◎ 『教育の制度と歴史』（ミネルヴァ書房，2007年）
　 の改訂版。現代について最新の状況を追加したほ
　 か，本文を読みやすく，全面的に増補した
◎ 西洋と日本の教育の歴史，制度の変遷をやさしく
　 解説 A5判美装/240頁　定価：2,640円（本体2,400円+税）

ISBN 978-4-623-08772-3　2019年11月刊行

教育制度・教育史の入門的概論。西洋と日本の教育
制度とその変遷を，古代から現代にいたるまで，歴
史に沿って概観することができる。最新の教育改革
の動向も含めコンパクトにまとめた。大学の教職課
程での教科書に最適。

はしがき

　第Ⅰ部　西洋の教育制度と教育の歴史
第１章　古代ギリシア・ローマの教育
　１ 古代ギリシアの教育と制度
　２ アテネの人文主義教育思想
　３ ヘレニズムの教育思想
　４ 古代ローマの教育
　５ ローマの教育思想と教育制度

第２章　中世の教育
　１ 中世の幕開け
　２ キリスト教的思想
　３ 封建体制の教育制度

第３章　ルネサンス・宗教改革期の教育
　１ ルネサンスと教育
　２ 宗教改革と教育制度

第４章　バロック時代の教育
　１ 実学主義の教育
　２ バロックという時代精神
　３ 絶対主義と教育

第５章　啓蒙主義の時代の教育
　１ ロックの教育思想
　２ ルソーの教育思想
　３ ペスタロッチの教育思想
　４ 教育の諸思潮

第６章　革命期の教育
　１ イギリス市民革命と教育制度
　２ アメリカ独立革命時代の教育制度
　３ フランス革命期の教育制度
　４ イギリスの産業革命と教育制度

第７章　近代公教育制度の成立
　１ ドイツの公教育制度
　２ フランスの公教育制度
　３ イギリスの公教育制度
　４ アメリカの公教育制度
　５ ロシアの公教育制度

第８章　19世紀の教育
　１ フレーベル
　２ へルバルト
　３ ドイツの教育思想
　４ スペンサーの功利主義
　５ ロシアの教育思想

第９章　20世紀の教育
　１ 新教育運動
　２ デューイの教育思想
　３ アメリカ新教育の展開
　４ 諸国の新教育
　５ 本質主義の反論

第10章　世界の教育制度の改革と動向
　１ 教育の民主化
　２ 教育の国際化
　３ 技術革新への対応
　４ 現代教育への提唱

第11章　現代における世界の教育制度
　１ 学校体系の変遷について
　２ 日本の教育制度
　３ アメリカ合衆国の学校制度
　４ イギリスの学校制度
　５ フランスの学校制度
　６ ドイツの学校制度
　７ 旧ソ連・ロシアの学校制度

　第Ⅱ部　日本の教育制度と教育の歴史
第12章　古代・中世の教育
　１ 大陸文化の摂取
　２ 平安の仏教と貴族
　３ 中世の武家教育と教育制度
　４ 中世の寺院と庶民

第13章　江戸時代の教育
　１ 武士の教育制度と教育
　２ 庶民の教育制度と教育
　３ 徳川時代の諸学派の思想と私塾
　４ 洋学の展開

第14章　明治維新と教育
　１ 明治時代の特徴
　２ 学制とその特徴
　３ 被仰出書と学制
　４ 制度の変遷
　５ 学校令
　６ お雇い外国人と教育政策
　７ 教育勅語
　８ 義務教育制度と教科書制度

第15章　大正〜戦中期の教育
　１ 大正デモクラシー当時の時代背景
　２ 大正自由教育
　３ 臨時教育会議
　４ 戦時体制下の教育
　５ 学徒出陣と疎開

第16章　戦後の教育
　１ 戦後の教育政策
　２ 単線型学校体系
　３ 教育制度の改革

第17章　現代の教育改革
　１ 1990年代の教育制度
　２ 21 世紀の教育制度
　３ 新たな免許制度と学校制度の改革
　４ 教育基本法の改正

第18章　教育制度と学校の運営
　１ 学校経営
　２ 学級経営
　３ 校務分掌
　４ 個人情報の取扱い
　５ 学校安全に関する取扱い

第19章　教職員，児童生徒をとりまく
　　　　教育制度
　１ 学校教員をとりまく制度，しくみ
　２ 子どもをとりまく制度，しくみ

人名索引／事項索引
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教育課程
根津朋実 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 新学習指導要領及び最新の教育法規を踏まえて解説
◎ 教職課程コアカリキュラムの「教育課程の意義及び　 
　 編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）」
　 に準拠
◎ 教職を目指す学生および現職の教師に必携のテキスト B5判美装/208頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）

ISBN 978-4-623-08486-9　2019年2月刊行

「教育課程」とは何か。本書は「カリキュラム」と
の違いを踏まえた上で，教育課程の基礎的な知識と
理論，及び学習指導要領の変遷や教育課程をめぐる
今日的課題についてわかりやすく解説する。教職科
目「教育課程」のテキスト。

監修者のことば
はじめに

第１章　教育課程とカリキュラム
　１ 教育課程とは
　２ カリキュラムとは
　３ 教育課程づくりとカリキュラムづくり

第２章　カリキュラムの類型論
　１ 教科カリキュラムとその展開
　２ 経験カリキュラムとその展開
　３ 日本における教育課程の基本構造
　４ 教科・領域の再編例

第３章　教育課程と学習指導要領
　１ 学習指導要領の意義
　２ 新学習指導要領の概要
　３ 各学校における教育課程編成

第４章　教育課程行政の基礎知識
　１ 教育課程行政の全体像
　２ 教育行政機関の役割と相互関係
　３ 学校の教育課程の展開を支える
　　 条件整備をめぐる諸制度

第５章　教科書と学習指導要領
　１ 教科書制度の概要
　２ 教科書検定のしくみ
　３ 道徳科の教科書の誕生
　４ 教科書検定のこれから

第６章　総合的な学習の時間の成果と課題
　１ 総合的な学習の時間の背景と変遷
　２ 総合的な学習の時間の特徴
　３ 標準時数・単位数と実施上の例外・
　　 代替措置
　４ 実践事例
　５ 実践に向けて

第７章　小学校外国語教育の展望
　１ 小学校への外国語導入の経緯
　２ 「総合的な学習の時間」としての部分的
　　 導入
　３ 「外国語活動」の必修化
　　 ――「総合的な学習の時間」から
　　　　　「領域」へ
　４ 「外国語科」の必修化
　　 ――「領域」から「教科」へ

第８章　カリキュラム・マネジメントの理解
　１ 教育課程とカリキュラムとの違い
　２ カリキュラム・マネジメント登場の背景
　３ 学習指導要領等にみるカリキュラム・
　　 マネジメント
　４ カリキュラム評価とは
　５ なぜカリキュラムを評価するのか
　６ カリキュラム評価の方法

第９章　高等学校の多様な教育課程
　１ 高等学校における教育課程の前提
　　 としての「単位制」
　２ 高等学校における３種類の「課程」
　３ 高等学校における３種類の「学科」
　４ 新しいタイプの高等学校
　５ 高等学校の多様な教育課程を支える
　　 制度

第10章　学習指導要領の変遷⑴
　　　　――戦後復興からゆとり路線まで
　１ 試案・学習指導要領に基づく民主的な
　　 教育の模索――経験主義の時代
　２ 学習指導要領の告示化と系統性の重視
　３ 高度経済成長下における
　　 「教育の現代化」
　４ 「ゆとり」路線への転換

第11章　学習指導要領の変遷⑵
　　　　――グローバル化と学力観の転換
　１ 生涯学習社会の到来と新学力観の提示
　２ 基礎・基本重視の「生きる力」育成と
　　 その批判
　３ グローバルな知識基盤社会における
　　 「確かな学力」
　４ 「資質・能力」育成のいっそうの重視へ

第12章　教育課程をめぐる今日の動向⑴
　　　　――教育課程の研究校制度
　１ 日本における教育課程の開発と
　　 研究とは
　２ 代表的な教育課程の研究制度⑴
　　 ――研究開発学校制度
　３ 代表的な教育課程の研究制度⑵
　　 ――教育課程特例校制度
　４ 教育課程の開発研究の成果から学ぶ

第13章　教育課程をめぐる今日の動向⑵
　　　　――多文化共生
　１ 今日の学校が抱える課題
　　 ――外国につながりのある子どもを
　　　　 めぐって
　２ 外国につながりのある子どもをめぐる
　　 教育課程
　３ 多文化共生を目指す教育課程
　　 ――大阪市立御幸森小学校の実践を
　　　　 中心に
　４ 多文化共生を目指す教育の実現に向けて
　　 ――教育課程の現状と課題

付　録
（学校教育法（抄）／学校教育法施行規則（抄）
／地方教育行政の組織及び運営に関する法
律（抄）／小学校学習指導要領総則）
索　引
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる教育課程［第２版］

田中耕治 編
ここが

ポイント
!!

◎ 重要なトピックをそれぞれ見開き２ページ（または４
　 ページ）で解説
◎ 図表を豊富に用いたわかりやすい紙面
◎ カリキュラムを組み立てていくために必要な基本的な
　 知見や考え方をこれ１冊で学べる B5判美装/242頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）

ISBN 978-4-623-08269-8　2018年2月刊行

学生や教師を対象にした，教師が主体的にカリキュ
ラムを組み立てていくために必要な基本的な知識や
考え方を一冊で学べるテキスト。2017年版学習指導
要領などを踏まえて大幅に修正・再構成した改訂版。

はじめに
改訂にあたって
Ⅰ　カリキュラム概念の範囲と射程
　１ 教育課程（カリキュラム）とは何か
　２ 教育課程の編成主体と学習指導要領
　３ カリキュラム・マネジメント
　４ コンピテンシー・ベースと
　　 現代の教育課程改革
Ⅱ　 カリキュラムと教育目標
　１ 教育目的と教育目標
　２ 学力モデル
　３ リテラシーとコンピテンシー
Ⅲ　内容選択の基準
　１ 生活経験を重視するカリキュラム
　２ 社会の要求を重視するカリキュラム
　３ 科学を重視するカリキュラム
　４ 人間性を重視するカリキュラム
Ⅳ　カリキュラムの編成原理
　１ 経験主義
　２ 系統主義
　３ スコープとシークエンス
　４ 領域論
　５ 初等教育のカリキュラム原理
　６ 中等教育のカリキュラム原理
　７ カリキュラムの類型
　８ タイラー原理
　９ 工学的アプローチと羅生門的アプローチ
　10 構成主義的学習観にたつカリキュラム設計
Ⅴ　子どもの発達とカリキュラム
　１ 教育と発達
　２ 人間発達の理論
　３ 学習のレディネス
　４ 特別支援教育
　５ 個に応じた指導
Ⅵ　学習指導要領と教科書
　１ 学習指導要領とは何か
　２ 教科書のあり方と生かし方
　３ 教科書検定制度
　４ 教科書の採択
Ⅶ　カリキュラムの社会学
　１ 近代学校批判
　２ カリキュラムの社会理論
　３ 教育と平等
　４ 隠れたカリキュラム
　５ 社会・文化的再生産とカリキュラム

Ⅷ　カリキュラムを支える教育環境
　１ 開かれた学校づくり
　２ 教育と学習の道具
　３ 学校建築と教室
　４ 教室と学級の編成
　５ 時間割
　６ 教授組織の編成
Ⅸ　カリキュラムと評価
　１ 教育評価の考え方
　２ カリキュラム評価
　３ 学力の評価
　４ 指導要録・通知表
　５ 授業の評価
　６ 学校評価
Ⅹ　カリキュラムの履修スタイル
　１ カリキュラムの共通化
　２ 履修主義と修得主義
　３ 必修科目と選択科目
　４ 能力別グルーピング
　５ 入試
　６ 高大接続
　７ 学校種間連携と接続
　８ 生涯学習のカリキュラム
　９ 職業と専門教育
Ⅺ　教科のカリキュラム
　１ 国語科のカリキュラム
　２ 算数・数学科のカリキュラム
　３ 社会科のカリキュラム
　４ 理科のカリキュラム
　５ 生活科のカリキュラム
　６ 音楽科のカリキュラム
　７ 図画工作・美術科のカリキュラム
　８ 技術・家庭科のカリキュラム
　９ 情報科のカリキュラム
　10 保健体育科のカリキュラム
　11 外国語科のカリキュラム
　12 「特別の教科　道徳」のカリキュラム
ⅩⅡ　教科外のカリキュラム
　１ 総合的な学習の時間
　２ 特別活動
　３ 生徒指導と生活指導
　４ 進路指導・キャリア教育
ⅩⅢ　近年のカリキュラム改革の動向
　１ 環境教育のカリキュラム
　２ 国際理解教育のカリキュラム
　３ 市民性教育のカリキュラム

　４ 平和と安全のための教育
　５ 表現教育のカリキュラム
　６ 性教育のカリキュラム
　７ プログラミング教育のカリキュラム
　８ メディア・リテラシー教育のカリキュラム
ⅩⅣ　日本の教育課程改革の歴史
　１ 明治期の教育
　２ 大正自由教育期の教育課程
　３ 国民学校期の教育課程
　４ 戦後「新教育」期の教育課程
　５ 教育内容の現代化
　６ 教育課程の民主編成
ⅩⅤ　学習指導要領の変遷
　１ 1947年版学習指導要領（試案）：
　　 平和と民主主義を求めて
　２ 1951年版学習指導要領（試案）：
　　 経験主義教育のいっそうの推進
　３ 1958年版学習指導要領：
　　 逆コース・系統主義への転換
　４ 1968 年版学習指導要領：
　　 教育内容の現代化
　５ 1977年版学習指導要領：ゆとり教育
　６ 1989年版学習指導要領：
　　 「新しい学力観」と生活科
　７ 1998年版学習指導要領：
　　 「生きる力」と「総合的な学習の時間」
　８ 2008年版学習指導要領：
　　 「知識基盤社会」と「確かな学力」
　９ 2017年版学習指導要領：
　　 資質・能力ベースによる教育課程の
　　 一体改革
ⅩⅥ　世界のカリキュラム
　１ 中国のカリキュラム
　２ 韓国のカリキュラム
　３ アメリカ合衆国のカリキュラム
　４ イギリスのカリキュラム
　５ オーストラリアのカリキュラム
　６ フランスのカリキュラム
　７ ドイツのカリキュラム
　８ フィンランドのカリキュラム
　９ オランダのカリキュラム
　10 国際バカロレア
さくいん



A5判美装/196頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09340-3　2023年3月刊行

考えを深めるための教育課程

児玉祥一／佐藤光友／奥野浩之 編著

教員養成課程における「教育課程」の教科書。教育
課程についての基礎・基本を学ぶ。これからの教育
課程で求められている「カリキュラム・マネジメン
ト」の取り組み等についての学習を深める。

まえがき

第１章　カリキュラムとはなにか──考えを深めるために
　１ カリキュラムと教育課程──そのことばをめぐって
　２ カリキュラムの考えを広げ深めるために
　３ カリキュラムの概念──経験カリキュラムに照らして
　４ カリキュラムの諸類型

第２章　教育課程についての考えを深めるために⑴
　　　　教育課程行政
　１ 教育課程と法規
　２ 教育課程と学習指導要領
　３ 教育課程と教科書
　４ 「不当な支配に服すること」のない教育へ

第３章　教育課程についての考えを深めるために⑵
　　　　教育課程の変遷──教科課程の時代を中心に
　１ 「学制」期の教育の目的と教育課程
　２ 「教育令」・「学校令」期の教育の目的と教育課程
　３ 「教育ニ関スル勅語（教育勅語）」発布以降の教育の目的と教育課程
　４ 国民学校期の教育課程

第４章　教育課程についての考えを深めるために⑶
　　　　教育課程の変遷──学習指導要領改訂を中心に
　１ 学習指導要領改訂の見方・考え方
　２ 戦後の学習指導要領の変遷の概観
　３ 経験主義・子ども中心主義の学習指導要領（1947年版，51年版）
　４ 系統主義・学問中心主義の学習指導要領（1958年版，68年版）
　５ 人間化・個性化志向の学習指導要領（1977年版，1989年版）
　６ 「ゆとり教育」と学力低下論争（1998年版）
　７ 「生きる力」から「資質・能力」へ（2008年版，2017年版）
　８ 「災害の時代」と学習指導要領──「おわりに」に代えて

第５章　教育課程についての考えを深めるために⑷
　　　　新しい教育課程──幼稚園と小学校
　１ 我が国の幼稚園における教育課程の大まかな歴史
　２ 新しい幼稚園教育要領の特色とカリキュラム・マネジメント
　３ 幼稚園教育における教育課程（カリキュラム）の特性
　４ 教育課程の作成と振り返り・省察を通したカリキュラム・マネジメント
　５ 小学校就学に向けて滑らかな接続をめざす「アプローチカリキュラム」
　６ 小学校における学習指導要領の改訂
　７ 「社会科」と「総合的な学習の時間」の目標と内容
　８ 社会参画を目指した地域と連携した教育活動

第６章　教育課程についての考えを深めるために⑸
　　　　新しい教育課程──中学校と高等学校
　１ 2017（平成29）年版中学校学習指導要領における教育課程
　２ 2018（平成30）年版高等学校学習指導要領における教育課程

第７章　カリキュラム・マネジメントの考えを深めるために⑴
　　　　カリキュラム・マネジメントと道徳教育
　１ これからの学校教育とカリキュラム・マネジメント
　２ カリキュラム・マネジメントを基点とした道徳教育とその課題

第８章　カリキュラム・マネジメントの考えを深めるために⑵
　　　　カリキュラム・マネジメントと総合的な学習の時間
　１ 「総合的な学習の時間」の創設
　２ 「総合的な学習の時間」の変遷
　３ 「総合的な学習の時間」とカリキュラム・マネジメント
　　 ──カリキュラムとしての「総合的な学習の時間」の課題 

第９章　カリキュラム・マネジメントの考えを深めるために⑶
　　　　カリキュラム・マネジメントと学習評価
　１ 学習評価とは
　２ 学習指導要領と学習評価
　３ 学習指導要領における「学習評価の充実」
　４ 学習評価に関する文書とカリキュラム・マネジメント
　５ 中学校調査書，高校入試と学習評価
　６ 高大接続と学習評価
　７ まとめにかえて

第10章　カリキュラム・マネジメントの考えを深めるために⑷
　　　　カリキュラム・マネジメントと学級経営
　１ カリキュラム・マネジメントの観点から学級経営を捉える
　２ カリキュラムとしての学級①　法制度としての学級
　３ カリキュラムとしての学級②　相互行為としての学級
　４ カリキュラム・マネジメントとしての学級経営の課題

第11章　カリキュラム・マネジメントの考えを深めるために⑸
　　　　カリキュラム・マネジメントと地域連携
　１ カリキュラム・マネジメントと地域連携──「地域」とは何か
　２ 教科教育と地域連携
　３ 「総合的な学習／探求の時間」と地域連携
　４ 京都教育大学附属桃山中学校の環境教育
　５ 学校教育における地域連携の意義──「連携」の本質を問う

第12章　これからの教育課程──考えを深めるために
　１ 育みたい子ども像のために──カリキュラム・マネジメントを通して
　２ 社会に開かれた教育課程を実現するための教育制度
　３ ＧＩＧＡスクール構想とカリキュラム・マネジメント

索　引

ここが
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!!

◎ 教育課程の考え方，基礎・基本を学ぶ
◎ 「カリキュラム・マネジメント」の取り組み等につい
　 ての学習を深め，これからの教育課程の課題につい
　 て考察する
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原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座　教職教育編 6　　

教育課程・教育評価
細尾萌子／田中耕治 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 新学習指導要領に対応
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 〈教職教育編〉は初等・中等教育までを取り上げる

A5判美装/226頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08189-9　2018年3月刊行

新学習指導要領に対応した，教職をめざす大学１年，
２年生用の入門教科書。教育課程の編成プロセス，
教育評価の実際では，児童生徒の姿をふまえ，具体
的な現場の実践例を用いわかりやすく解説する。

はじめに
第１章　教育課程とは
　１ 教育課程（カリキュラム）とは何か
　２ 教育課程編成をめぐる論点
　３ 学習指導要領の基本構造
　４ 教育課程と社会システム
第２章　教科の教育課程
　１ 国が計画する教育課程
　２ 教師が設計する教育課程
　３ 児童と教科のカリキュラム
第３章　総合学習の教育課程
　１ 戦後初期総合学習の登場と教育課程改造（1950年代）　
　２ 教育課程に総合学習は必要か（1970年代）　
　３ 総合学習で育まれる「学力」とは（1990年代）
　４ 教育課程における総合学習の役割
第４章　特別活動の教育課程
　１ 学校教育における特別活動の位置づけ
　２ 自主性を育む学校行事のあり方
　３ これからの特別活動の展望
第５章　戦後の教育課程の変遷
　１ 学力問題と学習指導要領の変遷
　２ 経験主義の教育課程の特徴と論点
　３ 教科主義（系統主義）の教育課程の特徴と論点
　４ ゆとり教育政策の特徴と批判
　５ PISA問題と資質・能力の重視へ

第６章　2008年以降の教育課程の枠組み
　１ 2008年の学習指導要領改訂
　２ 2015年の学習指導要領一部修正
　３ 2017年の学習指導要領改訂
　４ 小学校の教育課程の実践例
第７章　資質・能力の育成と教育課程
　１ 戦後日本における学力論の展開
　２ 諸外国における資質・能力論
　３ 日本における資質・能力論と教育課程
　４ 質の高い学びをもたらす教育課程実践

第８章　主権者を育てる教育課程
　１ 主権者を育てる教育とは何か
　２ 学習指導要領における主権者教育
　３ 指導事例の検討
　４ 主権者教育を進める際の留意点
　５ 充実した実践に向けて
第９章　言語能力を育む教育課程
　１ PISAショック以降の言語に関する提言の動向
　２ 2017年改訂学習指導要領における言語に関する提言
　３ 思考と言語の関係——言語が果たす役割
　４ 経験と言語の関係――言語が果たせない役割
　５ 教育課程全体で言語能力を育てる
第10章　教育評価とは何か――学力評価を中心に
　１ 教育評価の目的
　２ 教育評価の立場の違い
　３ ｢目標に準拠した評価」の充実に向けた動き
　４ 指導要録のもとでの学力評価の工夫
　５ 学力評価をめぐる論点
第11章　資質・能力の形成を支える評価
　１ ｢真正の評価」論への注目
　２ パフォーマンス評価
　３ ポートフォリオ評価
　４ 実践上の課題
第12章　カリキュラム評価と学校評価
　１ カリキュラム評価とは何か
　２ カリキュラム評価のアプローチ
　３ 学校評価とは何か
　４ 京都市立高倉小学校におけるカリキュラム評価と学校評価
第13章　カリキュラム・マネジメント
　１ 学習指導要領におけるカリキュラム・マネジメント
　２ マネジメントの主体――教職員は何をすべきか
　３ カリキュラム・マネジメントの実践に向けて
第14章　学校種間の接続と入試
　１ 学校種間の接続に関わる諸問題
　２ 入試に関わる諸問題
　３ 接続の現代的課題と大学入試改革
　４ 国際バカロレア
索　引
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学校では，教育活動をどのように計画・実施・評価
しているのか。教育課程と教育評価についての理論
と方法を，歴史的変遷や最新の学習指導要領の内容
等もふまえながらわかりやすく解説する。教職をめ
ざす学生のための入門テキスト。

広岡義之／林 泰成／貝塚茂樹 監修
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教育課程論・教育評価論
木村 裕／古田 薫 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 教職志望の初学者に向け，正確さとわかりやすさを両
　 立させた教科書シリーズ（全12巻）
◎ 新学習指導要領と教職課程コアカリキュラムに対応
◎ 各章で最新の知見を盛り込み，補章として諸外国の教
　 育課程についても紹介している

教
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監修者のことば
はじめに
第１章　学校・教師にとっての教育課程
　１ 教育課程を学習する意義
　２ 教育課程とは何か
　３ 教育課程編成の基本的要素
　４ 教育課程の編成原理
　５ 教育課程の現代的課題
第２章　学習指導要領と教育課程⑴
　　　　――戦後から2008年までの変遷
　１ 学習指導要領
　２ ＧＨＱ占領期の教育改革と学習指導
　　 要領の策定
　３ 独立期・経済成長期の学習指導要領
　４ ポスト高度経済成長期の学習指導要領
　５ テクノロジーとイノベーションの
　　 学習指導要領
　６ 教育課程改革の振り子
第３章　学習指導要領と教育課程⑵
　　　　――2017（平成29）年改訂
　　　　　　学習指導要領の要点
　１ 2015（平成27）年一部改正
　　 ――いじめに向き合う
　２ 2017（平成29）年改訂
　　 ――人工知能が変える教育
　３ 社会を変革し，未来を創る教育課程
第４章　教育評価
　１ 教育評価とは何か
　２ 評価の４つの立場
　３ 指導要録と通知表
　４ ｢真正の評価」論に基づく教育評価
　５ 指導と学習の改善のための評価
第５章　カリキュラム・マネジメント
　１ カリキュラム・マネジメントとは
　２ カリキュラム・マネジメントのため
　　 の手法や考え方
　３ カリキュラム・マネジメントの実際
　４ 学校に即した教育の改善

第６章　持続可能な開発のための教育の
　　　　教育課程と教育評価
　１ 持続可能な社会づくりの担い手を
　　 育む教育活動としてのＥＳＤ
　２ ＥＳＤの特徴と教育課程編成の際の
　　 留意点
　３ ＥＳＤの教育課程への位置づけ方と
　　 教育評価のあり方
　４ ＥＳＤにおいて教師と学校に求められる
　　 役割とその可能性
第７章　教科教育の教育課程と教育評価
　１ ｢教科」とは何か
　２ 時間割と教育課程
　３ 教科の教育課程
　４ 教育課程と教科の授業
　５ 新しい時代の教科の学び
第８章　道徳教育の教育課程と教育評価
　１ 学校における道徳教育
　２ 特別の教科　道徳（道徳科）
　３ 道徳教育の教育課程
　４ 道徳科における評価
　５ 道徳科における主体的・対話的で
　　 深い学びの実現に向けて
第９章　外国語活動・外国語科の
　　　　教育課程と教育評価
　１ 小学校における外国語教育の導入
　２ 小学校外国語教育の教育課程
　３ 外国語活動・外国語科における評価
　４ 小学校外国語教育のこれから
第10章　総合的な学習／探究の時間の
　　　　教育課程と教育評価
　１ 総合的な学習／探究の時間における
　　 学習活動の具体像とその特質
　２ 総合的な学習／探究の時間の概要
　３ 総合的な学習／探究の時間の計画
 　　と実施に関する留意点
　４ 総合的な学習／探究の時間における
　　 教育評価

第11章　特別活動の教育課程と教育評価
　１ 特別活動の目標と内容の概要
　２ 特別活動の特質と授業時数の取扱い
　３ 特別活動の各内容に関する目標と内容
　４ 特別活動における教育評価の考え方
　　 と進め方
第12章　特別支援教育と教育課程編成
　１ 障害等の困難を抱える子どもたちと
　　 学校生活
　２ 障害のある子どもに対する教育課程
　　 上の配慮
　３ 障害以外の教育的ニーズに対応する
　　 教育課程
　４ 多様性に応える教育課程のために
補　章　各国の教育課程
　１ アメリカ
　２ イギリス
　３ フィンランド
　４ オランダ
　５ オーストラリア
　６ シンガポール
付　録　
　日本国憲法（抄）
　教育基本法
　学校教育法（抄）
　学校教育法施行令（抄）
　学校教育法施行規則（抄）
　教科書の発行に関する臨時措置法（抄）
　著作権法（抄）
　小学校学習指導要領（平成29年告示）
　　（抜粋）
　中学校学習指導要領（平成29年告示）
　　（抜粋）
　高等学校学習指導要領（平成30年告示）　
　　（抜粋）
　特別支援学校小学部・中学部学習指導
　　要領（抜粋）
　特別支援学校高等部学習指導要領（抜粋）
索　引
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる教育評価［第３版］

田中耕治 編
ここが

ポイント
!!

◎ 図表を豊富に掲載し，見開きで重要なトピックを解
　 説した入門書
◎ 学習指導要領や指導要録の改訂等を踏まえて大幅
　 に加筆修正した最新版
◎ 旧版にはなかった15のトピックを新たに加え，質
　 量ともにいっそう充実

B5判美装/274頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09164-5　2021年4月刊行

子どもが自らの学びを振り返り次の課題につなげて
いくこと，教師がカリキュラム・指導方法を再構成す
ることのために必要な，教育評価の全体像が理解で
きる一冊。学習指導要領や指導要録の改訂などを踏
まえて加筆修正し，新たなトピックも加えた最新版。

第３版の刊行にあたって
はじめに
Ⅰ　教育評価の基本概念
　１ 心理測定
　２ 教育評価：エバリュエーションとアセスメント
　３ 教育評価の次元，目的，主体，対象
　４ 教育評価の機能：
　 　診断的評価，形成的評価，総括的評価
　５ 学力評価と授業評価
　６ カリキュラム評価
　７ 教員評価と学校評価
Ⅱ　教育評価の立場の変遷
　１ 絶対評価
　２ 相対評価
　３ 個人内評価
　４ 到達度評価
　５ 目標に準拠した評価
　６ 評価規準と評価基準
Ⅲ　教育評価の位相と展開
　１ 工学的アプローチと羅生門的アプローチ
　２ ゴール・フリー評価
　３ 教育鑑識眼と教育批評
　４ 真正の評価
Ⅳ　教育目標と教育評価の関係
　１ 教育目標の明確化
　２ 教育目標の分類学
　３ 到達目標と方向目標
　４ 学力モデルと評価
　５ 目標分析
　６ スタンダードとクライテリア
　７ ドメイン準拠評価とスタンダード準拠評価
　８ ルーブリック
　９ カリキュラムを縦断・横断する評価
　10 「資質・能力」の評価
　11 「見方・考え方」の評価
Ⅴ　指導に活かす評価のありかた
　１ 指導と評価の一体化
　２ 素朴概念と教育評価
　３ カルテと座席表
　４ フィードバック
　５ 子どもの自己評価
　６ 自己評価シート
　７ 教育評価への子どもの参加
　８ 学習のための評価
　９ 自己調整学習
　10 「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・
　 　ラーニング）」と評価

Ⅵ　教育評価の方法原理
　１ 尺度
　２ 妥当性と信頼性
　３ カリキュラム適合性
　４ 比較可能性とモデレーション
　５ 公正性と実行可能性
Ⅶ　学力評価のさまざまな方法
　１ 学力評価の方法の分類
　２ 客観テスト
　３ 自由記述問題の工夫
　４ 作問法
　５ 認知的葛藤法
　６ ＰＯＥ法
　７ 概念地図法
　８ ベン図法
　９ ＫＪ法
　10 描画法
　11 パフォーマンス評価：
　 　パフォーマンス課題とそのつくりかた
　12 プロジェクト
　13 日常的な評価
　14 口頭試問と面接法
　15 ポートフォリオ評価法
　16 ポートフォリオ検討会
　17 e ポートフォリオ
Ⅷ　学力評価の進めかた
　１ 国語科における評価
　２ 算数・数学科における評価
　３ 社会科における評価
　４ 理科における評価
　５ 生活科における評価
　６ 外国語活動・外国語科における評価
　７ 音楽科における評価
　８ 図画工作 ･ 美術科における評価
　９ 技術・家庭科における評価
　10 体育科における評価
　11 総合学習における評価
　12 道徳における評価
　13 特別活動における評価
　14 障害児教育における評価
Ⅸ　指導要録
　１ 指導要録
　２ 指導要録の歴史
　３ 形成的評価（基本簿）と総括的評価（指導要録）
　４ 観点別評価と総合評定
　５ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価

Ⅹ　通知表
　１ 通知表
　２ 通知表の歴史
　３ 到達度評価型の通知表
　４ 能力表
　５ 学力評価計画
　６ 子どもの自己評価をとりいれた通知表
Ⅺ　入試制度
　１ 入試と接続
　２ 選抜試験と資格試験
　３ 高校入試
　４ 大学入試
　５ 偏差値
　６ 内申書
　７ ＡＯ入試・総合型選抜
　８ 大学入学共通テスト
　９ 国際バカロレア
ⅩⅡ　教育評価の経営
　１ 学力調査
　２ ハイ・ステイクスな評価
　３ 説明責任と，保護者や地域住民による
　　 評価への参加
　４ 学校評議員制度
　５ 校内研修
　６ エビデンス
　７ カリキュラム・マネジメント
ⅩⅢ　日本における教育評価の歴史
　１ 教育評価の源流
　２ 試験の時代
　３ 考査の時代
　４ 教育測定運動の功罪
　５ 生活綴方の評価
　６ 「教育評価」の導入
　７ 通信簿論争
　８ 到達度評価の登場
　９ 「関心・意欲・態度」の重視（新しい学力観）
　10 「総合的な学習の時間」導入のインパクト
　11 ＰＩＳＡショック
ⅩⅣ　諸外国の教育評価制度
　１ イギリスの教育評価制度
　２ アメリカの教育評価制度
　３ フランスの教育評価制度
　４ ドイツの教育評価制度
　５ オランダの教育評価制度
　６ 中国の教育評価制度
　７ 韓国の教育評価制度
さくいん
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教育の方法と技術
樋口直宏 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 教職課程コアカリキュラムの「教育の方法及び技術
　 （情報機器及び教材の活用を含む。）」に準拠
◎ 教職を目指す学生および現職の教師に必携のテキ
　 スト
◎ 教育実習や教育実践に役立つ一冊 B5判美装/202頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）

ISBN 978-4-623-08505-7　2019年2月刊行

授業とはどのような役割や機能をもち，何をねらい
として，内容や題材を取り上げ，様々な環境や形態
の下で，いかなる技術を用いて工夫するのか。本書
は授業を取り巻く諸要因について教育方法学の観点
からわかりやすく解説する。

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　教育方法と学習の基礎理論
第１章　教育実践理論としての
　　　　教育方法学
　１ 教育実践から教育方法学へ
　２ 教育方法学から教育実践へ
　３ 教育的な働きかけとしての教授と
　　 訓練

第２章　知識と学習
　１ 教えることと学ぶこと
　２ 「学習」とは何か
　３ 学習と知識
　４ 学力論――国際動向
　５ 学力論と学習指導要領
　　 ――国内動向
　６ 知識欲と学習意欲
　　 ――「学びに向かう力」

第３章　学習意欲と動機づけ支援
　１ 学習意欲とは何か
　２ 動機づけの理論――３つの視点
　３ 自ら学ぶ意欲とその支援
　４ 子どもの学習意欲に即した
　　 授業デザイン

　第Ⅱ部　授業を取り巻く基礎的原理
　　　　　と指導技術
第４章　学習指導の基本原理
　１ 学習指導の特質
　２ 学習指導の様式
　３ アクティブ・ラーニングと
　　 協働的な学び

第５章　授業における指導技術
　１ 授業の構成要素
　２ 教師の指導技術
　３ 授業の形態

第６章　個に応じる指導と学習集団
　１ 個に応じる指導
　２ 育てるものとしての集団の意味
　３ 授業づくりにおける集団づくりの
　　 視点

　第Ⅲ部　授業を実施する際の教材と
　　　　　授業づくり
第７章　教材と教科書
　１ 教育実践における教材の役割
　２ 「主たる教材」としての教科書
　３ 教材研究に基づくよりよい授業の
　　 創造

第８章　授業づくり
　１ 授業づくりの原理
　２ 学習指導案の作成
　３ 教師の実践的知識

　第Ⅳ部　教育評価と授業研究の方法
第９章　教育評価
　１ 教育評価の 5 Ｗ 1Ｈと教育評価の
　　 what
　２ 誰が評価をするのか（who）
　３ いつ評価するのか（when）
　４ どこで評価するのか（where）
　５ どうやって（how），そしてなぜ
　　 評価するのか（why）

第10章　授業研究
　１ 授業研究の定義と歴史
　２ 学術研究としての授業研究
　３ 現場実践としての授業研究
　４ 授業研究の課題と展望

　第Ⅴ部　情報機器の活用と
　　　　　メディア・リテラシー
第11章　情報教育とＩＣＴ
　１ 視聴覚教育から情報教育へ
　２ 教育の情報化と情報活用能力
　３ 情報教育とＩＣＴ活用の関係
　４ 教育で活用できるＩＣＴの具体例
　５ 校務の情報化による教育の質向上
　６ 時代の変化と教育の情報化の未来

第12章　学習指導におけるデジタル
　　　　教材の利用
　１ 学習理論とデジタル教材
　２ 学校教育におけるデジタル教材の
　　 政策
　３ デジタル教材の利用を考える

第13章　思考力とメディア・
　　　　リテラシーの育成
　１ 思考力の育成
　２ メディア・リテラシー教育
　３ 思考力とメディア・リテラシーの
　　 接点とその指導方法

索　引
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原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座　教職教育編 10　

教育の方法と技術
篠原正典／荒木寿友 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 新学習指導要領求められる教育方法・技術を平易に
　 解説
◎ 新しい授業・学びの考え方やツールを紹介

A5判美装/244頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08193-6　2018年3月刊行

新しい教育の目的に沿った教育の方法と技術につい
てわかりやすく解説する。新しい授業・学びの考え
方やツール，学習環境のデザイン，ＩＣＴの活用など
について解説，これからの教師・指導者のあり方を
提示する。

はじめに

第１章　求められる教育の方法と技術
　１ 学力の課題
　２ 指導内容・方法の重要性
　３ 新学習指導要領で求められる教育方法

第２章　資質・能力を育む教育と学習科学
　１ 新学習指導要領の捉え方
　２ 主体的・対話的で深い学びを支える学習理論
　３ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業の原則
　４ 主体的・対話的で深い学びを実現するカリキュラム・
　　 マネジメント

第３章　インストラクショナルデザイン
　１ ＩＤとは何か
　２ 出入口を考える
　３ 授業方法を考える
　４ 実践力を高める手がかり

第４章　学習環境デザイン
　１ 学習環境をデザインする
　２ 学習環境デザインの構成要素（KDKH：「空間」「道具」
　　 「活動」「人」）
　３ 学習活動のモデル
　４ 学びを活性化する４つのガイドライン
　５ 未来の学習環境デザインに向けて

第５章　学びを深める授業研究
　１ 教師の学びと授業研究
　２ 授業研究の方法論
　３ 授業研究の新しい動向
　４ 世界に広がる日本の授業研究

第６章　基礎的な教育技術とアートとしての教育技術
　１ 教育方法と教育技術
　２ 基礎的な教育技術
　３ アートとしての教育技術と教師の熟達化

第７章　知識の理解と定着を図る授業づくり
　１ 知識の重要性
　２ 理解を深める教育方法

第８章　主体性を引き出す教育方法
　１ 学習者主体の学習とは
　２ 知的好奇心を引き出す授業
　３ 課題発見解決型学習

第９章　対話的な学びを育む協調自律学習
　１ 求められる学力と対話的な学び
　２ 協調自律的な学習の事例
　３ 協調自律的な学習の設計
　４ 協調自律学習の評価
　　 ――学習指導計画と評価計画の往還
　５ 協調的な学習を設計する教員の学び

第10章　教授・学習を成立させる教材・教具
　１ 教授・学習過程と教授メディア
　２ メディア教材の活用
　３ 教育課題に対応したメディア活用の実践

第11章　ＩＣＴを活用した授業づくり
　１ 新学習指導要領と教育の情報化
　２ ＩＣＴを活用した授業づくりの様々な試み
　３ 授業でのＩＣＴ活用の課題と展望

第12章　教育評価
　１ 教育評価の基本的な考え方
　２ 目標の明確化と評価方法の設計
　３ パフォーマンス評価の基本的な考え方と方法
　４ パフォーマンス評価が提起する教育評価の
　　 新しいパラダイム

索　引
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A5判美装/280頁　定価：2,200円（本体2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-08936-9　2023年7月刊行

汐見稔幸／奈須正裕 監修
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教育の方法と技術
江間史明／黒上晴夫／奈須正裕 編著

教職コアカリキュラムおよび学習指導要領に対応し
た教職科目テキストシリーズ第12巻。授業などの場
で子どもたちの学びをどのように支えるか，その基
盤となる資質・能力ベイスの学習理論や指導の「技」
とともに学ぶことができる。

◎ 教職課程コアカリキュラム，学習指導要領に対応した
　 教職科目シリーズ第12巻
◎ 各章冒頭に設けたWORKをとおして主体的・対話的で
　 深い学びへとつなげる

はじめに

　第Ⅰ部　教育の方法論
第１章　資質・能力を基盤とした学力論と教育の方法・技術
　１ 資質・能力を基盤とした学力論
　２ 主体的・対話的で深い学び

第２章　学習理論から見た主体的・対話的で深い学びの実現
　１ 有意味学習
　２ オーセンティックな学習
　３ 明示的な指導
　４ 資質・能力が兼ね備えるべき汎用性の正体

第３章　子どもの学びをよりよく支えるための教育評価
　１ 目指す子どもの姿に基づく評価の計画と実施
　２ 診断的評価
　３ 形成的評価

　第Ⅱ部　教育の技術
第４章　公教育を担う教師の創造性
　１ 経験単元と問題解決学習
　２ 系統学習のもとでの学習の主体化
　３ 新しい学力観の登場と資質・能力の強調

第５章　学習指導と単元の構成
　１ 学習指導と「深い学び」
　２ 単元を見通した学び

第６章　授業の構成と学習指導案
　１ 学習指導案のＡ面（単元案）に書くべき諸要素とその関係
　２ 学習指導案のＢ面（本時案）に書くべき諸要素とその関係
　３ 学習指導案による模擬授業

第７章　個に応じた指導（個別最適な学び）と環境による教育
　１ 個に応じた指導（個別最適な学び）
　２ 環境による教育
　コラム①　板　書
　コラム②　座席表

第８章　算数・数学科の実践──教えて考えさせる授業
　１ 算数・数学教育における典型的な授業展開とその問題点
　２ 「教えて考えさせる授業」とは
　３ 「多角形の内角の和」における授業例
　４ 主体的な学び，そして探究とのつながり

第９章　国語科の実践──授業のユニバーサルデザイン
　１ 授業のユニバーサルデザイン
　２ 国語授業のUD
　３ 三段構えの指導
　４ オーダーメイドの授業UD

第10章　社会科の実践──追究を拓く授業
　１ 授業の概要について
　２ 大谷君のあゆみ

第11章　理科の実践──子どもが主体的に取り組む学習
　１ 朝の会，自由研究，日記の活動を大切にする
　２ フィールドワークに向かう気持ちを育てる
　３ 理科の独自学習について
　４ 理科の主体的な相互学習を創る
　５ 学習はつねに独自学習から始める
　６ 学び続ける子ども

　第Ⅲ部　情報機器および教材の活用
第12章　教育の情報化と思考スキル
　１ 教育の情報化の意味と全体の見取り図
　２ 思考スキル

第13章　情報機器を活用した教材の作成
　１ 情報機器を活用した教材作成の基本
　２ 情報機器を活用した教材の作成
　３ 情報機器を活用した教材作成における留意点

第14章　情報活用能力を育成するための指導法
　１ 子どもが情報活用能力を理解するための指導法
　２ 教科横断的に情報活用能力を育成するための指導法
　３ プログラミング的思考を育成する指導法

第15章　善き使い手を育成するための指導法
　１ 情報社会における情報モラル教育のこれまで
　２ デジタル・シティズンシップ
　３ 課題に応じた指導法
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はじめに

　第Ⅰ部　授業をつくる
第１章　教育方法を考える
　　　　――なぜ教育方法を学ぶのか
　１ 「教える」という行為
　２ よい授業の捉え方――斎藤喜博の実践から
　３ 授業の日常性――教育方法の基礎を学ぶ意味
　４ 授業を構成する要素の考え方

第２章　教育目標の考え方
　　　　――どのように授業の目標を設定するか
　１ 授業における教育目標の重要性
　２ 資質・能力の内実をめぐる議論
　３ 教育目標の設定に関する理論的展開
　４ 教育目標の系統性

第３章　教材づくりを考える
　　　　――どのような教材をつくり，授業で使うか
　１ 教材の色々
　２ 教材未満・教材以上
　３ 教材の性格
　４ 教材づくりのために

第４章　授業の展開過程
　　　　――どのように授業を進めるか
　１ 授業の基盤としての学習規律
　２ 導入の重要性とその工夫
　３ 展開の場面における発問・机間指導の工夫
　４ 授業における板書・ノートの活用点
　５ まとめ・振り返り場面の指導
　６ 授業の絶えざる改善

第５章　学習形態の工夫
　　　　――どのような形態で授業を進めるか
　１ 一斉授業の本質
　２ 個に応じた指導
　　――子どもの多様なニーズとの関係
　３ グループ（班）学習――学習集団づくりの観点から
　４ インクルーシブな学習集団づくりにむけて

第６章　主体的・対話的で深い学びと
　　　　個別最適な学びの実践
　　　　――どのように様々な視点を授業に
　　　　　　盛り込むか
　１ 主体的・対話的で深い学びとは何か
　２ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた
　　 授業実践

A5判美装/228頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
　ISBN 978-4-623-09505-6　2023年2月刊行

ICTを活用する新しい時代の教育方法

佐藤 仁／伊藤亜希子／和田三千代 編著

従来の「教育の方法及び技術」の内容をベースに授
業づくりの基礎を説明した上で，ＩＣＴを活用した授
業実践や情報活用能力の育成を目指す授業のあり方
といった教職課程コア・カリキュラムを網羅する内
容を解説する。

　３ 個別最適な学びとは何か
　４ 個別最適な学びの実現に向けた授業実践

第７章　教育評価の考え方と方法
　　　　――どのように子どもの学びを評価するか
　１ 目標に準拠した評価
　２ 教育評価の機能
　３ 評価の目的と主体
　４ 資質・能力の３つの柱と評価の３つの観点
　５ パフォーマンス評価
　６ 多様なニーズのある子どもたちの学びの評価

第８章　学習指導案の作成
　　　　――どのような考え方で学習指導案を
　　　　　　作るのか
　１ 何のために学習指導案を作るのか
　２ 学習指導案を作成する前に
　３ 現代的課題を反映した学習指導案
　４ 学習指導案の項目と書き方の留意点
　５ 指導案作成の前の授業構想メモ

コラム１ 特別活動の教育方法
　　　　 ――デジタル・シティズンシップ教育に
　　　　 　　できるところから取り組もう

　第Ⅱ部　ＩＣＴを活用する
第９章　「ＩＣＴを活用する」ための基本的事項
　　　　――教職課程で学ぶこと
　１ ＩＣＴの活用が求められる社会の姿
　２ ＩＣＴ活用を進める教員に求められる指導力
　３ 情報活用能力の具体的内容
　４ ＩＣＴを活用した授業づくりの論点

第10章　ＩＣＴ教育推進校の取り組み
　　　　――福岡市立福岡西陵高等学校の実践事例
　１ 校長，着任２日目に「オンライン学習宣言」
　２ 時代の先を学び続けることと教職員の主体性
　３ オンライン学習の開始
　　 ――基本ルールと具体的取り組み
　４ 学校再開以降の展開――１人１台端末の導入
　５ 新しい体制の整備と新たな活動の進展

第11章　遠隔授業／オンライン授業をめぐる動向と
　　　　これからの教育
　１ 遠隔授業／オンライン授業をめぐる動向の整理
　２ 遠隔授業のメディア・システム・種類
　３ オンライン授業の概要・事例
　４ これからの遠隔授業／オンライン授業

第12章　社会科におけるＩＣＴ活用の実際
　　　　――授業実践から見えてくること
　１ 情報手段の活用における留意点
　　 ――学習指導要領より
　２ 福岡市立小・中学校におけるＩＣＴ活用の環境
　３ 中学校社会科の単元全体にみる活用の事例
　４ 中学校社会科の授業場面にみる活用の事例
　５ 中学校社会科の実践にみるＩＣＴ活用の課題と
　　 今後
　６ さらなるＩＣＴの活用を考える
 　　――小学校の事例を交えて

第13章　情報活用能力の育成に向けた実践
　　　　――総合的な学習の時間をはじめとした
　　　　　　調査研究をもとに
　１ 総合的な学習の時間の特質を生かした
　　 情報活用能力の育成
　２ 福岡県立学校「新たな学びプロジェクト」の
 　　概要
　３ 「新たな学びプロジェクト」研究実践校の取り組み
　　 ――福岡県立門司学園高等学校の事例
　４ 「福岡県学校教育ＩＣＴ活用推進方針」における
 　　情報活用能力
　５ 学校の教育活動全体を通した情報活用能力の
　　 育成
　　 ――那珂川中学校の実践

第14章　多様な子どもに対する支援の手立てと
　　　　ＩＣＴの活用
　１ 授業のユニバーサルデザイン
　２ ＪＳＬカリキュラムにおける支援の視点
　３ さまざまな学習上の困難に応じたＩＣＴの活用
　４ デジタル教科書等の可能性と課題
　５ ＩＣＴの活用で学びの可能性を拓くために

第15章　ＩＣＴを活用した教育環境整備
　１ＩＣＴ環境とは何か
　２ 全国のＩＣＴ環境整備状況
　３ 自治体の取り組み――熊本県を中心に

コラム２　コロナ禍における熊本市のＩＣＴ活用

附録・学びを深めるためのリンク集

索　　引
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◎ 学校現場での実践経験が豊富な教員が執筆に参加
◎ 事例を踏まえた内容で，教職課程の学生だけでなく現
場の教員も実践で活用できる１冊

新　刊



A5判美装/240頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09474-5　2023年5月刊行

すべての日本の教師における生徒指導の基本書とし
て作成された「生徒指導提要」が改訂された。本書は，
改訂の背景や課題対応のポイントについて，関連す
る分野で学校教育と深く関わる執筆者らが解説した
生徒指導の入門書。

◎ 生徒指導提要の改訂のポイントを明確に解説する
◎ 各項目につき専門性の高い執筆者による，詳細かつ丁寧な
　 解説を具体的な事例を交えながら行う
◎ 複雑な問題を抱える児童生徒に対応するために必要な視点
 　を提示し，新たな生徒指導のあり方を示す
◎ 児童生徒にかかわる教職員のみならず，教職養成課程のテ
　 キストとしても活用できる

生徒指導提要　改訂の解説とポイント
―― 積極的な生徒指導を目指して

中村 豊 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

序　章　生徒指導の積極的な意義
　１ 積極的な生徒指導を目指すということ
　２ 積極的に生徒指導を行っている学校に
　　 関する考察
　３ 積極的に生徒指導を行っている学校の
　　 実践事例
　４ 生徒指導における理論と実践の往還を
　　 支える基本書の意義

　第Ⅰ部　生徒指導の基本的な進め方
第１章　生徒指導の基礎
　１ 児童生徒主体の発達支持的生徒指導の
　　 充実
　２ 児童生徒理解に基づく組織的なチーム
　　 支援体制
　３ 生徒指導の基盤と取組み上の留意点

第２章　生徒指導と教育課程
　１ 児童生徒の発達を支える教育課程
　２ 教科の指導と生徒指導
　３ 総合的な学習（探究）の時間・特別活動に
　　 おける生徒指導

第３章　チーム学校による生徒指導体制
　１ チーム学校における学校組織
　２ 生徒指導体制
　３ 教育相談体制
　４ 生徒指導と教育相談が一体となった
　　 チーム支援
　５ 危機管理体制
　６ 生徒指導に関する法制度等の運用体制
　７ 学校・家庭・関係機関等との連携・協働

　第Ⅱ部　個別の課題に対する生徒指導
第４章　いじめ
　１ いじめをめぐる関連法規等の共通理解
　　 の重要性
　２ 実効的ないじめ防止のための組織の構築

　３ いじめ対応の重層的支援構造
　４ 社会に開かれたチーム学校による
　　 いじめ対策の展開

第５章　暴力行為
　１ 暴力行為に関する対応指針等
　２ 学校の組織体制と計画
　３ 暴力行為に関する生徒指導の重層的
　　 支援構造
　４ 関係機関等との連携体制

第６章　少年非行
　１ 少年非行対応の基本事項
　２ 少年非行への視点
　３ 少年非行への対応

第７章　児童虐待
　１ 学校現場で気付く児童虐待とネグレクト
　２ 組織的アセスメントに基づいたチーム
　　 支援体制
　３ 児童生徒が教職員に相談しやすい
　　学校づくり

第８章　自　殺
　１ 自殺対策基本法と自殺予防の取組みの
　　 経緯
　２ 学校内外の連携に基づく自殺予防の
　　 ための教育相談体制の構築
　３ 自殺予防に関する重層的支援構造

第９章　中途退学
　１ 中途退学の関連法規および理解
　２ 中途退学の未然防止と組織体制：
　　 常態的・先行的（プロアクティブ）
　　 生徒指導
　３ 中途退学者の指導と関係機関との連携
　　 体制：即応的・継続的（リアクティブ）
　　 生徒指導

第10章　不登校
　１ 不登校対応の変遷と不登校児童生徒の
　　 理解
　２ 不登校対応に求められる学校の組織
　　 体制と計画
　３ 不登校に関する生徒指導の重層的支援
　　 構造
　４ 不登校を視点としてこれからの学校を
　　 考えるために

第11章　インターネット・携帯電話に
　　　　関わる問題
　１ 関連法規・基本方針等
　２ インターネット問題への組織的取組み
　３ インターネットをめぐる課題に対する
　　 重層的支援構造
　４ 関係機関等との連携体制

第12章　性に関する課題
　１ 性犯罪・性暴力対策（性に関する課題 1）
　２ 「性的マイノリティ」への対応
　　 （性に関する課題 2）
　３ 教科等で機能させるプロアクティブな
　　 生徒指導
　４ 教員研修

第13章　多様な背景を持つ児童生徒への
　　　　生徒指導
　１ 発達障害に関する理解と対応
　２ 精神疾患に関する理解と対応
　３ 健康課題に関する理解と対応
　４ 支援を要する家庭状況

資料
　こども基本法
　児童の権利に関する条約

索　　引
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生徒指導・進路指導
春日井敏之／山岡雅博 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 新学習指導要領に対応
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 〈教職教育編〉は初等・中等教育までを取り上げる
◎ 多くの事例や図表を使ってわかりやすく解説
◎ 実際に生徒指導や支援に携わってきた経験ゆたかな執筆
　 陣による実践的な内容

A5判美装/242頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08194-3　2019年5月刊行

コアカリキュラムの目標に則し，実践に役立つよう
幅広い内容を取り上げる。現代を生きる児童・生徒
が抱える様々な問題への指導・支援や関わり方など
を事例や図表を交えてわかりやすく解説する。教職
を目指す学生必読の一冊。

はじめに
第１章　生徒指導，生活指導の歴史と変遷
　１ 生徒指導と生活指導
　２ ヒトの進化を促した生活
　３ 訓育・訓練としての生活指導
　４ 生活指導の誕生と展開
第２章　現代の社会・家庭と子どもの生きづらさ
　１ 現代の貧困格差と競争社会を読み解く
　２ 社会からのヒィドゥンメッセージ
　３ 児童虐待の現状
　４ 子どもたちの生きづらさと学校教育
　５ 教育という仕事の本質
第３章　子どもたちの発達課題と生徒指導
　１ 子どもの発達段階と乳幼児期の発達と集団づくり
　２ 児童期の発達と集団づくり
　３ 青年期の発達と生徒指導
第４章　子ども理解と教師の指導・支援
　１ 『生徒指導提要』における「児童生徒理解」の枠組み
　２ 子どもを生活者として捉える
　３ 指導をめぐるダブルバインド
　４ 指導とは何か，その原点に戻って再考する
第５章　チームで対応する生徒指導
　１ 「チームとしての学校」の背景と政策動向
　２ 「チームとしての学校」と生徒指導
　３ 内と外に開かれたネットワーク支援
　４ 子どももチームの担い手――担任だからできる学校教育相談
　５ チームで取り組む生徒指導のために
第６章　人格の形成と生活指導・生徒指導
　１ 子どもの生き方と生活指導
　２ 民主的人格の形成と生活指導
　３ 他者とつながり，対話と共同を通して自立にいどむ
　４ 「毅然とした指導」をめぐる問題
　５ 生活指導・生徒指導のケア的アプローチ
第７章　進路指導・キャリア教育の歴史と変遷
　１ 進路指導の歴史と変遷
　２ 日本におけるキャリア教育の展開
　３ キャリア教育における個別支援の視点
　　 ――キャリア・カウンセリング
　４ 「学習指導要領」に示されたガイダンスとカウンセリング

第８章　児童生徒の自己形成と進路指導・キャリア教育
　１ 社会における自立とは何か
　２ 自己形成のすじみち
　３ 進路指導とキャリア教育の組み立て
　４ 小中学校・高校における進路指導とキャリア教育
第９章　配慮を必要とする児童生徒に関する生徒指導①
　　　　「いじめ・暴力行為」の指導・支援
　１ 暴力とは
　２ 暴力行為
　３ 学級集団の問題
　４ 「いじめ」問題
　５ 「いじめ」，暴力問題に取り組む
第10章　配慮を必要とする児童生徒に関する生徒指導②
　　　　「不登校・ひきこもり」の指導・支援
　１ 不登校・ひきこもりの子ども・青年
　２ 不登校問題のこれまで
　３ 不登校・ひきこもり対応の現在
　４ 不登校問題と教育の課題
第11章　配慮を必要とする児童生徒に関する生徒指導③
　　　　「発達障害とその周辺の子ども」の指導・支援
　１ 特別支援教育と生徒指導
　２ 自閉症スペクトラム障害
　３ AD/HD について
　４ 発達障害の子どもへの理解と支援
　　 ――ＡＳＤの子どもの問題を中心に
第12章　配慮を必要とする児童生徒に関する生徒指導④
　　　　「グローバル化の進行と子どもたち」の指導・支援
　１ 外国人児童生徒の動向
　２ 外国人児童生徒の受け入れ
　３ 学校内の受け入れ体制づくり
　４ 初期指導から教科指導へ
第13章　配慮を必要とする児童生徒に関する生徒指導⑤
　　　　「ケータイ・スマホ・ネット問題」の指導・支援
　１ 子どもとネット問題
　２ ネットトラブル
　３ 学校におけるネット問題と取り組み
　４ 国レベルの対策
　５ 今後に向けて
索　引
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生徒指導・進路指導
安達未来／森田健宏 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 教育現場で問われている最新の「生徒指導」「進路指導」
　 の知見を解説
◎ 生徒指導・進路指導の意義から，キャリア観の育成ま
　 で多様なテーマを網羅
◎ 授業で取り組みやすい演習課題を豊富に収載 B5判美装/228頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）

ISBN 978-4-623-08179-0　2020年4月刊行

多様化，グローバル化，情報化，「道徳」の教科化など，
学校と児童生徒を取り巻く状況は大きく変化してい
る。本書では，いまこの時代における生徒指導・進
路指導の意義と，具体的な実践例を豊富な図版とイ
ラストで平易に解説する。

はじめに
第１講　現代の学校教育事情と生徒指導
　１ 「生徒指導」について
　２ 学校教育を取り巻く現状
　３ 本書で学ぶこと
　４ 本講のまとめ
　【知っておくと役立つ話】星野くんの二塁打
第２講　生徒指導の意義と原理
　１ 生徒指導の意義
　２ 生徒指導の原理
　３ 生徒指導の領域・内容
　４ 生徒指導における児童・生徒理解の重要性
　５ 生徒指導における個別指導と集団指導
　６ 学校運営と生徒指導のあり方
　７ 生徒指導の今日的課題
　【知っておくと役立つ話】生徒指導の歴史
第３講　教育課程と生徒指導
　１ 教育課程の編成と生徒指導
　２ 教科指導における生徒指導
　３ 道徳教育における生徒指導
　４ 総合的な学習の時間・総合的な探究の時間
　　 における生徒指導
　５ 特別活動における生徒指導
　【知っておくと役立つ話】部活動における生徒指導
第４講　学校における生徒指導体制の確立と評価
　１ 生徒指導体制と校務分掌
　２ 生徒指導体制に必要な考え方
　【知っておくと役立つ話】
　　個人内評価とポートフォリオ
第５講　生徒指導に関するさまざまな法や制度
　　　　と規範意識の育成
　１ 生徒指導主事と生徒指導の組織
　２ 校則とその根拠・運用・見直し
　３ 懲戒の種類・根拠と体罰の禁止
　４ 「出席停止制度」の意義と運用
　５ 「非行少年」とその分類
　６ 犯罪に関わった少年の処遇と学校
　７ 「触法少年」と「虞犯少年」
　８ 児童相談所の非行相談と学校
　９ いじめ防止対策推進法
　10 規範意識の育成と家庭・学校
　11 校内規律に関する学校の指導
　【知っておくと役立つ話】「指導される」存在から
　　「自らを指導する」存在へ──生徒指導の意義
第６講　児童・生徒の発達に応じた生徒指導の
　　　　あり方
　１ 発達の理解と生徒指導

　２ 発達に応じた変化
　３ これからの時代の性に関わる問題
　４ 発達に応じた指導のあり方
　【知っておくと役立つ話】あなたの道徳性はどの
　　段階？

第７講　個別の課題を抱える児童・生徒への対応
　１ 個別の課題への対応に関する基本姿勢
　２ 個別の課題についての予防と対応
　【知っておくと役立つ話】ポジティブな行動の介入
　　と支援（PBIS）
第８講　教育相談と生徒指導
　１ 教育相談と生徒指導との関係
　２ 教育相談の体制づくり
　３ 教育相談のすすめ方
　【知っておくと役立つ話】生徒指導を支える対照的
　　行動
第９講　学校内および家庭・地域・関係機関と
　　　　の連携
　１ 学校の組織とさまざまな教師の役割
　２ 学校の教育活動と家庭・地域・関係機関
　　 との具体的な連携活動
　３ 学校と地域との連携
　【知っておくと役立つ話】防犯・防災教育と地域と
　　の連携
第10講　キャリア教育を生かした現代の進路
　　　　指導のあり方
　１ 進路指導と生徒指導，そしてキャリア教育
　２ 学校教育への職業指導の導入と戦時下の
　　 職業指導
　３ 戦後教育改革と新制中学校での職業指導
　４ 職業指導から「進路指導」へ
　５ 進学率の上昇と「進路指導」への変更
　６ 「希望者高校全入」への熱意と高校進学率の
　　 上昇
　７ 高校への「希望者ほぼ全入」の状況と
　　 「出口指導」
　８ 高校でも出口指導
　９ キャリア教育の提言とフリーター・ニートの問題
　10 キャリア教育の本格的実施
　11 キャリア教育を生かした現代の進路指導の
　　 あり方
　【知っておくと役立つ話】学習指導要領と
　　「学校の実態」
第11講　進路指導およびキャリア教育の課程と
　　　　指導体制
　１ キャリア教育の変遷――職業指導から進路
　　 指導へ，そしてキャリア教育への転換

　２ キャリア教育の重要性
　３ 進路指導主事・スクールカウンセラー・
　　 学級担任の果たすべき役割
　４ 教育課程上のキャリア教育の位置づけ
　５ 小学校でのキャリア教育の現状と課題
　６ 中学校でのキャリア教育の現状と課題
　７ 高等学校でのキャリア教育の現状と課題
　８ 特別支援学校でのキャリア教育の現状と課題
　９ 大学入試センター試験と高校卒業程度認定
　　 試験
　【知っておくと役立つ話】・職業調べ　・最低賃金

第12講　職業理解やキャリア意識を育む
　　　　カリキュラムの構築
　１ 職業理解と自己理解
　２ キャリア意識の育成
　３ 資質・能力を育むカリキュラムの構築
　【知っておくと役立つ話】ジョハリの窓
第13講　ガイダンス機能を生かした進路指導・
　　　　キャリア教育
　１ ガイダンス機能を生かした取り組みの意義
　　 と方法
　２ キャリア発達の考え方
　３ 発達段階に応じたキャリア教育
　【知っておくと役立つ話】「トライやる・ウィーク」
第14講　個に応じたキャリア・カウンセリング
　　　　の考え方と実践
　１ キャリア・カウンセリングとは何か
　２ キャリア・カウンセリングに必要な基本的
　　 スキル
　３ キャリア・カウンセリングの実践
　４ 教育現場での応用を考える
　【知っておくと役立つ話】キャリア・カウンセラー
　　の倫理基準
第15講　これからの社会における児童・生徒の
　　　　キャリア観の育成
　１ 未来社会とキャリアプランニング
　２ グローバリゼーションとこれからのわが国
　　 の教育
　３ グローバル社会におけるキャリア観の形成
　　 と地球市民
　【知っておくと役立つ話】データで見る
　　「宇宙船地球号」
復習問題の解答／索引／参考・引用文献



A5判美装/256頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09614-5　2023年9月刊行

児童生徒の自己指導能力を育成する「生徒指導」と，
現代を生き抜く力を育成する「キャリア教育」につ
いて，その歩みや目標，問題への対応，具体的な計画・
実践方法などを分かりやすく解説。教職をめざす学
生必読の１冊。

◎ 教職志望の初学者に向け，正確さとわかりやすさを両
　 立させた教科書シリーズ（全12巻）
◎ 新学習指導要領，教職課程コアカリキュラム，2022
 　年改訂版生徒指導提要に対応
◎ 生徒指導とキャリア教育の２つをこの１冊で学べる

広岡義之／林 泰成／貝塚茂樹 監修

ミネルヴァ教職専門シリーズ 8

生徒指導論・キャリア教育論
稲垣応顕／山田智之 編著

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　生徒指導
第１章　生徒指導の意義と理念
　１ 学校教育の目的と 21 世紀型能力
　２ 生徒指導の源流
　３ 生徒指導の基本
　４ 今日的生徒指導のキーコンセプト
　　 ――個人的・社会的発達の概念
　５ 今日的生徒の心理的特徴と問題行動
　　 発生の機序
　６ おわりに
　　 ――生徒指導のイメージと教師の役割

第２章　教育課程と生徒指導
　１ 教育課程と生徒指導
　２ 教科教育と生徒指導
　３ 道徳教育と生徒指導
　４ 特別活動と生徒指導
　５ 総合的な学習の時間と生徒指導
　６ 生徒指導で大切にすべきもの

第３章　生徒指導の方法１
　　　　――集団課題への予防と対応
　１ 新型コロナウイルス禍と社会化の育成・
　　 集団指導
　２ 生徒指導における集団指導・活動の意義
　３ 集団指導における生徒指導の実際
　　 ――学級活動を例に
　４ 集団指導に生かす集団心理教育
　５ 集団活動における生徒指導の展望と
　　 今後の課題

第４章　生徒指導の方法２
　　　　――個別課題への予防と対応
　１ 児童生徒理解と個別指導
　２ 不登校問題の理解と対応
　３ いじめ問題の理解と対応
　４ 自殺予防

第５章　生徒指導に関わる法律・制度・行政
　１ 現行の法制度等における生徒指導の
　　 位置づけ
　２ 中学校学習指導要領における生徒指導
　　 の位置づけ
　３ 地方教育行政が行う教職員研修
　４ 生徒指導に関わる校内体制の機能
　５ 新時代に向けた生徒指導のあり方

第６章　生徒指導における連携体制と方法
　１ 児童生徒の問題行動と俯瞰的な視点
　　 から見る生徒指導体制
　２ 生徒指導と学校経営
　３ 新しい生徒指導体制と方法の構築

　第Ⅱ部　キャリア教育
第７章　キャリア教育の意義と課題
　１ キャリア教育の概念と意義
　２ キャリア教育が求められるように
　　 なった背景
　３ キャリア教育で育成すべきもの
　４ キャリア教育と学習指導要領

第８章　キャリア教育の歴史
　１ 学習指導要領改訂の背景
　２ 職業指導の展開
　３ 進路指導の展開
　４ 学校教育への「キャリア教育」の導入
　５ 本来的なキャリア教育への回帰と発展

第９章　キャリア教育の基礎理論
　１ スーパーの職業的発達理論
　２ シャインのキャリア・ダイナミクス
　３ キャリア構築理論
　　 （構成主義的アプローチ）

第10章　世界におけるキャリア教育の展開
　１ 国際比較の意義と枠組み
　２ アメリカのキャリア教育
　３ イギリスのキャリア教育

　４ フランスのキャリア教育
　５ 韓国のキャリア教育
　６ 国際的視野で見る日本のキャリア教育

第11章　学校現場におけるキャリア教育の
　　　　取り組みの実際
　１ 基礎的・汎用的能力を身につけさせる
　　 ために
　２ キャリア教育の視点での教育活動の
　　 整理
　３ 育成すべき能力を明確にするために
　４ 教育活動の充実につながるキャリア
　　 教育
　５ 職場体験の効果と前後の取り組み
　６ 教科からアプローチするキャリア教育
　　 の効果
　７ 小学校・中学校・高等学校のキャリア
　　 教育

第12章　キャリア教育における評価と活用
　１ キャリア教育における評価の基本的
　　 視点
　２ 見取り――児童生徒の評価
　３ 点検――教師や学校の評価

付　　録
　教育基本法（抄）
　学校教育法（抄）
　いじめ防止対策推進法（抄）
　小学校学習指導要領（平成29年告示）（抜粋）
　中学校学習指導要領（平成29年告示）（抜粋）
　高等学校学習指導要領（平成30年告示）
　　（抜粋）
　生徒指導提要（改訂版）（抜粋）

索　　引
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吉田武男 監修
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キャリア教育
藤田晃之 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 新学習指導要領および最新の教育法規を踏まえて解説
◎ 教職課程コアカリキュラムの「進路指導及びキャリア
　 教育の理論及び方法」に準拠
◎ 教職を目指す学生および現職の教師に必携のテキス
　 ト B5判美装/208頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）

ISBN 978-4-623-08435-7　2018年11月刊行

本書では新学習指導要領を踏まえて，キャリア教育
と進路指導との関係など基礎概念を整理する。その
上で，小・中学校・高等学校等の実践の在り方を具
体的に示しながら，児童生徒一人一人のキャリア発
達を促す活動を解説した最新のテキスト。

監修者のことば
はじめに

第１章　キャリア教育とは何か
　　　　――その意義と必要性
　１ キャリア教育が目指すもの
　２ キャリア教育と進路指導
　３ キャリア教育の必要性①
　　 ――キャリア発達を視点として
　４ キャリア教育の必要性②
　　 ――社会的な変容を視点として
　５ キャリア教育の必要性③
　　 ――教育基本法等の法改正を視点として

第２章　キャリア教育前史①
　　　　――職業指導から進路指導への展開
　１ 第二次世界大戦敗戦以前の職業指導
　２ 第二次世界大戦後の職業指導
　３ 職業指導から進路指導への展開
　４ 日本におけるキャリア教育の起源から学ぶ

第３章　キャリア教育前史②
　　　　――受験競争の激化への対応
　１ 高度経済成長期における進学率の上昇と
　　 高等学校進学者の「適格者主義」
　２ 受験競争の激化と「業者テスト」問題
　３ 受験競争の弊害と不十分な政府対応
　４ 「業者テスト追放」とその後
　５ 大学進学率の上昇と「受験体制」

第４章　キャリア教育の提唱と草創期の
　　　　推進施策の特質
　１ キャリア教育の提唱
　２ 草創期のキャリア教育が目指したもの
　３ 若年者雇用対策とキャリア教育
　４ 草創期のキャリア教育の特質と課題

第５章　キャリア教育推進施策の変容と
　　　　さらなる展開
　１ 2011年中央教育審議会答申による
　　 キャリア教育の変容
　２ 学習指導要領［平成20年・21年改訂］に
　 　おけるキャリア教育の位置づけ
　３ 第２期教育振興基本計画における
　　 キャリア教育の方向性

　４ 新学習指導要領におけるキャリア教育の
　　 新たな展開

第６章　キャリア教育実践を支える基礎理論
　１ キャリア教育の基礎理論
　２ 内容重視の理論⑴――パーソンズの理論
　３ 内容重視の理論⑵――ホランドの理論
　４ 過程重視の理論⑴――スーパーの理論
　５ 過程重視の理論⑵――サビカスの理論
　６ 実践に向けて

第７章　PDCAサイクルに基づく
　　　　キャリア教育実践の在り方
　１ PDCAサイクルとは何か
　２ キャリア教育実践においてPDCA
　　 サイクルはなぜ必要なのか
　３ PDCAサイクルに基づくキャリア教育
　　 実践とはどのようなものか
　４ PDCAサイクルに基づくキャリア教育
　　 実践のポイントとは何か
　５ 2020年からのキャリア教育のなかに
　　 PDCAサイクルはどのように位置づいて
　　 いるか
　６ 今後の学びに向けて

第８章　小学校におけるキャリア教育実践の
　　　　在り方
　１ 小学校におけるキャリア教育
　２ キャリア教育実践上の組織と計画
　　 ――カリキュラム・マネジメントの
　　　　 視点から
　３ 小学校におけるキャリア教育の
　　 好実践事例

第９章　中学校におけるキャリア教育実践の
　　　　在り方
　１ 中学校におけるキャリア教育の意義
　２ キャリア教育計画
　３ 中学生の発達段階とキャリア教育
　４ カリキュラム・マネジメントとキャリア
　　 教育
　５ コミュニティ・スクールとキャリア教育
　６ 中学校におけるキャリア・カウンセリング
　７ 実践事例

第10章　高等学校におけるキャリア教育
　　　　実践の在り方
　１ 高等学校におけるキャリア教育の意義と
　　 現状
　２ 高等学校段階における生徒のキャリア
　　 発達
　３ カリキュラム・マネジメントの観点から
　　 みた高等学校のキャリア教育
　４ 高等学校におけるキャリア教育実践の
　　 事例
　５ 高等学校におけるキャリア教育の展望

第11章　一人一人のキャリア発達を支援する
　　　　キャリア教育実践の在り方
　１ キャリア教育におけるキャリア発達の視点
　２ キャリア教育におけるキャリア・
　　 カウンセリング
　３ キャリア発達を促す適切な
　　 コミュニケーション
　４ キャリア教育におけるキャリア・
　　 カウンセリングの活用

第12章　キャリア教育のさらなる充実に
　　　　向けた諸課題と今後の展望
　１ 「学びに向かう力」をめぐる課題
　２ OECDによる「Education 2030」が示す
　　 課題
　３ 今後の実践の在り方
　４ 今後の展望

付　録
（教育基本法［抄］／学校教育法［抄］／学
校教育法施行規則［抄］／第１期教育振興基
本計画［抄］／第 2 期教育振興基本計画［抄］
／第 3 期教育振興基本計画［抄］／小学校学
習指導要領［抄］／中学校学習指導要領［抄］
／高等学校学習指導要領［抄］／中央教育審
議会「今後の学校におけるキャリア教育・職
業教育の在り方について（答申）」［抄］／「キャ
リア・パスポート」の様式例と指導上の留意
事項［抄］）

索　引
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大学生のためのキャリアデザイン
はじめての課題解決型プロジェクト

松田剛典／佐伯 勇／木村亮介 編著
ここが

ポイント
!!

◎ ＰＢＬ（プロジェクト型学習）の理論と流れを同時に学ぶ
　 ことができる
◎ 実行する際のポイントや進め方を具体的に解説している
◎ ワークを通してジェネリック・スキルの成長につなげる
◎ 大阪労働協会の協力による事例の収載など，資料も充実 B5判美装/144頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）

ISBN 978-4-623-08488-3　2019年4月刊行

初めて課題解決型のプロジェクト（ＰＢＬ）に取り組
む学生と教員のための教科書。前半が理論編，後半
がワークブックの全14章構成で授業にも活用しやす
い。ワークを通して具体的にプロジェクトを進める
上での流れについて，学ぶことができる。

はじめに
　第１部　ＰＢＬ理論編
第１章　キャリア教育とＰＢＬ
　１ キャリア教育
　２ アクティブ・ラーニング
　３ ２つのＰＢＬ
　４ ＰＢＬで身につく基礎的・汎用的能力
第２章　社会で必要な能力とＰＢＬで伸びる力
　１ 社会の変化
　２ 必要な能力
　３ 知識活用
　４ 主体的な学習姿勢
　５ 汎用的能力（ジェネリック・スキル）
第３章　ＰＢＬとは何か
　１ ＰＢＬの概念と成り立ち
　２ ＰＢＬの類型
　第２部　ＰＢＬ実践編
第４章　課題解決の流れとは？
　１ 課題解決するとは？
　２ ＰＢＬに参加する目標を設定しよう
第５章　課題の整理
　１ 自分たちの課題を確認する
　２ 課題を整理する
第６章　情報収集
　１ 何を調べるかを整理する
　２ 情報収集の方法① 既存の調査データを活用する
　３ 情報収集の方法② 自分たちで調査する
　４ 情報収集の方法③ 依頼元にヒアリングする
第７章　課題の分析
　１ 集めた情報を整理する
　２ 課題を分析する

第８章　課題の解決策を考える
　１ 解決策を考えるポイント
　２ 魅力的なアイデアにするために
　３ アイデアを絞り込む
第９章　行動計画の立案と実践
　１ 解決策を具体化する
　２ 実践には大きく３段階ある
第10章　プレゼンテーションの準備
　１ プレゼンテーションのための準備
　２ シナリオを作成する
　３ 資料作成
　４ ミニテクニック
　５ 話し方
第11章　リハーサル
　１ リハーサルと振り返りの３つのポイント
　２ 個人とチームの取り組み
第12章　振り返り
　１ スタート時の自分と比べてみる
　２ 未来に向けて計画する
番外編１　チームづくり
　１ チームづくりの意義
　２ チームづくりの方法（グループワーク）
番外編２　依頼元を訪問する際のマナー
　１ 基本は気持ちのスイッチから
　２ 名刺の受け取り方
　３ 電話のかけ方
　４ メールやお礼状について
巻末資料
　①ワークの記入例
　②プレゼン資料の例
　③取り組み事例集
参考文献／さくいん
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大学生のためのキャリアデザイン
自分を知る・社会を知る・未来を考える

川﨑友嗣 編著
安川直志／安川志津香／堀田三和 著

ここが

ポイント
!!

◎ 自分がこの社会でどう生きていきたいのかに気づき
　 将来を設計するための方法をわかりやすく解説
◎ 多くのワークを通じて職業と社会を知り，自分を見
　 つめ直し，将来の可能性を探求することができる
◎ キャリアデザインの授業を担当する講師・教員に
　 とって土台となる内容を網羅 B5判美装/144頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）

ISBN 978-4-623-08487-6　2019年9月刊行

キャリア教育やキャリア支援がさまざまな形で実施
されているなか，まだ自分の将来が見えない大学生
が，将来どう生きていきたいのかに気づき実現に向
けてどう歩み出すのかを考えるきっかけとなる１
冊。

はじめに

　第１部　社会で働くとは
第１章　働くことを知る
　１ 就業状態
　２ 従業上の地位
　３ 雇用形態
　４ まとめ

第２章　産業と職業
　１ 産業と職業を理解する
　２ 産業分類と職業分類
　３ 産業と職業の関係
　４ まとめ

第３章　職業世界を眺める
　１ ２つの職業理解
　２ 職業世界の「のぞき窓」
　３ 職業との関わりを考える
　４ まとめ

第４章　産業とは何か
　１ 産業とは何かを理解する
　２ 産業の宿命
　３ 「業」の見方・とらえ方
　４ まとめ

第５章　私にとっての「働く・就職する」
　　　　とはについて考える
　１ 「働く・就職する」を考える意味
　２ 「働く」とは何か
　３ 「就職する」とは何か
　４ まとめ

社会で働くために〈第１部のまとめ〉

　第２部　自分を知るとは
第６章　なぜ，自分を知るのか 
　１ 職業人人生をエンジョイするために
　２ 職業を選択するために
　３ 成長や変化を意識しよう
　４ まとめ

第７章　時間をとおして自分を知る
　１ 自分史をつくろう 
　２ 自分史から理解できる私
　３ まとめ

第８章　環境をとおして自分を知る 
　１ 環境とは何か
　２ 環境と内的キャリア
　３ 環境と社会性
　４ まとめ

第９章　職業との関わりから
　　　　自分を知る
　１ 職業と関わるとは
　２ 職業と内的キャリア
　３ インターンシップ
　４ まとめ

第10章　「私」というキャラクター
　１ 理解した「私」を整理する
　２ 「私」というキャラクターを知る
　３ まとめ

自分理解を深めるために
　〈第２部のまとめ〉

　第３部　将来を考えるとは
第11章　なぜ，将来を考えるのか 
　１ 人生とは何か  ：  時間

　２ 人生とは何か  ：  環境
　３ まとめ

第12章　私のワークとライフを考える
　１ ワークとライフを考える 
　２ 私という人間像
　３ 将来への希望

第13章　自分の将来を描く 
　１ どのような人生にしたいのか
　２ どのようなワークとライフに
　　 したいのか
　３ 私の将来の人物像について
　４ 人生の時間を考える
　５ キャリアデザインを整理する
　６ まとめ

第14章　キャリアプランをつくる
　１ 「自分のキャリア」って，
　　 どんなイメージ 
　２ キャリアプランの立て方

第15章　キャンパスライフから始める
　１ 大学生になって変化したこと
　２ 目的や目標をもつこと
　３ 学びを生かすこと

将来展望をもつために
　〈第３部のまとめ〉

キャリア教育概説
　──何のためのキャリア教育か

引用・参考文献
索　引



B5判美装/128頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09345-8　2022年4月刊行

大学生のための「キャリア開発の教科書」

宗方比佐子／鶴田美保子 著

人生100年時代を変化の多い社会環境の中で，どのよ
うに生きていくか――。大学卒業後の人生を豊かで
実りの多いものにするために，仕事や生き方について
考えたい大学生のためのキャリア開発の教科書。

はじめに

序　章　キャリアとは何か
　１ キャリアとは
　２ ライフキャリアの虹
　３ 人生と仕事
　　【WORK-1】
　　ライフキャリアの虹の予想図
　　【THEORY-1】
　　ライフキャリアレインボー
　　（ドナルド・スーパー）

　第Ⅰ部　大学１年生から考える
　　　　　キャリア開発
第１章　大学時代がキャリア開発の鍵を
　　　　にぎる
　１ キャリア開発のステップ
　２ キャリア開発成功の鍵
　　【WORK-2】大学に進学した理由
　　【WORK-3】大学で身につけたい能力
　　【WORK-4】夢や目標の実現のために
　　【WORK-5】新たにすべきこと
　３ キャリア開発の必要性
　　【THEORY-2】
　　計画された偶然理論
　　（ジョン・クランボルツ）

第２章　自分を知る
　１ キャリアアセスメント
　　【WORK-6】CDS-1：職業レディネス
　　【WORK-7】CDS-2：職業能力感
　　【WORK-8】CDS-3：ワークスタイル
　　【WORK-9】CDS-4：職業能力開発興味
　　【THEORY-3】
　　6 角形モデル RIASEC
　　（ジョン・ホランド）
　２ 人生100年時代の社会人基礎力
　　【WORK-10】社会人基礎力の自己点検
　　【THEORY-4】
　　キャリア自己効力感
　　（アルバート・バンデューラ）

第３章　働く環境を知る
　1 業種
　【WORK-11】商品が届くまで
　２ 企業形態
　３ 職種
　４ ダイバーシティ推進
　　【WORK-12】興味のある職業
　　【THEORY-5】
　　ステレオタイプ脅威
　　（クロード・スティール）

第４章　人生をデザインする
　１ ロングライフ
　２ ライフテーマ
　３ ライフプランニング
　　【WORK-13】
　　ライフテーマを見つけるために
　　【THEORY-6】
　　ナラティブアプローチ
　　（マーク・サビカス）
　　【WORK-14】人生のピース
　　【THEORY-7】
　　統合的ライフプランニング
　　（サニー・ハンセン）

第５章　キャリアビジョンを具体化する
　１ マイキャリアビジョンとは
　２ マイキャリアビジョンの
　　 プレゼンテーション
　３ 目標の実現に向けて

　第Ⅱ部　キャリアを拓く
　　　　　マナー＆コミュニケーション
第６章　社会で役立つマナーを身につける
　１ マナー
　２ 印象管理
　３ スマートな身のこなし

第７章　コミュニケーションで人間関係を
　　　　築く
　１ コミュニケーション
　　【WORK-15】「聴き方」による変化

　２ 言葉遣い
　　【WORK-16】望ましい言葉遣い
　３ コミュニケーション・ツール
　　【WORK-17】お礼状

第８章　効果的にプレゼンテーションをする
　１ グループディスカッション
　　【WORK-18】グループディスカッション
　２ プレゼンテーション

　第Ⅲ部　社会に出てから役立つ
　　　　　キャリア理論
第９章　組織の一員として活躍する
　１ キャリア心理学の知識を活用する
　２ 入社する
　３ 一人前になる
　４ 他部署へ異動する
　５ 部署をまとめるリーダーになる
　　【WORK-19】リーダースタイル診断

第10章　変化する社会で幸せに生きる
　１ キャリアの花を咲かせる
　２ ポジティブに将来設計をする
　　 「積極的不確実性理論」
　３ 自律的にキャリア形成をする
　　 「プロティアン・キャリア」
　４ キャリアチェンジに役立てる
　　 「型破りなキャリアチェンジ術」
　５ 幸福感を向上させる「12の行動習慣」
　　【WORK-20】
　　 Three Good Things エクササイズ
　６ しなやかに立ち直る
 　　「キャリアレジリエンス」

図版出典一覧
参考文献
索　引
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◎ 書き込みが出来るワークブック形式で，主体的に学ぶ
　 ことができる
◎ キャリア心理学の理論について，分かりやすく解説
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B5判美装/予240頁　予価：2,640円（本体予価2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09611-4　2024年1月刊行予定

学校における諸問題と対応の仕方をケースごとに解
説する。旧版の簡潔でわかりやすい講義形式はその
ままに，各種データを更新し，諸制度の改変や 12
年ぶりに改訂された「生徒指導提要」に対応した。
教職をめざす初学者に最適の教科書。

◎ 生徒指導提要改訂を踏まえた内容
◎ 教育現場の事例による「ディスカッション課題」で
　 アクティブラーニング形式の学習が行える
◎ 先生の発言や板書を書き込める「ノートテイキング
　 ページ」で理解を深める

森田健宏／田爪宏二  監修
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教育相談［第２版］
森田健宏／吉田佐治子 編著

ここが

ポイント
!!

本チラシの情報は2023年9月時点のものです

第１講　教育相談とは
　１ 教育相談の必要性と意義
　２ 教育相談に携わるさまざまな立場と
　　 役割
　３ 教育相談の段階的な取り組み
　４ 教育相談が必要な機会と手段
　５ 教育相談における課題解決にあたって
　　 の留意点

第２講　カウンセリングの理論
　１ カウンセリングとは，どのようなものか？
　２ カウンセリングに関する各種理論
　３ 教師がカウンセリングに携わるには

第３講　カウンセリングの技法
　１ 教育相談の実践とカウンセリング技法
　２ 非言語的コミュニケーション技法
　３ 質問の技法
　４ 反映技法
　５ その他のカウンセリング技法

第４講　学校における諸課題とその対応①
　　　　いじめ
　１ いじめの現状
　２ いじめの集団要因
　３ いじめ加害者の理解と対応
　４ いじめ被害者の理解と予防教育

第５講　学校における諸課題とその対応②
　　　　不登校
　１ 不登校の現状
　２ 不登校に関する生徒指導の重層的支援
　３ 不登校の支援

第６講　学校における諸課題とその対応③
　　　　虐待，自殺，いのちの教育への対応
　１ 児童虐待とその対応

　２ 子どもの自殺とその対応
　３ いのちの教育

第７講　学校における諸課題とその対応④
　　　　少年非行への対応
　１ 少年法の改正と生徒指導観の変化
　２ 少年非行はなぜ起きるのか
　３ 少年法と少年事件の手続き
　４ 子どもの人権の視点から見た少年非行
　５ 学校における非行対応の留意点

第８講　学校における諸課題とその対応⑤
　　　　発達障害への対応
　１ 学習面や行動面の困難さと発達障害
　２ 発達障害に関する理解
　３ さまざまな発達障害の特徴
　４ 発達障害のある子どもへの対応
　５ 学校における組織的な対応

第９講　学校における諸課題とその対応⑥
　　　　心の病への対応
　１ 児童期に生じやすい心の病
　２ 青年期に生じやすい心の病
　３ ストレスの理解
　４ 児童期～青年期に多くみられる
　　 心の病気

第10講　校内連携・専門機関や地域との連携
　１ 「チーム学校」と連携について
　２ コンサルテーション
　３ 専門機関や家庭・地域との連携
　４ 情報共有と個人情報保護
　５ 教師個人が行うよりよい連携づくり
　６ システム理論からみる機関連携

第11講　教育相談におけるアセスメント①
　　　　行動観察法・面接法
　１ アセスメントとは
　２ 行動観察法
　３ 面接法
　４ 方法論としての面接法
　５ 行動観察や面接で子どもの何を
　　 見取るのか

第12講　教育相談におけるアセスメント②
　　　　心理検査法の理解
　１ 心理検査とはどのようなものか
　２ 心理検査の種類
　３ 心理検査を実施する前に行っておく
　　 べきこと
　４ 環境の調整
　５ 検査結果のフィードバックと活用の
　　 留意点

第13講　家庭の理解と保護者への支援
　１ 子どもと家庭
　２ 保護者への対応

第14講　キャリア教育と進路相談
　１ キャリア教育
　２ キャリアパスポート
　３ 進路相談

第15講　講義のまとめ
　　　　――これからの教育相談
　１ さらなる課題
　２ 教師のメンタルヘルス
　３ 教育相談が目指すもの
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教育相談
高柳真人／前田基成／服部 環／吉田武男 編著

本書では課題を有する子どもの適応支援という側面
と，すべての子どもの成長・発達につながる個性化，
社会化という開発的側面を取り上げる。教育相談を
学ぶうえで，大切な考え方や進め方に関する理解を
深めるための最新テキスト。

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　教育相談の基礎
第１章　教育相談の理解
　１ 教育相談とは
　２ 教育相談の種類
　３ 教育相談の担い手
　４ 教育相談を支える心理学
　５ 教育相談の意義
　コラム① 「嫌われる勇気」と教育相談

第２章　教育相談の基礎理論
　１ 教育相談に生かせる臨床心理学の理論
　２ 精神分析理論
　３ 行動療法・認知行動療法の理論
　４ 人間性中心療法・人間性心理学
　コラム② 隣の芝生

第３章　教育相談の方法
　１ 傾聴技法
　２ 面接のモデルと技法の学び方
　３ 具体的場面の相談
　コラム③ 映画を見て感じたこと，
　　　　　 気づいたこと

　第Ⅱ部　子どもや子ども世界の理解
第４章　子どもの発達段階とその課題
　１ 子どもの発達をめぐる考え方
　２ 乳幼児期の発達と課題
　３ 児童期の発達と課題
　４ 青年期の発達と課題
　コラム④ 遊びと発達

第５章　子ども理解の意義と方法
　１ 子ども理解とは
　２ 子ども理解の方法
　３ 子ども理解力を高める
　コラム⑤ 「となりのトトロ」のメイとさつき

第６章　アセスメントの実際
　１ 心理検査の種類

　２ 心理検査の標準化
　３ 検査結果の表示方法
　４ 知能の構造――知能観の変遷
　５ 知能検査の実際
　　 ――日本版WISC-IVと日本版KABC-II
　コラム⑥ Big Five尺度を体験する

　第Ⅲ部　子どもの抱える困難さへの対応
第７章　反社会的行動の理解と対応
　１ 反社会的行動とは
　２ 反社会的行動の背景
　３ 各反社会的行動の理解と対応
　４ 反社会的行動を未然に防ぐためには
　コラム⑦ ヤンキー文化の魅力

第８章　非社会的行動の理解と対応
　１ 非社会的行動の理解
　２ 非社会的行動の問題性
　３ 非社会的行動への対応
　４ 非社会的行動の周辺
　コラム⑧ 非社会性の内側

第９章　特別な支援を必要とする子どもの
　　　　理解と対応
　１ 特別な支援を必要とする子どもとは
　　 どんな子どもたちか
　２ 発達障害のある子どもの特徴
　３ 特別な支援を必要とする子どもの理解
　　 の方法
　４ 特別な支援を必要とする子どもへの支援
　５ 特別な支援を必要とする子どもの
　　 保護者への対応
　コラム⑨ 「障害」をめぐる用語の動向

第10章　教育相談に生かせる
　　　　カウンセリングの理論
　１ 行動療法とは
　２ 学習理論
　３ 行動療法の実際
　４ 論理療法の実際
　コラム⑩ 心の「問題」よりも精神的に
　　　　　 支える

　第Ⅳ部　教育相談の展開
第11章　チームで行う教育相談
　１ 「チームで行う教育相談」を学ぶ前に
　２ チームで行う教育相談の進め方
　３ チームで行う教育相談の課題
　コラム⑪ 困難を抱える教師を支えるもの

第12章　育てる教育相談
　１ 育てる教育相談――意義と必要性
　２ 育てる技法――スクール（学校）・
　　 コーチングとヘルピング
　３ 構成的グループエンカウンター
　　 ――授業の活用
　４ 心理教育の活用
　　 ――授業・カウンセリング
　５ 心理的アセスメントの活用
　　 ――個別・集団
　６ 育てる教育相談
　　 ――展開上の留意点と意義
　コラム⑫ 心理教育的なたよりの発行例

第13章　教師の成長と教育相談
　１ 教師の成長
　２ 教師のストレス
　３ カウンセリングマインド
　４ 教師の成長と教育相談
　コラム⑬ 教師の一言

第14章　学校教育と教育相談
　１ 教育相談にかかわる臨床心理学への
　　 批判的言説
　２ 日本の学校教育の諸相
　３ 日本の学校教育における教育相談
　コラム⑭ 思考停止を予防する雑考の
　　　　　 すすめ

巻末資料
索　引
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◎ 最新の教職課程コアカリキュラム「教育相談（カウン
 　セリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び
 　方法」に準拠
◎ 教職を目指す学生および現職の教師に必携のテキス
 　ト
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原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修
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教育相談
春日井敏之／渡邉照美 編著

コアカリキュラムの目標に則り幅広く解説する。教
育相談はどのような困難や課題に対応しようとする
のか。具体例をもとに指導の礎となる考え方や専門
知識が身につくようにわかりやすく解説した。教職
を目指す学生必読の一冊。

はじめに

第１章　教育相談の歴史と変遷
　１ 教育相談への歴史的視点
　２ 教育相談とカウンセリングの誕生
　３ 戦前・戦中の日本における職業指導としての「教育相談」
　４ 戦後日本の教育相談とその展開

第２章　子どもの生きづらさと教育相談
　１ 教育相談が対応する児童生徒の困難や課題
　２ 子どもの生きづらさ
　３ 成長にともなう生きづらさ
　４ 生きづらさに関わりのある指標
　５ 不登校への対応にみる生きづらさ

第３章　教育相談とカウンセリング
　１ 教師に求められる臨床的視点とは
　２ ｢聴く」ということ，「待つ」ということ
　３ スクールカウンセラー――導入から現在まで
　４ ＳＣとスクールソーシャルワーカー

第４章　教育相談と生徒指導
　１ ｢生徒指導」とは
　２ ｢問題行動」とは何か
　３ 積極的生徒指導としての教育相談
　４ 指導と受容の融合
　５ チーム支援体制の確立

第５章　教育相談とチーム支援
　１ 教育相談から考えるチーム支援のあり方
　２ 事例でみるチーム支援の働き
　３ 教育相談による児童生徒最優先のチーム支援

第６章　教育相談とピア・サポートの可能性
　１ 教育相談におけるピア・サポートの可能性
　２ ピア・サポートの歴史と動向
　３ 学校におけるピア・サポート
　４ ピア・サポートプログラムの構造
　５ ２次支援・３次支援の必要な児童生徒にとってのピア・サポート

第７章　教育相談における認知行動療法の可能性
　１ 人間の４つの機能
　２ 認知機能からのアプローチ

第８章　教育相談と学級づくり
　１ 学校教育の目標と教育相談
　２ 学級づくりの目的と教育相談

　３ 生徒指導と教育相談
　４ 子どもへの関わりの基盤としてのアセスメント
　５ いまの時代に求められること
　６ 学級の様態とリーダーシップ
　７ 学級づくりを導く理論
　８ 発達の包括的支援

第９章　教育相談と問題行動への指導・支援
　１ 子どもの問題行動とは何か
　２ 問題行動と教育相談
　３ いじめ・暴力と教育相談
　４ 共存的他者としての教師像

第10章　教育相談とインクルーシブ教育
　１ 特別な支援を必要とする子ども
　２ 特別支援教育
　３ 発達障害
　４ インクルーシブ教育
　５ インクルーシブ教育と連携

第11章　なぜ保護者との向き合い方に悩むのか，どう自信をつけていくか
　１ 連絡帳事件
　２ 好きでなった教師だけど……悩む
　３ ヘリコプター・ペアレント
　４ ｢指摘・お尋ね」「要望」「苦情」そして「イチャモン（無理難題要求）」
　５ 教師は理屈，保護者は思い――怒りのこぶしの源には？
　６ 注意！ 対応が難しいケースもある
　７ 保護者は怖い !?――向き合うことでつながれる部分がある
　８ ｢40分の１」と「１分の１」の違い
　９ 教師になることを目指したこころざしを胸に
　10 対話をしよう

第12章　教育相談の担い手である教師が子どもを支える仕組み
　１ チーム学校時代の教師の役割
　２ チームによる子どもの援助
　３ 教師の連携を疎外するもの――なぜ連携がうまくいかないのか
　４ チームで子どもを支えるためには

第13章　教育相談とリスクマネジメント
　１ 学校教育におけるリスクマネジメント
　２ 学校教育における教育相談と政策動向
　３ 子どもとの出会いと学級担任――学校教育相談の構造に触れて
　４ 具体的な問題事象・状況へのリスクマネジメントと教育相談

索　引

ここが
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!!

◎ 新学習指導要領に対応した最新の内容
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 〈教職教育編〉は初等・中等教育までを取り上げる
◎ 多くの事例や図表を使ってわかりやすく解説
◎ 実際に教育相談に携わってきた経験ゆたかな執筆陣に
　 よる実践的な内容
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子どもの社会性と心理・社会的適応を理解するため
の基礎的知識および，発達の道筋の特徴について学
ぶ。さらに学習指導，測定と評価等，具体例を示し
ながら，教師として必要な最新の動向・知見をわか
りやすく解説する。

吉田武男 監修
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教育心理学
濱口佳和 編著

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　教育心理学の基礎知識
第１章　教育心理学とは何か
　１ 心理学とは何か
　２ 現代心理学の歴史
　３ 現代の教育心理学の展開
　４ 教育心理学の方法

第２章　発達とは何か
　１ 発達という概念 
　２ 発達の規定要因①――遺伝的要因
　３ 発達の規定要因②
　　 ――環境的要因とその働き
　４ 遺伝・環境論争
　５ 行動遺伝学の知見

　第Ⅱ部　発達の道筋への理解
第３章　胎生期から乳児期の発達
　１ 胎生期の発達
　２ 乳児期の身体・運動能力の発達
　３ 乳児期の感覚能力の発達
　４ 乳児期の言語の発達 

第４章　幼児期の発達
　１ 運動の発達 
　２ 感情の発達 
　３ 認知と言語の発達 
　４ アタッチメントの発達
　５ 社会性の発達 

第５章　児童期の発達
　１ 身体・運動能力の発達
　２ 認知の発達
　３ 社会性の発達
　４ 仲間関係と社会的行動の発達
　５ 自己概念の発達

第６章　青年期の発達
　１ 身体の発達
　２ 認知能力の発達
　３ アイデンティティ・自己意識の発達
　４ 人間関係の発達

　第Ⅲ部　学習指導の理論と方法
第７章　学習のメカニズム
　１ 行動主義と学習
　２ 古典的（レスポンデント）条件づけ
　３ オペラント（道具的）条件づけ
　４ 学習の認知説

第８章　記憶と問題解決
　１ 学習を支える記憶
　２ 記憶の方略
　３ 一般的問題解決
　４ 数学的問題解決

第９章　動機づけと学習意欲
　１ 動機づけと欲求
　２ 学習意欲（学習動機づけ）
　３ 自律的動機づけ
　４ 達成場面における“目標”とは
　５ 原因帰属
　６ 知能観と学習意欲
　　 ――子どもを無気力にしないために

第10章　教授法と教育評価
　１ 教授法①
　　 ――個の学習に焦点を当てた理論・
　　　　 技法
　２ 教授法②
　　 ――集団における学習過程に焦点を
　　　　  当てた技法
　３ 教授の効果に影響を与える要因
　４ 教育評価

第11章　知能と創造性
　１ 知能とは何か
　２ 知能の測定
　３ 知能と学力
　４ 創造性とは何か

第12章　学級集団 
　１ 学級とは何か
　２ 教師と子どもの関係
　３ 学級運営と学級のアセスメント
　４ 学級運営と活動

第13章　パーソナリティと性格検査
　１ パーソナリティとは何か
　２ パーソナリティの諸理論
　３ パーソナリティの測定

　第Ⅳ部　支援のための教育心理学
第14章　問題行動と心理的支援
　１ 問題行動とは何か
　２ さまざまな問題行動
　３ 問題行動の理解と対応
　　 ――心理的アプローチ
　４ 問題を「予防する」という視点

第15章　神経発達障害と特別支援教育
　１ 神経発達障害とは何か
　２ 知的能力障害
　　 （知的発達症／知的発達障害） 
　３ 自閉スペクトラム症／
　　 自閉症スペクトラム障害
　４ 注意欠如・多動症／
　　 注意欠如・多動性障害
　５ 限局性学習症／限局性学習障害
　６ 教育的ニーズに合った特別支援教育 

索　引

ここが

ポイント
!!

◎ 教職科目「幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の
　 過程」に対応
◎ 図表を豊富に掲載
◎ 最新の動向・知見を踏まえたスタンダードなテキスト
◎ 教職志望の学生，心理学を専攻する学生，学校現場の教
　 員に必携の書
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コアカリキュラムに則り，授業を実施できるよう 11
章に分けて解説。今日の教育現場における児童理解・
学習支援の実践のための基礎から専門的な知識まで
様々な観点で詳説する，教職をめざす学生から研究
者まで必読の一冊。

原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座　教職教育編 4　　　

教育心理学
神藤貴昭／橋本憲尚 編著

はじめに

第１章　発達の捉え方
　１ 発達とは
　２ 知的発達
　３ 社会性の発達

第２章　パーソナリティの形成
　１ パーソナリティとは何か
　２ 類型論
　３ 特性論
　４ 精神分析論からみるパーソナリティ
　５ パーソナリティの測定

第３章　実践活動における学習
　１ 経験から学ぶということ
　２ 野外活動における学び
　３ 芸道における学び

第４章　知性の捉え方と学力観
　１ 教育改革と新しい学力観
　２ 知能研究の流れ
　３ 新しい知性の捉え方

第５章　学習の基礎としての情報処理
　１ 処理される情報の型
　２ 情報処理の方略
　３ 処理された情報の貯蔵庫
　４ 効果的な学習のための情報処理の工夫

第６章　教科学習における理解と指導
　１ 教科学習の認知基盤
　２ 読みの指導
　３ 算数・数学の指導
　４ 科学的概念の獲得と指導

第７章　動機づけ
　１ 内発的動機づけと外発的動機づけ
　２ 認知と動機づけ
　３ 環境と動機づけ
　４ 動機づけを高める教育実践

第８章　自己調整学習
　１ 自己調整学習とは何か
　２ 自己調整学習を支える心理的要素
　３ 自己調整学習者を育成する授業
　４ 他者との関わりで育つ自己調整学習の力

第９章　教育評価の意義と方法
　１ 教育評価の意義と働き
　２ 客観テストと集団準拠評価
　３ 目標準拠評価
　４ パフォーマンスに基づく評価

第10章　仲間関係・学級集団
　１ 仲間関係の様相と発達
　２ 学校，地域，インターネットにおける仲間関係
　３ 代表的な学級集団の理解法
　４ 仲間関係の諸問題
　５ よりよい仲間関係を育てる教育

第11章　教師と児童生徒のコミュニケーション
　１ 児童生徒のコミュニケーション能力
　２ 学校における対人関係
　３ 教師が学級に及ぼす影響力
　４ 教師のコミュニケーション能力と学級運営
　５ 児童生徒のコミュニケーション能力を育てる環境

人名索引
事項索引

ここが

ポイント
!!

◎ 新学習指導要領に対応した最新の内容
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 〈教職教育編〉は小学校・中学校の教員をめざす学生
　 のための入門テキスト
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森田健宏／田爪宏二 監修

よくわかる！ 教職エクササイズ 2

教育心理学
田爪宏二 編著

「主体的，対話的により深く」学べる教職課程シリー
ズ第２巻。ディスカッション課題やワーク，ノート
ページを豊富に設けた演習形式で，教育心理学の基
礎理論から教育実践への応用までをやさしく解説。
教員採用試験対策にも対応したテキスト。

はじめに

第１講　教育心理学とは
　１ 教育心理学とは
　２ 教育心理学の研究方法
　３ 心理テストから考える教師像
　４ 本講のまとめ
　【知っておくと役立つ話】 心理テストを信じる？
　　　──性格と心理テスト

第２講　心身の発達①
　　　　発達の基礎的な理論と乳幼児期の発達
　１ 発達の基礎理論
　２ 小学校入学までの乳幼児期の発達
　３ それぞれの歴史をもった子どもといかに
　　 向き合うか
　【知っておくと役立つ話】 実行機能ってなんだろう？

第３講　心身の発達②児童期
　１ 児童期とは
　２ 児童期における思考，情動の発達
　３ 児童期における対人関係
　４ 児童期の課題
　【知っておくと役立つ話】 メンタライゼーション
　　　「自己や他者を適切に理解する」って
　　　どういうこと？？

第４講　心身の発達③青年期以降
　１ 青年期における身体発達
　２ 青年期における対人関係の発達
　３ 青年期の発達主題：
　　 アイデンティティの統合
　４ 成人期以降の発達
　【知っておくと役立つ話】 「青年期」の誕生

第５講　学びのメカニズム①学習と知識獲得
　１ 学習とは？
　２ 学習理論の系譜
　３ 学習による知識の獲得
　【知っておくと役立つ話】 応用行動分析学（ABA）

第６講　学びのメカニズム②
　　　　認知的情報処理と記憶
　１ 認知的情報処理
　２ 記憶のメカニズム
　３ 認知的情報処理，記憶の理論と教育
　【知っておくと役立つ話】 潜在記憶とプライミング効果

第７講　学びのメカニズム③
　　　　動機づけと学習
　１ 動機づけ研究の概要と理論
　２ 期待×価値理論
　３ 達成目標理論
　４ 自己決定理論
　５ 自己調整学習と動機づけ
　６ 学習の水準とエンゲージメント
　【知っておくと役立つ話】 学習意欲を高める
　　　動機づけ調整方略

第８講　教育心理学と教育実践①
　　　　認知発達と学習支援
　１ 認知心理学とは何か
　２ 認知心理学に基づく学習
　３ 授業づくりへの視点
　【知っておくと役立つ話】  脳トレプログラムは
　　　効果があるか？

第９講　教育心理学と教育実践②
　　　　学級集団と学習支援
　１ 学級集団とは
　２ 学級集団における教師の影響
　３ 児童・生徒同士の対人関係
　４ 学級集団と学習の形態
　５ 集団で学ぶ意味
　【知っておくと役立つ話】 権威への服従

第10講　教育心理学と教育実践③
　　　　個性や個人差と学習支援
　１ 個性，個人差とは
　２ 性格の個性と個人差
　３ 認知の個性と個人差
　４ 個性や個人差を生かした学習支援
　【知っておくと役立つ話】 教師の「思考スタイル」

第11講　教育心理学と教育実践④教育評価
　１ 教育評価
　２ 教育評価の方法
　３ 知能の評価
　４ 教育評価における注意点
　【知っておくと役立つ話】 偏差値について

第12講　特別な支援と教育心理学①
　　　　障害の基本的理解と学校教育における
　　　　配慮
　１ 文部科学省の調査統計
　２ 知的障害

　３ 注意欠如・多動性障害（ADHD）
　４ 自閉症スペクトラム障害（ASD）
　５ 学習障害（LD）
　６ 保護者と協働
　【知っておくと役立つ話】 ペアレント・トレーニング
　　　とペアレント・プログラム

第13講　特別な支援と教育心理学②
　　　　困難さを抱える子どもへの教育的支援
　１ 対人関係の支援
　２ 動機づけの支援
　３ 注意の問題への支援
　４ ワーキングメモリの個人差と支援
　５ 認知処理の個人差と支援
　６ 移行期の支援
　７ 個別の指導計画
　【知っておくと役立つ話】 発達障害と不登校

第14講　子どもの情緒・適応の理解と
　　　　心理的支援
　１ 児童期～青年期の社会性の発達や適応の
　　 特徴における課題
　２ 児童・生徒を取り巻くさまざまな社会的
　　 問題
　３ 児童・生徒の間で生じている問題
　４ 児童・生徒の社会性の発達と適応に
　　 関する基礎理論
　【知っておくと役立つ話】 「チームとしての学校」で
　　　支える学校教育とは？
　　　――それぞれの立場で子ども理解を
　　　　　 深め，チームで問題解決を目指す

第15講　学校教育を取り巻く諸問題と
　　　　教育心理学
　１ 学びをめぐる現代的課題
　２ 発達をめぐる現代的課題
　３ 学校教育をめぐる心理臨床的課題
　４ 教師をめぐる現代的課題
　５ 本講のさいごに
　【知っておくと役立つ話】 ソーシャル・キャピタル
　　　とセルフ・コンパッション

復習問題の解答
索　引

ここが

ポイント
!!

◎ 簡潔でやさしくわかりやすい講義形式の教職教材
◎ 豊富な図解資料と簡潔な解説
◎ アクティブラーニングを意識した「演習コーナー」
◎ 復習と発展学習で理解を深める構成
◎ 教員採用試験を視野に入れた「理解度チェック問題集」
◎ 「語句説明」，「重要語句」，「人名解説」など豊富に掲載
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる教育心理学［第２版］

中澤 潤 編著

子どもの学びと適応について理解し，子どもを支え
るために必要な知識をわかりやすく解説。教師とし
て専門性を発揮し成長していくための，教育心理学
の基礎を学べる。大幅な加筆修正と新項目も加えた
最新版。

◎ 重要なトピックについて，見開き２ページでわかりやす
　 く解説
◎ 全体を通して教育心理学の主要な知見と考え方が理解
　 できる
◎ 学習指導要領の改訂等に合わせ，加筆・修正を行い，新項
　 目も加えた

B5判美装/232頁　定価：2,860円（本体2,600円+税）
ISBN 978-4-623-09378-6　2022年3月刊行

第２版の刊行にあたって
はじめに

Ⅰ　教育心理学の考え方
　１ 教育心理学：学びと適応を支える
　２ レディネスをふまえる：
　　 成熟論的アプローチ
　３ 経験がもたらす可能性：
　　 行動主義的アプローチ
　４ 認知的葛藤が認識を高める：
　　 構成主義的アプローチ
　５ 知識獲得としての学習：
　　 認知心理学的アプローチ
　６ 発達の最近接領域：
　　 社会文化的アプローチ
　７ 場と結びついた学び：
　　 状況論的アプローチ
　８ 身体と物理的環境の相互作用を
　　 通した学び：生態学的アプローチ

Ⅱ　学びの場とその移行
　１ 学びの連続性：スムーズな移行と接続
　２ 生活の中での学び：家庭での学び
　３ 遊びを通した学び：
　　 幼稚園・保育園・認定こども園での学び
　４ 学びの基本：小学校での学び
　５ 学びの深化：中学校での学び
　６ 進路の選択と自己発見：高校での学び
　７ 学校外での学び：習い事や塾
　８ 主体的な学び：大学での学び
　９ 学校教育の多様な形態：時空の広がり
　10 働くことの学び：仕事の中での学び
　11 学ぶ楽しみ：生涯学習の学び

Ⅲ　学びの理解①学びの意欲
　１ 動機づけ：
　　 どうやってやる気をだせばよいか？
　２ 内発的動機づけ：
　　 興味や楽しさからひきだすやる気
　３ 原因帰属：なぜやる気がでないか？
　４ 学習された無力感：
　　 自分でできるという気持ちの大切さ
　５ 自己効力感：実際にできるのと，
　　 やればできるというのは違う？
　６ 学習目標：やる気を支える目標

Ⅳ　学びの理解②学びのしくみ
　１ 記憶のメカニズム：
　　 どのように覚えるのか？

　２ 知識：物事の知識とやり方の知識
　３ 作業記憶：問題解決の場
　４ メタ認知：自分は分かっているのか？
　５ 実行機能：目標に向かって努力する
　　 ことを支える基盤
　６ 問題解決のモデル：
　　 どのように問題を解くのか？
　７ 領域固有性：学びは一般化できるか？
　８ 熟達化：より速く，よりうまく
　９ ９歳の壁：具体から抽象へ
　10 学習スキル：学びの基礎技法
　11 自己調整学習：自律的な学び
　12 分散認知：学びの共同化

Ⅴ　学びの理解③学びの諸相
　１ リテラシー：文字の獲得
　２ 文章読解：読みと理解
　３ 文章産出：
　　 どのようにして文を書くのか？
　４ 計数：数量の認識と数えること
　５ 初期算数：指を使ったら計算できる？
　６ バグ分析：
　　 考えの間違いを明らかにする
　７ 既有知識と理解：知識に縛られる

Ⅵ　学びの支援①学びの開発と体系化
　１ 授業過程：
　　 授業でどう学んでいるのか？
　２ 授業づくり：何をどう教えるか？
　３ カリキュラム：学びを体系化する
　４ カリキュラムの開発と評価：
　　 教育課程をつくる

Ⅶ　学びの支援②主体的な学びの授業
　１ 発見学習：
　　 自分で答えや解決法を見つける
　２ 有意味受容学習：
　　 既有知識に組み込む
　３ 仮説実験授業：
　　 科学研究のシミュレーション
　４ 協同学習：助け合いで学ぶ
　５ プロジェクト学習：
　　 自分たちの課題を追究する
　６ オープン・エデュケーション：
　　 壁のない教育？

Ⅷ　学びの支援③個に応じた学びの援助
　１ プログラム学習：
　　 個に応じたステップ学習

　２ 完全習得学習：みんなが分かる
　３ 習熟度別学習と小集団学習：
　　 学びへの工夫
　４ ティーム・ティーチング：補い合う指導
　５ 適性処遇交互作用：
　　 個人の特性に応じた教え方
　６ 知能検査：知的な個人差をとらえる
　７ 多重知能理論と情動的知性：
　　 多様な知能を生かす
　８ 非認知能力：
　　 乳幼児期の教育の重要性
 　9 創造性：発想と工夫を育てる

Ⅸ　適応の理解と支援①
　　自立と社会性の学び
　１ 虐待：基本的信頼関係をつくる
　２ 虐待を防ぐ：
　　 親へのサポートと早期発見
　３ 幼児・児童の仲間関係：
　　 友達のできる子，できない子
　４ 生徒の仲間関係：
　　 親からの自立と友達
　５ 性意識と性の受容：男の子・女の子
　６ 部活動：先輩と後輩
　７ 行動の善し悪しと思いやり：
　　 道徳性と向社会的行動
　８ 自我同一性の確立：自分を見つける
　９ キャリア教育：将来を見つける
　10 学級集団とその構造：
　　 集団としての子ども
　11 学級風土：どんなクラス？
　12 教師と子どもの人間関係：
　　 期待に応える子どもたち
　13 学校行事：個人，そして，みんなで
　　 頑張ることによる集団の成長・発達
　14 休日の子ども：
　　 休みをどう過ごしている？
　15 ＳＮＳと子ども：依存と予防

Ⅹ　適応の理解と支援②子どもを支える
　１ いじめ：シグナルに気づく
　２ 不登校：学校がつらい
　３ 摂食障害：やせたい……
　４ 非行：居所のなさ
　５ 学習障害：読めない，計算ができない
　６ 注意欠陥多動性障害：
　　 落ち着きのない子

　７ 自閉スペクトラム症：
　　 コンタクトがとれない
　８ 精神疾患：心の「病」を理解する
　９ 格差と貧困／ヤングケアラー：
　　 社会から子どもを孤立させないために
　10 生徒指導と教育相談：
　　 集団と個人へのかかわり
　11 アセスメントと援助チーム：
　　 援助の手立て
　12 スクールカウンセラー：
　　 悩みを受け止め支える
　13 特別支援教育：教育的支援を必要　
　 　する子どもの成長・発達を援助する
　14 特別支援教育コーディネーター：
　　 関係者をつなぎ，子どもを援助する
　15 インクルージョン：ともに生きる

Ⅺ　適応の理解と支援③
　　学びと適応の評価
　１ 観察：子どもの日常の評価手段
　２ 評価：うまく教えられたか，きちん
　　 と学べたか
　３ テスト：理解をはかるむずかしさ
　４ 学力：身についた力
　５ 関心・意欲の評価：
　　 やる気を測れるか？
　６ ポートフォリオとドキュメンテーション：
　　 成果の累積

ⅩⅡ　教師の成長
　１ 教師の役割：多様な仕事をこなす
　２ 反省的実践家としての教師：
　　 教師という職業
　３ 正統的周辺参加：
　　 エキスパート教師になる
　４ 実践研究：実践を省察する
　５ アクションリサーチ：
　　 働きかけと反応のサイクル
　６ 教師のビリーフ：
　　 教育って？　子どもって？
　７ 教師の認知的枠組み：
　　 子どもを見る視点の多様性
　８ 教師の人間関係：
　　 支え，支えられる中で
　９ 教師の精神衛生：燃え尽きないように
　10 感情労働：
　　 教師の仕事の特殊性を考える

さくいん
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絶対役立つ教育心理学［第２版］
―― 実践の理論，理論を実践

藤田哲也 編著

教育心理学の基本的な理論や知見を現場の実践でど
のように活用できるのかを，徹底的にわかりやすく
解説するテキスト。「教職課程コアカリキュラム」
に対応して，「学級集団づくり」「学習評価」「運動
発達」等についての内容を加えた最新版。

第０章　教育心理学について学ぶ意味
　　　　──本書が意図すること

　１ この本でみなさんに伝えたいこと
　２ 子どもは「伸びる」と信じる：
　　 ピグマリオン効果
　３ 子どもの個人差と向かい合う：
　　 適性処遇交互作用

第１章　学習のメカニズム
　　　　──条件づけとその応用

　１ 心理学における「学習」とは
　２ 「叱る」ことと「誉める」こと
　３ 子どもは教師を観察している

第２章　動機づけの基礎
　　　　──やる気を心理学的に捉える

　１ 動機づけの成り立ち
　２ 学習を妨げる動機づけ

第３章　動機づけの応用
　　　　──やる気を引き出し，持続させるには

　１ 多様な学習者の多様な動機づけを見取る
　２ 適切な学習計画を立てるために
　３ 評価と動機づけ

第４章　記憶の分類
　　　　──人間の記憶の多様性を考える

　１ 人間の記憶はどのように分類されているか
　２ 作動記憶における情報の「保持」と「処理」
　３ 手続記憶の獲得は学習者自身の実演で

第５章　記憶の理論を活かす
　　　　──効果的な「覚え方＝思い出し方」

　１ 「文脈」を利用する
　２ 情報を豊富にし，関連付ける
　３ どの記憶を使うかで，教え方を工夫する

第６章　学習方略
　　　　──子どもの自律的な学習を目指して

　１ 学習方略のタイプ
　２ 学習方略の使用を支える要因
　３ 学習方略の熟達

第７章　メタ認知と学習観
　　　　──学習を振り返り，コントロールする意義

　１ メタ認知と学習
　２ 学習観

第８章　発達の理論──発達を見つめる枠組み

　１ 教育心理学における発達
　２ ピアジェの認知発達の理論

第９章　乳・幼児期の発達──心の芽生え

　１ 育児の生物学的基盤と乳・幼児期の経験
　２ ことばの発達
　３ 領域固有な知能の発達と統合
　４ 教師や親にとって発達について
　　 知ることの意義

第10章　社会性・道徳性の発達
　　　　──社会への適応

　１ 仲間関係を通じて養われる社会性
　２ 道徳性の発達
　３ 学級集団における行動や
　　 発生しやすい問題

第11章　学級集団づくり
　　　　── 一人ひとりの変化成長のために

　１ 教育目標と望ましい学級集団
　２ 望ましい学級集団づくりの考え方と方法
　３ 学級集団づくりの実践例

第12章　読解力の発達と教育
　　　　──ことばを使いこなすために

　１ 人間はどのように文章を読解しているのか：
 　　読解プロセスとその発達
　２ 読解プロセスのモニタリングとコントロール
　３ 物知りの強み
　４ ことばを育む教育

第13章　青年期の発達──自己の形成

　１ 青年期に訪れるさまざまな変化
　２ アイデンティティの形成
　３ アイデンティティをめぐる問題
　４ キャリア形成との関連：まとめにかえて

第14章　「障害」の理解
　　　　──障害をもった人たちと，どう向き合うか

　１ 「障害」を理解する
　２ 障害をもつ子どもの教育を考える
　３ 教育現場で子どもたちを理解する

第15章　学習評価
　　　　──誰が何のために評価するのか

　１ さまざまな「評価」の役割と意義
　２ 誰が評価をおこなうか
　３ 自己評価をもっと活用しよう

初版あとがき／第２版あとがき
さくいん

〔コラム目次〕
　ほめられるとやる気をなくす？
　教師の責任
　テストの形式によって学習方略が変わる
　ピアジェの偉大さ
　発達の最近接領域という考え方
　運動発達
　書く力を育てる

ここが
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◎ 「理論をどのように実践に活かせるのか」がわかる
◎ 各章が１回の授業で扱うのにちょうどよい内容・ペー
 　ジ数
◎ 「教職課程コアカリキュラム」に対応して内容を加筆
◎ 新しい章やコラムを設けて質量ともにパワーアップし
 　た
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はじめて学ぶ学生にむけて，これまで経験してきた
場面と結びついた身近なテーマを提示。学生自身の
発達や学習の経験を振り返りながら心理学の専門知
識を理解でき，主体的な学びにつなげるように構成
した教育心理学の入門書。

◎ 各章冒頭の，先輩・後輩の「ダイアローグ」から身近なテー
　 マを考える
◎ 平易な記述と図版などで内容をよりわかりやすく解説
◎ 「考えてみよう！」を配置し，各章テーマの理解を深める
◎ 脚注に，用語の補足説明や文献紹介を掲載
◎ 各章の「コラム」や「○○を広く学びたい～」でさらに関
 　心のあるテーマの学びを発展させる

杉村伸一郎 監修

あなたの経験とつながる教育心理学
三宅英典 編著

ここが

ポイント
!!

まえがき

第１章　心理学を学べば心が読めるように
　　　　なる？──心理学とは
　１ 心理学ってどんな学問なの？
　　 ──教育心理学とは
　２ 発達ってなんだろう？──発達とは
　３ 教育心理学ってどうやって調べているの？
　　 ──教育心理学の研究方法
　COLUMN 1 心理学はもともと哲学だった !?

第２章　生まれと育ち，どちらが大事なの？
　　　　──発達の基礎
　１ 生まれもった才能ってあるの？
　　 ──遺伝か環境か
　２ 遺伝か環境かの議論を超えて
　　 ──遺伝と環境の相互作用
　３ 身体・運動も心の発達と関連しているの？
　　 ──身体性
　COLUMN 2 生涯発達心理学という考え方

第３章　頭の中で想像し，考えられるのは
　　　　どうして？──イメージの発達
　１ 頭の中のイメージって？
　　 ──イメージの心理学
　２ どのようにしてイメージが生まれるのか？
　　 ──ピアジェ理論
　３ イメージを獲得した後はどのように発達
　　 するのか？──イメージと自己中心性
　４ どのようにしてイメージを自在に操るのか？
　　 ──イメージの操作
　COLUMN 3 子どもはテレビの映像をどう
　　 理解しているのか !?

第４章　いつから言葉を話せるようになった？
　　　　──言語発達
　１ なぜ「りんご」と聞いたらリンゴのこと
　　 だと理解できるの？
　　 ──「言葉がわかる」とは
　２ 話せるようになるには，どんな発達が必要？
　　 ──音を作ったり聞き分けたり
　３ 話せなくても「伝えたい！」……でも
　　 どうやって？──意図を分かち合う
　４ 幼児は中学校の英単語よりもはるかに
　　 多い語彙を身につける──語彙の発達
　５ 児童期以降の言葉の発達
　　 ──話す言葉から書く言葉へ
　COLUMN 4 テレビやビデオで言葉は育つ？

第５章　「気づいたら知っている」のは
　　　　どうして？──概念・素朴概念・
　　　　インフォーマルな学習
　１ 私たちは，なぜ初めてみた犬でも「犬」だ
　　 とわかるの？──概念・知識
　２ いつの間にか身についている知識
　　 ──素朴概念
　３ お風呂で100まで数えることができた？
　　 ──インフォーマルな学習
　４ 小学生になるまでにどんなことを
　　 身につけているの？
　　 ──乳幼児期の学びと認知発達
　COLUMN 5 お手伝いは良いことづくし！

第６章　「人の気持ちがわかる」って
　　　　何だろう？
　　　　──社会性の発達 
　１ 人の「心」はいつからわかるのか？
　　 ──心の理論
　２ 嘘をつくって難しい？──嘘の発達
　３ 善悪をどうやって判断するのか？
　　 ──道徳性の発達
　４ 「思いやり」って何だろう？
　　 ──向社会的行動と共感
　COLUMN 6 「共感」は取扱注意？

第７章　「私って何なんだろう」
　　　　そんな悩みはありませんか？
　　　　──パーソナリティの発達
　１ いつから自分のことがわかる？
　　 ──自己理解の発達
　２ 「どうしてこんなにしんどいの？」　　 
　　 ……その悩み，実は周囲も同じかも
　　 ──青年期のアイデンティティ
　３ 今の「わたし」はどんな状態？
　　 ──アイデンティティ・ステイタス
　４ 過去の「わたし」は何に直面してきた？
　　 そしてこれから先はどうなるの？
　　 ──エリクソンの発達課題
　COLUMN 7 アイデンティティを発達
　　 させる手助け？

第８章　学習＝勉強だと思っていませんか？
　　　　──学習理論
　１ 「学習＝勉強」ではありません！
　　 ──心理学における「学習」の意味
　２ 「パブロフの犬」は心理学？
　　 ──学習の基本的仕組み

　３ 見て学ぶ，周りから学ぶ──社会的学習
　４ 自ら学ぶ──自己調整学習
　COLUMN 8 学習理論を支援に活かす
　　 ──行動分析学のアプローチ

第９章　「やる気」って何だろう？
　　　　本当に必要なの？
　　　　──動機づけと学習行動
　１ やる気って何だろう？──動機づけとは
　２ 動機づけの量の差は行動の違いに
　　 つながる？
　　 ──動機づけは学習行動に影響するか
　３ 動機づけの質の違いは行動の違いに
　　 つながる？
　　 ──自律性や目標の異なる動機づけ
　COLUMN ９ 原因の考え方がやる気を
　　 変える？

第10章　テストだ！　ピンチだ！　覚えなきゃ！
　　　　──記憶のメカニズム
　１ 「覚えること」＝暗記なの？──記憶とは
　２ 授業の最初と最後の話は覚えている！
　　 ──記憶の二重貯蔵モデル
　３ 覚える時のコツ──記憶方略
　４ 頭の中だけで考えるって難しい！
　　 ──ワーキングメモリ
　COLUMN10 「もうすぐテストだ！」
　　 ──どのように勉強しますか？

第11章　「どうしよう……？」と困ったとき
　　　　の私たち
　　　　──問題解決と専門家としての成長
　１ 問題に直面したときの私たち
　　 ──問題解決
　２ 解決までの思考のあり方をとらえる
　　 ──問題解決のプロセス
　３ 問題解決から専門家としての成長へ
　　 ──熟達化
　COLUMN11 あなたは失敗を成功のもと
　　 にできますか？

第12章　学校にはどんな集団があった
　　　　だろう？
　　　　──友人関係や学級内の集団関係
　　　　　　がもたらすもの
　１ 友だちの多い人の特徴って？
　　 ──友情とパーソナリティ

　２ グループにはどんな特徴があるの？
　　 ──集団の構成原理と友人グループ
　３ 学級の雰囲気は大切なの？
　　 ──学級風土と学級の目標構造の効果
　４ 誰かと一緒だとがんばれる？
　　 ──他人との共同の効果
　COLUMN12 学級の人数は少ない方が
　　 いいの？

第13章　よい授業ができる先生になるために 
　　　　──学習指導と教員の資質
　１ よい授業，よい実践って何だろう？
　　 ──指導の基礎となる考え方
　２ 目的をもって授業実践を展開しよう
　　 ──さまざまな授業の形態
　３ よい教員にはどうやったらなれるの？
　　 ──教員のタイプと教員の資質
　COLUMN13 子どもたちと先生の仲の
　　 良さには要注意！
　　 ──学級崩壊につながりやすい教員　
　　　　 のタイプ

第14章　みんな気になる⁉　学校の成績
　　　　──教育評価
　１ 学校の成績は何のためにあるの？
　　 ──教育評価とは
　２ 評価はどうやって決まるの？
　　 ──教育評価の手段：
　　 　　評価方法の基礎知識
　３ テストだけじゃない！　新しい評価の方法
　　 ──教育評価の手段：真正の評価
　　 　　（オーセンティック評価）
　COLUMN14 あなたはどうやって評価する？

第15章　学校に馴染めない……　そんな時
　　　　に起こること──学校適応
　１ 学校に馴染めない・行けない子どもとは
　　 ──適応と不適応
　２ 自分が落ち着きやすい場所って？
　　 ──心の居場所
　３ 誰を頼ったらいいの？──教育相談
　COLUMN15 ギフテッドと呼ばれる子どもたち
　　 （発達障害）
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MINERVAはじめて学ぶ教職 14　　　　　　

特別活動
吉田武男／京免徹雄 編著
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!!

◎ 教職課程コアカリキュラムのなかの「道徳，総合的
　 な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等 
　 に関する科目」に対応
◎ 教員養成におけるスタンダードなテキスト
◎ 教師を志す人，現職の教師に最適な一冊 B5判美装/242頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）

ISBN 978-4-623-08780-8　2020年11月刊行

特別活動とは何か。教職課程の必修科目であるにも
かかわらず，十分理解されていないのが現状である。
本書は基礎的な知識をわかりやすく解説するととも
に，理論に基づいた具体的な実践を紹介した最新の
テキスト。

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　特別活動の理念と歴史
第１章　特別活動の基礎基本
　１ 特別活動とは何か
　２ 日本の学校教育のなかの特別活動の
　 　位置
　３ 特別活動の意義

第２章　特別活動の歴史的変遷
　１ 課外活動としての特別活動
　２ 自由研究から特別教育活動へ
　３ 特別教育活動から特別活動へ
　４ 平成期の特別活動

　第Ⅱ部　特別活動の基礎理論
第３章　特別活動と生徒指導
　１ 学校の教育課程と生徒指導
　２ 特別活動と生徒指導の関係
　３ 特別活動から学校の教育活動全体へ
　４ 特別活動の充実に向けて

第４章　特別活動と教科教育
　１ 学習指導要領にみる特別活動と
　　 各教科との関連の必要性
　２ 視点①――子ども一人ひとりの
　　 資質・能力の育成
　３ 視点②――主体的で協働的な
　　 集団づくり
　４ 特別活動と各教科を関連させた
　　 実践のポイント
　５ 往還的な関連とカリキュラム・
　　 マネジメント

第５章　特別活動と道徳教育
　１ 学校における道徳教育
　２ 特別活動の目標と道徳教育
　３ 特別活動の内容と道徳教育
　４ 特別活動と道徳教育の有機的な関連

第６章　特別活動と総合的な学習の時間
　１ 総合的な学習の成立とその特質
　２ 特別活動と総合的な学習の共通点と
　　 相違点
　３ 特別活動と総合的な学習の関連

第７章　特別活動とキャリア教育
　１ 特別活動とキャリア教育の関連
　２ 特別活動を通したキャリア発達の
　　 促進
　３ キャリア教育の要としての学級・
　　 ホームルーム活動
　４ 「キャリア・パスポート」を活用した
　　 主体的な学びの実現

第８章　特別活動の目標と内容
　１ 引き継がれてきた特別活動の特質
　２ 新学習指導要領が目指す特別活動
　３ 特別活動の内容

　第Ⅲ部　特別活動の実際
第９章　学級活動・ホームルーム活動の
　　　　理論と実践
　１ 学級活動の理論化
　２ 学級活動の実践化

第10章　児童会活動・生徒会活動の
　　　　理論と実践
　１ 児童会活動・生徒会活動の理論化
　２ 児童会活動・生徒会活動の実践化

第11章　クラブ活動・部活動の理論と実践
　１ クラブ活動の理論化
　２ クラブ活動の実践化
　３ 部活動の理論化
　４ 部活動の実践化

第12章　学校行事の理論と実践
　１ 学校行事の理論化
　２ 学校行事の実践化

　第Ⅳ部　よりよい特別活動と
　　　　　教師を目指して
第13章　特別活動の評価
　１ 評価とは何をすることか
　　 （評価の概念）
　２ 何のために評価するのか
　　 （評価の目的）
　３ 誰が何をどのように評価するのか
　　 （評価の主体・内容・方法）
　４ どのように評価計画をつくるのか
　　 （評価計画の作成）
　５ 教師に求められる評価者としての
　　 自覚とは（評価者としての教師）

第14章　地域に開かれた特別活動
　１ 学校週５日制と特別活動
　２ 「社会に開かれた教育課程」と
　　 特別活動
　３ 特別活動と地域との新たなかかわり
　　 ――コミュニティ・スクールの実践から

第15章　特別活動を担う教師の資質・能力
　１ 新学習指導要領において求められて
　　 いる特別活動の内容
　２ 新学習指導要領に示される特別活動
　　 の目標と学習内容
　３ 「キャリア意識の形成」に資する
　　 特別活動の取り組み
　４ 集団指導と個別指導についての
　　 教師の考え方
　５ 教員養成課程の段階において特別
　　 活動の指導のために何を学ぶべきか

小学校学習指導要領　特別活動／中学校学
習指導要領　特別活動
索　引
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動

原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座　教職教育編 9　　　

特別活動
中村 豊／原 清治 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 新学習指導要領に対応
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 小学校・中学校・高等学校すべての指導案を収録
◎ 巻末に小学校・中学校学習指導要領を掲載
◎ 学校がよりよい集団となるように特別活動の果た
　 す役割を解説

A5判美装/208頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08192-9　2018年3月刊行

新学習指導要領に対応した教職をめざす学生のため
の入門書。小学校から高等学校までの「特別活動」
の実践を学び，児童生徒の発達段階をふまえ資質・
能力を理解した必要な指導を学べるテキスト。

はじめに

第１章　特別活動の理論
　１ 特別活動とは何か
　２ 特別活動の変遷
　３ 特別活動の指導原理

第２章　特別活動が育む資質・能力
　１ 教育の目的・目標と学習指導要領の目標
　２ 特別活動で育つ資質・能力に関する考察
　３ 人間形成と特別活動ならびに積極的な生徒指導

第３章　特別活動の評価と方法
　１ 学校における評価とは
　２ 評価のための規準づくり
　３ 多様な評価方法

第４章　児童生徒による自主的，実践的な活動
　１ 小学校における児童会活動
　２ 中学校における生徒会活動
　３ 小中学校連携の取組み（いじめゼロサミット）
　４ 高等学校の生徒会活動実践事例

第５章　特色ある学校行事の実践
　１ よりよい学校生活を築くために
　２ 文化的行事
　３ 健康安全・体育的行事
　４ 勤労生産・奉仕的行事
　５ その他の学校行事

第６章　特別活動と道徳教育ならびに総合的な学習の時間
　１ カリキュラム・マネジメントの充実と教科等横断的な
　　 視点
　２ 特別活動と総合的な学習の時間との関連
　３ ｢道徳科」を要の時間とした道徳教育との関連
　４ 社会性や人間性を育む特別活動

第７章　生徒指導のガイダンス機能を生かした学級活動
　１ 自己理解・他者理解を深めるための取組みの必要性
　２ 問題行動等を未然に防止するための取組み
　３ 人間関係づくりに役立つアサーション・トレーニング

第８章　小学校における指導の実際
　１ 特別活動年間指導計画の作成
　２ 学級活動の進め方
　３ 学級活動の指導の実際

第９章　中学校における指導の実際
　１ 特別活動年間指導計画の作成
　２ 学級活動の指導の実際について

第10章　高等学校における指導の実際
　１ 年間指導計画と指導のポイントとは
　２ ホームルーム運営の基礎基本
　３ 学校行事とホームルームでの指導

第11章　キャリア教育と進路指導
　１ キャリア教育が推進される背景とキャリア教育で
　　 育てる力
　２ 小学校段階におけるキャリア教育
　３ 中学校段階におけるキャリア教育
　４ 高等学校段階におけるキャリア教育と進路指導

第12章　特別な支援や配慮を要する児童生徒
　１ 特別支援教育とインクルーシブ
　２ 一人ひとりの児童生徒の人権を尊重することの大切さ
　３ 問題行動等生徒指導上の諸課題を抱える児童生徒

資料　小学校学習指導要領　第６章　特別活動
　　　中学校学習指導要領　第５章　特別活動

索　引
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汐見稔幸／奈須正裕 監修

アクティベート教育学 11　

特別活動の理論と実践
上岡 学／林 尚示 編著

ここが

ポイント
!!

◎ コアカリキュラム，新学習指導要領に対応した教職科
　 目のシリーズ
◎ 各章冒頭に設けたワークを通して主体的，対話的，深
　 い学びへと繫げる

A5判美装/256頁　定価：2,200円（本体2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-08538-5　2020年11月刊行

教職課程コアカリキュラムおよび学習指導要領に対
応した新しい教職科目テキストシリーズの第 11 巻。
特別活動の意義や目標・内容，そしてその指導の在
り方などについてわかりやすく，具体的に学べる。

はじめに
第１章　特別活動の構造と特徴
　１ 特別活動とは？
　２ 特別活動の構造
　３ 特別活動の特徴
第２章　特別活動の目標および主な内容
　１ 特別活動の目標
　２ 「望ましい集団活動を通して」とは
　３ 特別活動の見方・考え方
　４ なすことによって学ぶ
　５ 特別活動によって身に付けるべき資質・能力
第３章　教育課程の位置づけと各教科等との関連
　１ 教育課程の構成における特別活動の位置
　２ 学習指導要領における特別活動の構成とその考え方
　３ 各教科等と特別活動との関連：カリキュラム・マネジメント
第４章　教育課程と特別活動の指導の関わり
　１ 校長の教育課程経営と特別活動の全体計画
　２ 生徒指導部による教育課程運営と生徒会活動の指導
　３ 学年中心のホームルーム活動計画や旅行的行事の指導
第５章　学級活動・ホームルーム活動の特質
　１ 学級活動・ホームルーム活動の目標と内容
　２ 「⑴学級（ホームルーム）や学校における生活づくりへの参画」
　３ 「⑵日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」
　４ 「⑶一人一人のキャリア形成と自己実現」
第６章　学級活動・ホームルーム活動の実践
　１ 学級・ホームルームや学校での諸問題の解決に関すること
　２ 適応や成長，健康安全に関すること
　３ キャリア形成に関すること
第７章　児童会活動・生徒会活動の特質
　１ 児童会活動・生徒会活動の概説
　２ 児童会・生徒会の認識の変遷
　３ 児童会活動・生徒会活動を支える学びの特質
　４ 児童会活動・生徒会活動の指導法
　５ 児童会活動・生徒会活動と生徒指導との関連
第８章　児童会活動・生徒会活動の実践
　１ 児童会活動・生徒会活動の特質や指導のポイント
　２ 代表委員会活動の実践
　３ 委員会活動の実践

第９章　クラブ活動の特質
　１ クラブ活動とその特質
　２ クラブ活動の目標
　３ クラブ活動の内容
　４ クラブ活動の方法
　５ クラブ活動の指導上の留意点
第10章　クラブ活動の実践
　１ クラブの立ち上げから実践・振り返り・まとめまで
　２ 「爆笑 ！ お笑いクラブ」の実践
第11章　学校行事の特質
　１ 教育課程の一環としての学校行事
　２ 学校行事の目標と内容にみる特質
　３ 学校行事の特質と教育的意義
　４ 学校行事の指導のポイント
第12章　学校行事の実践
　１ 儀式的行事：卒業式の実践例
　２ 健康安全・体育的行事：運動会の実践例
　３ 遠足・集団宿泊的行事：修学旅行の実践例
第13章　特別活動の評価・改善活動
　１ 特別活動の評価の工夫と留意点
　２ 特別活動における評価方法
　３ 特別活動の評価の実際
第14章　家庭・地域社会や関係機関との連携
　１ 実践モデルから考える家庭・地域社会や関係機関との連携
　２ 家庭・地域社会や関係機関と連携するために
　３ 家庭・地域社会や関係機関と連携した実践のアイディア
第15章　特別活動の国際比較
　１ 世界から注目される「TOKKATSU」
　２ 外国の「特別活動」：アメリカ，ドイツ，韓国の事例
　３ 国際比較から考える特別活動の課題
第16章　学習指導要領とコアカリキュラム
　１ 教職課程コアカリキュラムとは
　２ 特別活動の位置づけ
　３ 教職課程コアカリキュラムと学習指導要領
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広岡義之／林 泰成／貝塚茂樹 監修

ミネルヴァ教職専門シリーズ 12

特別活動
上岡 学 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 新学習指導要領と教職課程コアカリキュラムに対応
◎ 理論とともに，実際に大学の授業で学ぶにあたって意
　 識すべきポイントもおさえられる
◎ 特別活動の内容分類に沿った構成で，実践例を豊富に
 　盛り込んだ A5判美装/260頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）

ISBN 978-4-623-08911-6　2021年5月刊行

特別活動の理論や，大学の教職課程における実際の
学び方の見通しをおさえたうえで，豊富な実践例と
ともに新学習指導要領の各内容に沿って指導法を学
ぶことができる。教職をめざす学生のための入門テ
キスト。

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　特別活動の理論と学び方
第１章　特別活動の構造と原理
　　　　――特別活動とは何か
　１ 学校教育における様々な活動と構造
　２ 特別活動の原理を考える
　３ 特別活動の原理

第２章　特別活動の根拠と学び方
　１ 教職課程コアカリキュラムから学ぶ
　２ 学習指導要領の学び方のポイント
　３ 指導要録の学び方のポイント
　４ 具体的な科目のシラバスをもとにした
　　 学び方のポイント

　第Ⅱ部　学級活動・ホームルーム活動
第３章　学級活動（ホームルーム活動）⑴
　　　　――学級や学校における
　　　　　　生活づくりへの参画
　１ 学級活動（ホームルーム活動）⑴とは
　２ 学級活動⑴の指導
　３ 学級活動⑴の指導計画の作成と実際

第４章　学級活動（ホームルーム活動）⑵
　　　　――日常の生活や学習への適応と
　　　　　　自己の成長及び安全
　１ 学級活動（ホームルーム活動）⑵とは
　２ 学級活動⑵の内容について
　３ 学級活動⑵の指導計画について

第５章　学級活動（ホームルーム活動）⑶
　　　　―― 一人一人のキャリア形成と
　　　　　　自己実現
　１ 学級活動（ホームルーム活動）⑶とは
　２ 学級活動⑶の内容について
　３ 学級活動⑶の指導計画について

　第Ⅲ部　児童会活動・生徒会活動
第６章　学級係活動と委員会活動との
　　　　つながり
　１ 係活動とは何か
　　 ――係活動と委員会活動との違い

　２ 実践例１
　　 ――２年生の係活動と委員会活動との
　　　　 つながり
　３ 実践例２
　　 ――６年生の係活動と委員会活動との
　　　　  つながり

第７章　児童会活動の指導と目標
　１ 児童会活動の特質
　２ 児童会活動の運営と指導
　３ 児童会活動の実践事例
　４ 児童会活動の意義と展望

第８章　生徒会活動の指導と目標
　１ 生徒会活動の目標と教育的意義
　２ 生徒会活動の内容と組織
　３ 生徒会活動の指導計画
　４ 生徒会活動の内容の取り扱いと
　　 指導上の課題

　第Ⅳ部　クラブ活動・部活動
第９章　学校におけるクラブ活動の考え方
　１ 教育課程におけるクラブ活動
　２ クラブ活動の特質と教育的意義
　３ クラブ活動の実際
　４ クラブ活動の実施上の課題
　５ 部活動との関連

第10章　クラブ活動の具体的指導法
　１ クラブ活動の指導を考える前に
　２ クラブ活動の指導の実際
　３ これからのクラブ活動の指導を考える

第11章　学校における部活動の考え方
　１ 部活動とは何か
　２ 部活動の現状と課題
　３ 部活動改革の今日的課題

　第Ⅴ部　学校行事
第12章　学校行事の実践例⑴
　　　　――儀式的行事
　１ 儀式的行事のねらいと内容
　２ 入学式
　３ 卒業式

　４ その他の儀式的行事の実践

第13章　学校行事の実践例⑵
　　　　――文化的行事
　１ 文化的行事のねらいと内容
　２ 文化的行事の指導計画
　３ 文化的行事の実際
　４ 文化的行事の評価

第14章　学校行事の実践例⑶
　　　　――健康安全・体育的行事
　１ 健康安全・体育的行事のねらいと内容
　２ 各学校行事を実施するうえでの
 　　他の教科等の教育活動との連携
　３ 運動会
　４ 避難訓練

第15章　学校行事の実践例⑷
　　　　――遠足（旅行）・集団宿泊的行事
　１ 遠足（旅行）・集団宿泊的行事の
　　 ねらいと内容
　２ 遠足（旅行）・集団宿泊的行事で
　　 育成する資質・能力と評価規準
　３ 遠足（旅行）・集団宿泊的行事の
　　 指導の工夫と実施上の留意点
　４ 自然のなかでの集団宿泊活動実践例
　　 （小学校）

第16章　学校行事の実践例⑸
　　　　――勤労生産・奉仕的行事
　１ 勤労生産・奉仕的行事のねらいと内容
　２ 勤労生産・奉仕的行事の実践のあり方
　３ 勤労生産・奉仕的行事の事例と今後

付　録
　　小学校学習指導要領（抜粋）
　　中学校学習指導要領（抜粋）
　　高等学校学習指導要領（抜粋）

索　引　　



吉田武男 監修

MINERVA はじめて学ぶ教職 18

特別支援教育
―― 共生社会の実現に向けて

小林秀之／米田宏樹／安藤隆男 編著

特
別
支
援
教
育

ここが

ポイント
!!

◎ 特別支援教育の動向を詳しく紹介
◎ 教職課程コアカリキュラムに対応
◎ 特別支援教育の教師を目指す学生，小・中学校・高等
　 学校の教師を目指す学生向けのスタンダードなテキ
　 スト B5判美装/216頁　定価：2,420円（本体2,200+税）

ISBN 978-4-623-08152-3　2018年3月刊行

特別支援教育を取り巻く歴史や理念・制度を踏まえ
たうえで，教育的ニーズのある子どもたちの指導や
支援および医療・労働・福祉との連携についてわか
りやすく解説する。特別支援教育を体系的に学ぶた
めのスタンダードなテキスト。

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　共生社会実現のために
第１章　特別支援教育の理念と制度
　１ 特別支援教育とは
　２ 多様な教育の場・形態と対象となる
　　 障害種 
　３ 就学先決定の仕組み
　４ 特別支援教育を支える仕組み
　５ 特別支援学校教諭免許状
　６ 特別支援教育制度の課題と展望

第２章　インクルーシブな学校と特別な
　　　　支援が必要な障害のない児童生徒
　１ 「万人のための教育」実現のプロセスと
　　 してのインクルーシブ教育
　２ 日本におけるインクルーシブ学校と
　　 しての通常学校・通常学級
　３ 障害はないが特別な教育的ニーズの
　　 ある児童生徒への対応

第３章　特別支援教育の歴史
　１ 盲・聾教育による障害児教育の創始
　２ 障害カテゴリー別の集団教育の展開
　　 ――通学制公立学校（学級）の設立
　３ 障害カテゴリー別の教育実践の蓄積と
　　 発展
　４ インクルージョンと特別支援教育

第４章　特別支援教育の教育課程
　１ 個々の子どもの多様な教育的ニーズと
　　 教育課程の編成
　２ 各教科の指導と自立活動の指導
　３ 学校に求められるカリキュラム・
　　 マネジメント

　第Ⅱ部　教育的ニーズに応じた指導・支援
第５章　視覚障害の理解と教育
　１ 視覚障害の定義と原因
　２ 視覚障害児の学習の特性とニーズ
　３ 視覚障害教育の現状と課題

第６章　聴覚障害の理解と教育
　１ 聴覚障害の定義と原因 
　２ 聴覚障害児の学習の特性とニーズ
　３ 聴覚障害教育の現状と課題

第７章　知的障害の理解と教育
　１ 知的障害の定義と原因
　２ 知的障害児の学習の特性とニーズ 
　３ 知的障害教育の現状と課題 

第８章　肢体不自由の理解と教育
　１ 肢体不自由の定義と原因
　２ 肢体不自由児の学習の特性とニーズ
　３ 肢体不自由教育の現状と課題

第９章　病弱・身体虚弱の理解と教育 
　１ 病弱・身体虚弱の定義と原因
　２ 病弱・身体虚弱児の学習の特性とニーズ
　３ 病弱・身体虚弱教育の現状と課題

第10章　自閉症・情緒障害の理解と教育
　１ 自閉症・情緒障害の定義と原因 
　２ 自閉症・情緒障害児の学習の特性と
　　 ニーズ
　３ 自閉症・情緒障害教育の現状と課題

第11章　言語障害の理解と教育
　１ 言語障害の定義と分類
　２ 言語障害児の学習の特性とニーズ
　３ 言語障害教育の現状と課題

第12章　学習障害の理解と教育
　１ 学習障害の定義と分類
　２ 学習障害児の学習の特性とニーズ
　３ 学習障害教育の現状と課題

第13章　注意欠陥・多動性障害の理解と教育
　１ 注意欠陥・多動性障害の定義と分類 
　２ 注意欠陥・多動性障害児の学習の
　　 特性とニーズ
　３ 注意欠陥・多動性障害教育の現状と課題

　第Ⅲ部　教師としての成長を支えるために
第14章　教育と福祉・医療・労働との連携
　１ 教育と福祉・医療・労働との連携の概要
　２ 保健・医療との連携
　３ 福祉との連携 
　４ 労働関係機関との連携

第15章　教師の専門性と研修
　１ 教師の専門性
　２ 特別支援教育担当教師に求められる
　　 専門性
　３ 教員研修の制度と課題
　４ 特別支援教育における教員研修の
　　 意義と課題

付　録
（障害者の権利に関する条約／学校教育法／
学校教育法施行令／学校教育法施行規則／
小学校学習指導要領／特別支援学校小学部・
中学部学習指導要領）

索　引
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原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修
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特別支援教育
原 幸一／堀家由妃代 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 新学習指導要領に対応
◎ 教職課程コアカリキュラムにも準拠
◎ それぞれの障害種別による発達特性と関わりにつ
　 いて詳しく解説
◎ 特別支援教育を広い視野からとらえた内容 A5判美装/248頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）

ISBN 978-4-623-08188-2　2019年2月刊行

新学習指導要領に準拠して，特別支援教育の対象，
法規やシステムを踏まえた上で，それぞれの障害種
別による発達特性と関わりについてわかりやすく解
説する。特別支援教育に関わる危機管理や性教育に
まで視野を広げた教職志望者に必読の一冊。

はじめに

第１章　特別支援教育の対象
　１ 特別支援教育への変遷と対象
　２ 支援体制
　３ 特別支援と地域社会

第２章　日本の特別支援教育を支える仕組み
　１ 子どもたちが教育を受ける権利
　２ 障害のある児童生徒の学校教育に関わる法規
　３ 障害のある児童生徒の生活に関わる法規
　４ 共生社会の実現に向けて

第３章　特別支援教育課程
　１ 特別支援学校の教育課程
　２ 教育課程の実際
　３ 障害の種別と教育課程

第４章　障害種別による発達特性と関わりについて
　　　　――視覚障害／聴覚障害・言語障害
　１ 視覚障害
　２ 聴覚障害・言語障害

第５章　障害種別による発達特性と関わりについて
　　　　――知的障害
　１ 知的障害とは
　２ 知的障害のある児童生徒の教育について
　３ 知的障害児者の暮らしから，共生社会（私たちの当たり前の
　　 暮らし）を考える

第６章　障害種別による発達特性と関わりについて
　　　　――発達障害・情緒障害
　１ 発達障害・情緒障害の医学的定義について
　２ 障害の状態像，原因論
　３ 状態像の把握――査定の道具
　４ 障害を取り巻く教育環境
　５ 思春期での問題，二次障害に関わる要因

第７章　障害種別による発達特性と関わりについて
　　　　――病弱・身体虚弱
　１ 病弱・身体虚弱教育とは
　２ 病気の子どもと家族の心理
　３ 病気の子どもの教育的配慮
　４ 病弱・身体虚弱教育の課題

第８章　障害種別による発達特性と関わりについて
　　　　――肢体不自由／重度・重複
　１ 肢体不自由とは
　２ 肢体不自由教育における指導上の留意点
　３ 重度・重複障害とは
　４ 重度・重複障害教育における指導上の留意点

第９章　教室でであう精神疾患の理解
　１ うつ病と統合失調症
　２ 情緒の障害
　３ 摂食障害・解離性障害など
　４ 心身症
　５ 自傷・自殺

第10章　特別支援教育に関わる危機管理
　１ 学校安全と学校安全計画
　２ 学校での危機管理
　３ 学校管理下での危機への対応

第11章　家族支援と地域
　１ 就学までの過程――障害の検出と告知
　２ 支援者としての家族
　３ 家族支援
　４ 地域における支援

第12章　特別支援教育における性教育
　１ 性教育を実施するための基本的理解
　２ 性の問題の何が問題なのか
　３ 学校における性の扱われ方
　４ 性教育をどのようにデザインし，実施するか

第13章　通常学校における特別支援教育
　１ インクルーシブ教育と合理的配慮
　２ 子どもの社会自立のために（京都市の取組み）
　３ ともに学び，ともに育つ（大阪府の取組み）
　４ インクルーシブな学校づくり

資料　学校教育法（抄）ほか　　
　　　表　新特別支援学校教育要領・新特別支援学校学習指導要領
　　　での自立活動／図　国際生活機能分類　　
索　引　　
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汐見稔幸／奈須正裕 監修

アクティベート教育学 7　

特別支援教育
廣瀬由美子／石塚謙二 編著

ここが

ポイント
!!

◎ コアカリキュラム，新学習指導要領に対応した教職科
　 目のシリーズ
◎ 各章冒頭に設けたワークを通して主体的，対話的，深
　 い学びへと繫げる

A5判美装/280頁　定価：2,200円（本体：2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08537-8　2019年4月刊行

教職課程コアカリキュラムおよび学習指導要領に対
応した新しい教職科目テキストシリーズの第７巻。
特別な支援を必要とする子どもの理解や教育課程，
支援の方法などについてわかりやすく，具体的に学
べる。

はじめに

第１章　特別支援教育の理念と制度⑴
　　　　――特別支援教育とインクルーシブ教育システム
　１ 特殊教育から特別支援教育へ
　２ インクルーシブ教育システム

第２章　特別支援教育の理念と制度⑵――特別の指導
　１ 特別支援教育の基本的な考え方
　２ 特別支援教育の制度

第３章　通常の学級担任の気づきとアセスメント
　１ 通常の学級における特別支援教育の重要性
　２ 子どもをより深く理解するアセスメント
　３ 「困った子ども」から「困っている子ども」へ
　４ 通常の学級での支援と授業づくり・学級経営の実際

第４章　発達障害の心理特性⑴――ＬＤ，ＡＤＨＤ
　１ ＬＤの特性理解と対応
　２ ＡＤＨＤの特性理解と対応

第５章　発達障害の心理特性⑵――ＡＳＤ，軽度知的障害
　１ ＡＳＤの特性理解と対応
　２ 軽度知的障害の特性理解と対応

第６章　二次障害の理解と対応
　１ 二次障害とは
　２ 発達障害の関連症状と併存精神障害
　３ 発達障害と不登校・行動問題
　４ 二次障害への対応

第７章　様々な障害の理解と対応
　１ 視覚障害
　２ 聴覚障害
　３ 知的障害
　４ 肢体不自由
　５ 病弱・身体虚弱

第８章　特別な教育的ニーズへの理解と対応
　１ 日本語指導が必要な児童生徒の援助ニーズ
　２ 貧困・虐待が背景にある不登校
　３ 援助ニーズのある子どもを支援につなげるために

第９章　特別の指導「自立活動」
　１ 自立活動とは
　２ 障害の捉え方と自立活動
　３ 自立活動の実際

第10章　「通級による指導」での指導の実際
　１ 「通級による指導」の意義
　２ 「通級による指導」及び「自立活動」の教育課程上の
　　 位置づけと内容
　３ 特別な教育的ニーズのある児童生徒への効果的な指導方法
　４ 通常の学級担任と「通級指導教室」担当者の役割と連携
　５ 「通級による指導」の実践

第11章　特別支援学級での指導の実際
　１ 特別支援学級の仕組みと特別の教育課程
　２ 特別支援学級における指導

第12章　ＩＣＴ機器の活用と指導の実際
　１ 特別支援教育におけるＩＣＴ活用の意義
　２ ニーズに応じたＩＣＴ活用例
　３ 活用事例

第13章　個別の教育支援計画と個別の指導計画
　１ 教育的ニーズを踏まえた指導及び支援をつなぐために
　２ 個別の教育支援計画と個別の指導計画
　３ 本人の願いとＰＡＴＨ

第14章　特別支援教育コーディネーターと校内支援体制
　１ 特別支援教育における校内支援体制
　２ エピソードから学ぶ校内支援体制の実際

第15章　関係機関や保護者との連携
　１ 保護者との連携と支援
　２ 関係機関との連携
　３ 子どもの育ちを地域全体で支えた事例

索　引　
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森田健宏／田爪宏二 監修
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特別支援教育
石橋裕子／林 幸範 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 豊富な図解や表，イラスト，事例を収載
◎ 書き込みながら学べる
◎ 教員採用試験の過去問題を掲載
◎ 教職課程コアカリキュラムに準拠

B5判美装/208頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08180-6　2019年3月刊行

アクティブラーニングに対応した講義形式の教職テ
キスト。特別支援教育について豊富な図表，イラス
ト，事例などをとおしてわかりやすく学べる。各項
目には教員採用試験の過去問題を掲載。教職課程コ
アカリキュラムにも準拠した最新テキスト。

はじめに

第１章　特別支援教育の基本的知識
　第１講　特別支援教育とは
　　１ わが国の特別支援教育の歴史
　　２ 障害に関する世界の動向
　　３ 特殊教育から特別支援教育への転換
　　４ 「障害者の権利に関する条約」の
　　　 批准に向けた動き
　　５ 特別支援教育の実際
　　【知っておくと役立つ話】合理的配慮
　第２講　発達障害とは
　　１ 発達障害の子どもとは？
　　２ 発達障害のある子どもへの教育支援
　　３ 発達障害の子どもたちの自立と
　　　 社会参画のために
　　【知っておくと役立つ話】これからの子どもたちの
　　自立と社会参画のための「教育支援連携モデル」
　第３講　特別支援教育におけるアクティブ
　　　　　ラーニング
　　１ 特別支援教育の混乱のなかで
　　２ 不安軽減の環境づくり
　　３ 助け合える仲間づくり
　　４ 学習のステップがみえる授業づくり
　　【知っておくと役立つ話】知的障害児の教育課程，
　　その二重構造とは ? 
　第４講　教員養成課程における特別支援教育の
　　　　　位置づけ
　　１ 教員養成課程における特別支援教育
　　　 とは
　　２ 合理的配慮の求めにこたえるために
　　３ 特別支援学校教員養成のカリキュラム
　　４ みずから学び続ける教員をめざす
　　　 機会（カリキュラム外での学び）
　　【知っておくと役立つ話】教員採用後における
　　特別支援学校教諭免許状の取得について 

第２章　学校における特別支援教育
　第５講　特別支援教育に関わる人たち
　　１ 就学前から始まる特別支援教育
　　２ 特別支援教育と関係機関の連携
　　３ 校内における連携　　　
　　４ 校外の関係機関との連携
　　【知っておくと役立つ話】
　　特殊教育から特別支援教育へ

　第６講　幼稚園における特別支援教育
　　１ はじめて経験する集団生活
　　２ 特別な配慮を必要とする幼児への指導
　　３ 支援体制づくり
　　【知っておくと役立つ話】早期発見・早期支援
　第７講　小学校における特別支援教育
　　１ 就学時健康診断から始まる小学校の
　　　 特別支援教育
　　２ 配慮児童は，いつ，誰が，どのように
　　　 判断するのか
　　３ 特別支援教育を円滑に推進するための
　　　 組織づくり
　　４ 特別支援教室の導入
　　５ 小学校教師の学び
　　【知っておくと役立つ話】
　　通常の学級で行う合理的配慮
　第８講　中学校における特別支援教育
　　１ 中学校において支援が必要な生徒とは
　　２ 皆が輝く学級づくり
　　【知っておくと役立つ話】
　　教師の貫くべき姿勢『支援』
　第９講　高等学校における特別支援教育
　　１ 高等学校における特別支援教育とは
　　２ 高等学校における特別支援教育の実際
　　３ 事例からみる学校での対応
　　４ 「個別の指導計画」の例
　　【知っておくと役立つ話】
　　コミュニケーション力アップのためのグループ
　　ワーク／高等学校で育てておきたい力
　第10講　学校教育における特別支援学校の役割
　　１ 特別支援学校に在籍する子どもたち
　　２ 特別支援学校の教育課程と学習内容
　　３ インクルーシブ教育での特別支援
　　　 学校の果たす役割
　　４ 交流及び共同学習
　　５ 学校全体で取り組む特別支援教育
　　６ 教育のユニバーサルデザイン
　　７ すべての子どもたちの学びやすさの
　　　 ために
　　【知っておくと役立つ話】
　　世界のなかの障害のある子どもたちのようす

第３章　特別支援教育の現状と課題
　第11講　特別支援学級，通級による指導，
　　　　　 特別支援教室
　　１ 特別支援学級
　　２ 通級による指導
　　３ 特別支援教室
　　【知っておくと役立つ話】
　　「特別支援教育支援員」について
　第12講　特別支援教育と福祉との連携
　　１ なぜ連携が必要なのか
　　２ 法律や制度の整備
　　３ 関係機関との連携による支援
　　４ 縦と横の連携の必要性
　　５ 特別支援教育と福祉の連携の事例
　　　 （就労支援）
　　【知っておくと役立つ話】
　　雇用・労働関係機関との連携
　第13講　子どもへの虐待と特別支援教育
　　１ 子どもへの虐待とその現状
　　２ 子どもへの虐待の原因
　　３ 特別支援教育としての被虐待児の対応
　　４ 教育現場で虐待をどう考えればよいのか
　　【知っておくと役立つ話】
　　子どもへの虐待はいつから問題になったのか？
　第14講　子どもの貧困と学習支援
　　１ 高校就学保障について
　　２ 貧困の連鎖を断ち切る
　　【知っておくと役立つ話】
　　学習支援について多く寄せられている質問・疑問
　　と回答
　第15講　これからの特別支援教育
　　１ 特別支援教育の対象の拡大
　　２ 教育的ニーズのある児童・生徒への
　　　 支援や対応
　　３ これからの特別支援教育
　　　 ――特別から一般に 
　　【知っておくと役立つ話】
　　最近の自閉スぺクトラム症研究の動向　

第９講　112～114ページの解答例
復習問題の解答
索　引
参考文献
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特別支援教育の理念の下，全ての教師に専門性の確
保が求められている。本書では，特別支援教育の歴
史や制度等の基本的事項をふまえた上で，代表的な
障害の領域ごとに，その理解と支援の方法をわかり
やすく解説する。

◎ 教職志望の初学者に向け，正確さとわかりやすさを両
 　立させた教科書シリーズ（全12巻）
◎ 新学習指導要領と教職課程コアカリキュラムに対応
◎ 代表的な障害の領域ごとに，基本的事項に加え，より
 　深く学ぶための専門的内容にも言及している

広岡義之／林 泰成／貝塚茂樹 監修

ミネルヴァ教職専門シリーズ 5

特別支援教育の探究
大庭重治 編著
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監修者のことば
はじめに

第１章　特別支援教育の理解
　１ 特別支援教育への接近
　２ 学校における特別支援教育
　３ 特別支援教育の展望

第２章　特別支援教育の制度
　１ 特別支援教育制度の基盤と背景
　２ 特別支援教育法制の枠組み
　３ 特別支援教育を取り巻く関連法制

第３章　発達初期の特別支援
　１ 妊娠・分娩の正常な経過
　２ 妊娠・分娩に起因する新生児の
　　 障害
　３ 障害のある子どもに対する支援

第４章　知的障害児の理解と支援
　１ 知的障害の理解
　２ 知的障害児の心理
　３ 知的障害児の支援

第５章　肢体不自由児の理解と支援
　１ 肢体不自由の理解
　２ 肢体不自由児の心理
　３ 肢体不自由児の支援

第６章　病弱児の理解と支援
　１ 病弱児の理解
　２ 病弱児の学校教育
　３ 病弱児の支援

第７章　視覚障害児の理解と支援
　１ 視覚障害の理解

　２ 学校における視覚障害教育
　３ 視覚障害児・者の認知特性と
　　 教育的支援
　４ これからの視覚障害教育

第８章　聴覚障害児の理解と支援
　１ 聴覚障害の生理・心理
　２ 聴覚障害児の心理・言語発達
　３ 聴覚障害児教育
　４ 小・中学校における聴覚障害児
　 　への配慮
　５ “聴覚障害”はないのに聞こえにくい
 　　――聴覚情報処理障害（ＡＰＤ）

第９章　発達障害児の理解と支援
　１ 発達障害とは
　２ ＬＤの理解
　３ ＡＤＨＤの理解
　４ ＡＳＤの理解
　５ 発達障害児の支援

第10章　言語障害児の理解と支援
　１ 言語障害児教育とその対象
　２ 言語障害児教育（言語聴覚療法）
　　 の流れ
　３ 具体的指導（訓練）例の紹介

第11章　重複障害児の理解と支援
　１ 重複障害の定義
　２ 重複障害の生理・心理的理解
　３ 重複障害教育の内容と方法

付　録
　日本国憲法（抄）
　教育基本法（抄）
　学校教育法（抄）

　学校教育法施行令（抄）
　学校教育法施行規則（抄）
　公立義務教育諸学校の学級編制及び
　　教職員定数の標準に関する法律
　　（抄）
　特別支援学校設置基準（抄）
　教育職員免許法（抄）
　障害者の権利に関する条約（抄）
　児童の権利に関する条約（抄）
　障害者基本法（抄）
　障害を理由とする差別の解消の推進
　　に関する法律（抄）
　障害者の雇用の促進等に関する法律
　　（抄）
　高齢者，障害者等の移動等の円滑化
　　の促進に関する法律（抄）
　障害者の日常生活及び社会生活を総
　　合的に支援するための法律（抄）
　身体障害者福祉法施行規則（抄）
　児童福祉法（抄）
　発達障害者支援法（抄）
　医療的ケア児及びその家族に対する
　　支援に関する法律（抄）
　特別支援学校幼稚部教育要領（抜粋）
　特別支援学校小学部・中学部学習指
　　導要領（抜粋）
　特別支援学校高等部学習指導要領
　　（抜粋）

索　引
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単なる障害や支援の紹介にとどまらず，障害などに
より困難さを抱える子どもが，今を，そして，これ
からを自分らしく生きていく，それに私たちが寄り
添い共に生きるという視点に立ち，特別支援教育に
ついて理解を深めるテキスト。

◎ どのようなことに困難さを覚えるのか，また，どのよ
　 うな支援を必要としているのか，理解を深める
◎ 生涯発達の視点に立ち，先を見通して，今，どのよう
　 な関りができるかを考える

すべての子どもに寄り添う特別支援教育

村上香奈／中村 晋 編著

はじめに

序　章　特別支援教育の理念の理解
　１ 特別支援教育を知る
　２ 「生きることの困難」と「障害」を知る
　３ 障害者権利条約と合理的配慮

　第Ⅰ部　障害のある子どもに寄り添い
　　　　　共に生きる①── 5障害
第１章　視覚障害・聴覚障害を知る
　１ 視覚障害・聴覚障害の理解
　２ 視覚障害・聴覚障害の支援
　３ 視覚障害・聴覚障害のある子どもに
　　 寄り添い共に生きる

第２章　知的障害を知る
　１ 知的障害の理解
　２ 知的障害の支援
　３ 知的障害のある子どもに寄り添い
　　 に生きる

第３章　肢体不自由・病弱を知る
　Ⅰ　肢体不自由を知る
　１ 肢体不自由の理解
　２ 肢体不自由の支援
　３ 肢体不自由のある子どもに寄り添い
　　 共に生きる
　Ⅱ　病弱を知る
　１ 病気の子どもや身体の弱い子どもの理解
　２ 病弱の支援
　３ 病弱のある子どもに寄り添い共に生きる

　第Ⅱ部　障害のある子どもに寄り添い
　　　　　共に生きる②──発達障害
第４章　自閉スペクトラム症を知る
　１ 自閉スペクトラム症の理解

　２ 自閉スペクトラム症の支援
　３ 自閉スペクトラム症のある子どもに
　　 寄り添い共に生きる

第５章　注意欠如・多動症を知る
　１ 注意欠如・多動症の理解
　２ 注意欠如・多動症の支援
　３ 注意欠如・多動症のある子どもに
　　 寄り添い共に生きる

第６章　限局性学習症を知る
　１ 限局性学習症の理解
　２ 限局性学習症の支援
　３ 限局性学習症のある子どもに寄り添い
　　 共に生きる

　第Ⅲ部　多様性に寄り添い共に生きる
第７章　多文化を生きる子どもを知る
　１ 多文化を生きる子どもの理解
　２ 多文化を生きる子どもへの支援
　３ 多文化を生きる子どもに寄り添い
　　 共に生きる

第８章　貧困を生きる子どもを知る
　１ 貧困を生きる子どもの理解
　２ 貧困を生きる子どもへの支援
　３ 貧困を生きる子どもに寄り添い
　　 共に生きる

第９章　多様な性を生きる子どもを知る
　１ 多様な性を生きる子どもの理解
　２ 多様な性を生きる子どもへの支援
　３ 多様な性を生きる子どもに寄り添い
　　 共に生きる

　第Ⅳ部　すべての子どもが自分らしい
　　　　　生き方を実現するために
第10章　自分らしい生き方を実現する多様な
　　　　学びの場
　１ 特別支援教育における多様な学びの場
　２ 多様な学びの場を支える支援体制

第11章　自分らしい生き方を実現する
　　　　一人一人の学び
　１ 一人一人の教育的ニーズに応じた教育
　　 を知る
　２ ライフステージをつなぐ
　　 「個別の教育支援計画」
　３ 一人一人の学びを支える
　　 「個別の指導計画」
　４ 願いの実現に向けた一人一人の学び

第12章　自分らしい生き方を実現する
　　　　心理的支援
　１ 子どもへの心理的支援
　２ 保護者への心理的支援
　３ 心理的支援において支援者に
　　 求められる構え
　４ 心理的支援の実践例
　５ すべての子どもが自分らしくいられる
　　 ために

コラム
　１ 障害と児童虐待の関連
　２ 学校現場で役立つ発達障害不登校支援
　　 プログラム
　３ 学校現場における多様性への配慮
　　 ～ちがいをめぐるこころの働きに
　　 　ついて考える～
　４ リフレーミングで見方を変えよう！
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教職を志す学生を対象に，特別支援教育全体を視野
に入れつつ，肢体不自由教育の制度の変遷から，ア
セスメントの方法や授業づくりに至るまでわかりや
すく解説。肢体不自由教育を取り巻く重要トピック
を網羅したテキストの改訂版。

◎ 肢体不自由教育を取り巻く重要なトピックを網羅し，教科
　 の指導や自立活動の指導など具体的な授業づくりについて
　 もわかりやすく提示
◎ 教師を目指す学生や，現職教員の学び直しにも最適
◎ 特別支援学校学習指導要領及び小学校学習指導要領等の改
　 訂，そして最新の施策を踏まえた改訂版

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる肢体不自由教育［第２版］

安藤隆男／藤田継道 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

　第１部　肢体不自由の理解
Ⅰ　肢体不自由の定義と理解
　１ 肢体不自由の定義
　２ 骨格と関節
　３ 筋肉と神経系
　４ 脳機能と診断
　５ 肢体不自由の医学的理解
　６ 脳性まひ（脳性疾患）　の医学
　７ 障害の重度 ･ 重複化とその要因
　８ 肢体不自由の心理特性
　９ 肢体不自由の行動特性
　10 肢体不自由の社会的理解
　　TEA BREAK １

　　脳性まひ児の指導を発達障害児の
　　指導・支援に生かす

Ⅱ　アセスメントの方法と活用
　１ 肢体不自由教育における
 　　アセスメントの意義と活用
　２ 知能検査の方法と活用
　３ 運動検査の方法と活用
　４ 知覚・認知検査の方法と活用
　５ 感覚検査の方法と活用
　６ 言語検査の方法と活用
　７ 発達検査の方法と活用
　８ 行動観察の方法と活用
　９ 学力検査の方法と活用
　　TEA BREAK ２ 動作法とは何か

　第２部　肢体不自由教育の歴史と
　　　　　制度
Ⅲ　肢体不自由教育の歴史と発展
　１ 肢体不自由教育の萌芽（戦前）
　２ 高木憲次と整肢療護園
　３ 東京市立光明学校の設立とその役割
　４ 戦後肢体不自由教育の草創
　５ 公立養護学校整備特別措置法の
　　 成立と養護学校の整備
　６ 学習指導要領の制定と改訂
　７ 養護学校の義務制

　６ 特別支援学校教諭免許状の制度と
 　　種類
　７ 特別支援学校教諭免許状の取得
　８ 特別支援学校教員の養成
　９ 特別支援学校教諭免許状と採用
　10 現職教員の研修
　11 肢体不自由教育を学ぶ機会
　12 保護者との連携
 　　TEA BREAK ８ 
　　専門性の高い教師はどのように
　　誕生するのか

　第４部　肢体不自由者と地域
Ⅸ　肢体不自由者の医療・福祉・雇用
　１ 脳性まひへの治療と最新アプローチ
　２ 小児リハビリテーション
　３ 理学療法
　４ 障害者福祉の展開と障害者自立
 　　支援法・障害者総合支援法
　５ 肢体不自由者の福祉サービス
　６ 障害児の福祉サービス
　７身体障害者手帳
　８ 肢体不自由者の雇用
　　TEA BREAK ９ 社会福祉専門職

Ⅹ　肢体不自由者の権利と社会生活
　１ 障害者と権利擁護
　２ 障害者権利条約
　３ 肢体不自由児とインクルーシブ教育
　４ 肢体不自由教育における合理的
　　 配慮
　５ 就学前の肢体不自由教育・療育
　６ 学齢期における地域との交流
　７ 交流及び共同学習
　８ 地域生活と余暇活動
　９ 肢体不自由者と家族
　10 肢体不自由者関連団体
　　TEA BREAK 10　障害児と里親制度

さくいん

　８ 自立活動の成立と意義
　　TEA BREAK ３ 

　　大学における肢体不自由学生の
　　支援の現状

Ⅳ　特別支援教育の制度と
　　肢体不自由教育
　１ 特別支援教育の理念と制度
　２ 特別支援学校（肢体不自由）の
 　　現状と課題
　３ 特別支援学級（肢体不自由）の
 　　現状と課題
　４ 通級による指導の現状と役割
　５ 小中学校等における肢体不自由児
 　　の教育的ニーズ
　６ 特別支援教育に関わる法令
　７ 個別の教育支援計画に基づく連携
　　TEA BREAK ４ 
　　肢体不自由児の学習上の困難に
　　対する通常学級教師の気づきと支援

　第３部　肢体不自由教育の専門性と
　　　　　授業づくり
Ⅴ　重度・重複障害児の教育基盤の
　　形成
　１ 医療的ケアに関する制度的な経緯
 　　及び近年の動向と課題
　２ 摂食障害と食事指導
　３ 排便の障害と指導
　４ 呼吸障害と姿勢づくり
　５ ポジショニングと変形・側弯
　６ 感覚過敏の理解と対応
　７ 発作の理解と対応
　８ 外部専門家の導入と連携
　　TEA BREAK ５ 

　　ロボットが教室にやってくる！

Ⅵ　教育課程と教科等の指導
　１ 教育課程の基準と学習指導要領
　２ 教育課程の原理と編成
　３ 障害特性をふまえた教科指導Ⅰ

　４ 障害特性をふまえた教科指導Ⅱ
　　 肢体不自由をふまえた体育の指導等
　５ 肢体不自由者と領域 ･ 教科を
 　　合わせた指導
　６ 自立と社会参加を目指す総合的な
 　　学習の時間
　７ 高等部卒業後の進路の実態と課題
　８ 進路指導
　９ キャリア教育
　　TEA BREAK ６ 
　　小学校教師は個別の指導計画を
　　どう理解しているか

Ⅶ　自立活動の指導と個別の指導計画
　１ 自立活動とは
　２ 自立活動の指導と個別の指導計画
　３ 自立活動の指導法１：
　　 身体の動きの指導と評価
　４ 自立活動の指導法２：
 　　人間関係の形成の指導と評価
　　　５ 自立活動の指導法３：
　　 コミュニケーションの指導と評価
　６ 自立活動の指導法４：
 　　チームティーチングの指導と評価
　７ 訪問教育
　８ 学習指導要領における重複障害者
 　　等への対応
　　TEA BREAK ７ 

　　海外から見たわが国の自立活動の
　　指導とは

Ⅷ　教員の専門性と研修
　１ 自立活動の指導に関する教師の
 　　成長と授業研究
　２ チームティーチングにおける
 　　授業者の意思決定
　３ 個別指導における授業者の
 　　意思決定
　４ 特別支援学校（肢体不自由）教員
 　　の専門性
　５ 特別支援学校の地域支援

近　刊



A5判美装/予300頁　予価：3,080円（本体予価2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09655-8　2024年3月刊行予定

排除されやすい属性の人々をコミュニティに包摂す
るために障壁を除去する「インクルージョン」の概
念は，世界レベルの分断が進む今，ますます重要性
が高まっている。目的と課題を捉えつつ，いかに生
きるべきか考えるきっかけともなる手引書。

◎ インクルージョンという概念のもつ課題と取り組みを
 　最新の研究成果により解説。包括的な「インクルージョ 
　 ン」に関する理解をうながす教科書・入門書・手引き・
 　実用書として最適
◎ 専門的なトピックスや海外の研究にも踏み込んで紹介

インクルーシブな教育と社会
―― はじめて学ぶ人のための15章

原田琢也／伊藤 駿 編著
ここが

ポイント
!!

NOW
PRINTING

はじめに

　第Ⅰ部　インクルージョンとはなにか
第１章　インクルージョンの歩み
　１ インクルーシブ教育と障害者権利条約
　２ すべての子どもを対象とした
　　 インクルーシブ教育
　３ 社会的排除への闘いとしての社会的包括
　４ 障害児教育における分離・統合問題
　５ 終わりのないプロセスとしての
 　　インクルージョン

第２章　インクルーシブな社会と教育の原理
　　　　――日本社会のマイノリティに着目して
　１ マイノリティと社会的排除
　２ マイノリティの支援とその課題
　３ インクルーシブな社会と教育に向けて

第３章　マジョリティという観点から
　　　　インクルージョンを考える
　１ 排除 / 包摂は誰の問題なのか
　２ 事例 1：人種差別をなくす実験授業
　３ 事例 2：ギフテッドの子どもたち
　４ インクルージョンに向けたプロセスを
　　 すすめるために

　第Ⅱ部　マイノリティと教育
第４章　障害児と教育
　１ 「医療化」する私たちの生活と排除 / 包摂
　２ 近代障害児教育の発展
　３ 学校教育における障害児の排除や包摂の
　　 仕組み
　４ 障害児の排除 / 包摂から考えること

第５章　移民背景を持つ子どもと教育
　１ 身近な他者との出会い直し
 　　――留学や英語を通じて出会う「外国人」？
　２ 多民族・多文化化する日本
　３ 前提とされない「教育を受ける権利」
　４ 日本の教育に存在する壁
　５ 「変わらない」を変えるために

第６章　家族と教育
　１ 社会変動と家族の多様化

　２ 家族を取り巻く問題の複雑化
　３ 貧困層の子どもと学校教育
　４ 学校教育に求められる包括的な取り組み

第７章　性的マイノリティと教育
　１ 性的マイノリティをめぐる教育の状況
　２ 性的マイノリティとは誰か
　３ トランスジェンダー生徒が経験する困難
　４ 学校の中の性別分化とトランスジェンダー
　　 生徒のジェンダー葛藤
　５ 学校における性別カテゴリーと性的
　　 マイノリティ

第８章　不登校と多様な教育機会
　１ 不登校の社会モデル
　２ 不登校の現在
　３ 不登校と排除
　４ 多様な教育機会の確保
　５ インクルーシブな教育・社会に向けての課題

　第Ⅲ部　諸外国におけるインクルージョンと
　　　　　教育
第 9 章　アメリカ
　１ 公民権運動と教育政策
　２ 教育政策の変遷とインクルーシブ教育の葛藤
　３ インクルーシブ教育の実際
　４ アメリカから何を学ぶのか

第10章　イタリア
　１ イタリアのフルインクルーシブ教育の特徴
　　 と歴史的展開
　２ 通常の学校に障害児を受け容れる仕組み
　３ フルインクルーシブ教育を支える学校の
　　 仕組み
　４ フルインクルーシブ教育を支える仕組み
　　 ――校外の関係機関との連携
　５ ICFの活用から見るイタリアの
 　　フルインクルーシブ教育の特徴
 　　――日本の教育との比較から
　６ イタリアの教育の課題

第11章　スコットランド
　１ なぜスコットランドに注目するのか
　２ スコットランドの位置付け

　３ スコットランドにおけるインクルーシブ
　　 教育制度
　４ スコットランドの特徴
 　　――付加的な支援のニーズ
　５ ある学校の事例――差異化の実践
　６ スコットランドから何を学ぶのか

第12章　オーストラリア
　１ 本章の構成
　２ オーストラリアにおけるインクルーシブ
 　　教育制度と新自由主義
　３ クイーンズランド州のインクルーシブ教育
　　 政策
　４ Ａ小学校のインクルーシブ教育実践
　５ Ｂ中等学校のインクルーシブ教育実践
　６ 新自由主義の潮流の中でのインクルーシブ
　　 教育の推進

　第Ⅳ部　インクルーシブな学校と社会を
　　　　　めざして
第13章　インクルーシブな授業づくり
　１ 教師のなり手が不足する時代に
　２ インクルーシブな学級づくりにおける教育
　　 実践の位置
　３ インクルーシブな授業づくりの方法
　４ 過度に無理のない取り組みを地道に続ける

第14章　インクルーシブな学校づくり
　１ 学校における「排除」の現実を直視する
　２ 協働して学校文化を変革する
　　 ――「効果のある学校」の創造
　３ 「共に育ち共に学ぶ」
 　　――大阪の「原学級保障」

第15章　インクルーシブなコミュニティと社会
　１ リスク社会を生きる
　２ 「多文化共生」と地域
　３ 居場所づくり
　４ 社会運動
　５ 社会の問題としての個人の問題

おわりに／索引

本チラシの情報は2023年9月時点のものです
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B5判美装/208頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09285-7　2023年3月刊行

教育実習の目的や意義をわかりやすく解説。教育実
習に臨むうえでの準備や心構えについても流れに沿
って具体的に提示する。学校種別（小学校・中学校・
高等学校）の指導の実際，学習指導案例についても
紹介。

◎ コアカリキュラム「教育実習（学校インターンシップ
　 （学校体験活動）を含む。）」に対応
◎ 教員養成におけるスタンダードなテキスト 
◎ 教師を志す人，現職の教師に最適な一冊

吉田武男 監修
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教育実習
三田部 勇／吉田武男 編著

ここが

ポイント
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監修者のことば
はじめに

第１章　教育実習とは何か
　１ 教育実習の位置づけ
　２ 教育実習の意義と課題

第２章　教育実習前に学校現場を
　　　　体験しよう
　１ 学校インターンシップの意義
　２ 教育活動の支援
　３ 部活動の支援

第３章　教育実習の前に準備しておくこと
　１ 教育実習に向けた心構え
　２ 教育実習の目的や内容の把握
　３ 実習に向けた具体的準備

第４章　介護等体験の前に心得ておくこと
　１ 介護等体験の意義
　２ 介護等体験の基礎・基本
　３ 支援の必要な方への対応

第５章　教育実習の直前に準備して
　　　　おくこと
　１ 教育実習生の心構え
　２ 実習校の情報収集
　３ 授業の準備
　４ 板書計画
　５ 教材・教具の用意
　６ 学級経営や授業場面以外での指導

第６章　教育実習の実際
　１ ３週間の教育実習の流れ
　２ 教育実習の１日の流れ
　３ 実習校の先生方とのコミュニケーション
　４ 教育実習日誌

第７章　学級経営に参加するために
　１ 児童生徒理解とコミュニケーション
　２ 個人情報の保護

第８章　教科指導の体験のために
　１ 授業参観・授業観察の視点と方法
　２ 授業計画・学習指導案の作成の
　　 ポイント
　３ 学習指導案の作成
　４ 研究授業の実施

第９章　小学校の学習指導案
　１ 小学校の学習指導案の特徴
　２ 小学校の学習指導案の例

第10章　中学校の学習指導案
　１ 中学校の学習指導案の特徴
　２ 中学校の学習指導案の例

第11章　高等学校の学習指導案
　１ 高等学校の学習指導案の特徴
　２ 高等学校の学習指導案の例

第12章　教科外指導の体験のために
　１ 道徳教育
　２ 生徒指導と教育相談
　３ 特別活動

　４ 総合的な学習（探究）の時間
　５ 部活動

第13章　学校運営と安全管理
　１ 校務分掌と職員会議
　２ 家庭・地域社会との連携
　３ 学校安全と危機管理
　４ スクールコンプライアンス

第14章　教育実習終了時とその直後に
　　　　するべきこと
　１ 実習終了時の挨拶
　２ お礼の手紙
　３ 教育実習の反省と実習日誌の提出

第15章　事後指導への参加
　１ 教育実習の総まとめとしての事後指導
　２ 自分の体験を振り返る。
　３ 友人の体験談から学ぶ

第16章　教職実践演習への参加
　１ 教職実践演習の目的と性格
　２ 教職実践演習の到達目標
　３ 教職実践演習の内容
　４ 履修カルテの記入

巻末資料
索　　引
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原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修
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教育実習・学校体験活動
小林 隆／森田真樹 編著
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◎ 新学習指導要領に対応
◎ 教職課程コアカリキュラムにも準拠
◎ 幼稚園から高等学校，特別支援学校までを網羅
◎ 介護等体験，学校インターンシップ・学校ボラン
　 ティアにも言及 A5判美装/210頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）

ISBN 978-4-623-08196-7　2018年8月刊行

教員養成教育の集大成である教育実習。新教育職員
免許法，新学習指導要領を踏まえ，教育実習の意義，
目的と内容，実際を学んだ上で，幼稚園から高等学
校，特別支援学校までの教育実習の特質や介護等体
験，学校体験活動について紹介する。

はじめに

第１章　教育実習の意義，目的と内容
　１ 教員養成と教育実習
　２ 教育実習の基本的な仕組み
　３ 教育実習の目的と教員に求められる資質能力
　４ 教職課程コアカリキュラムと教育実習
　５ 教育実習にむけて

第２章　教育実習にあたって――事前指導
　１ ｢教育実習」の履修にあたって
　２ ｢教職実践演習」と「教育実習」
　３ 教育実習校の確保と内諾
　４ 教育実習の事前準備と相互理解
　５ 教育実習の開始と見通し
　６ 教育実習の心得・留意事項
　７ 学習指導案
　８ 教育実習に臨む

第３章　教育実習の実際⑴――観察，参加実習
　１ 学校組織と校務分掌
　２ 学年経営・学級経営・生徒指導
　３ 学習指導

第４章　教育実習の実際⑵――授業実習
　１ 授業と学習指導
　２ 学習指導案の作成
　３ 授業実施の実際・研究授業

第５章　教育実習を振り返って――事後指導と評価
　１ 教育実習の総括
　２ 教育実習の振り返り・成果と課題の共有（体験談）
　３ 今後のキャリア形成にむけて

第６章　幼稚園教育実習の特質
　１ 幼稚園を理解する
　２ 幼稚園教育実習にあたって
　３ 幼稚園での指導の実際

第７章　小学校教育実習の特質
　１ 小学校教育における法令
　２ 小学校教育の特質
　３ 小学校での指導の実際
　４ 学習指導案例

第８章　中学校教育実習の特質
　１ 教育実習の前に考えておきたいこと
　２ 実習の中で考察したいこと――中学校教師の多様な職務を知る
　３ 実際的な指導にあたって――実践における３つのポイント
　４ 実習後の自己省察――教職への道の再検討

第９章　高等学校教育実習の特質
　１ 高等学校教育における法令
　２ 高等学校教育の特質
　３ 高等学校での指導の実際
　４ 学習指導案例
　５ 教育実習生が守るべきルールとマナー

第10章　特別支援学校教育実習の特質
　１ 特別支援学校の目的と教育課程
　２ 特別支援学校の指導の実際
　３ 学習指導案例

第11章　介護等体験
　１ 介護等体験とは
　２ 介護等体験での学び
　３ 教育職と介護等体験
　４ 介護等体験から教育実践の場へ

第12章　学校インターンシップ参加学生のキャリア意識
　１ 教職に就くかどうかを迷う学生たち
　２ 若者の職業的社会化という視点
　３ 学校現場でのインターンシップが求められてきた背景
　４ 現場体験活動とは何か
　５ 学校インターンシップの効果とは何か
　６ まとめにかえて

第13章　教職実践演習
　１ 教職実践演習導入の背景
　２ 教職実践演習における到達目標
　３ 履修カルテを活用した振り返りと自己研鑽の明確化
　４ 授業内容の事例
　５ 教員に求められる資質能力の２つの側面
　６ ｢教職実践演習」から教員へ

索　引
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監修者のことば
はじめに
序　章　社会教育・生涯学習と学校
　１ 社会教育・生涯学習と学校の関係
　２ 生涯教育論の提唱と学校の変容
　３ 生涯学習政策の展開と学校の役割
　４ 地域と連携・協働する学校
　５ 社会教育・生涯学習に求められる課題
　第Ⅰ部　社会教育・生涯学習の基礎
第１章　社会教育・生涯学習の思想と歴史
　１ 社会教育の成立とその思想
　２ 公民館の誕生と社会教育法の理念
　３ 生涯教育の理論と広がり
　４ 社会教育・生涯学習の展望
　コラム① 日本「社会教育」の韓国への伝播
第２章　社会教育・生涯学習の法制と行政
　１ 日本国憲法と教育基本法
　２ 社会教育法と生涯学習振興法
　３ 社会教育の行政
　コラム② 法令条文の表記
第３章　社会教育・生涯学習の施設と職員
　１ 生涯学習を支える社会教育施設
　２ 社会教育施設としての公民館
　３ 社会教育施設としての図書館
　４ 社会教育施設としての博物館
　５ 生涯学習を支える社会教育職員
　コラム③ 地域に根ざす，学校と公民館
　　　　　 ――地域で見守る，おらが
　　　　　　　 「ふもとの子どもたち」
第４章　社会教育・生涯学習の対象と方法
　１ 対象を理解する
　２ 社会生活を営む成人の学び
　３ 成人・青少年の学習をめぐる考え方
　４ 生涯学習の形態・方法とアウトリーチ
　５ 多様性と平等性を重視する学びの支援
　コラム④ 社会教育職員は地域の応援団
第５章　世界の生涯学習政策
　１ ユネスコにおける生涯教育の提唱から
　　 権利としての学習へ
　２ 平和で持続可能な社会を創るための学習

　３ ユネスコによる近年の生涯学習の取り組み
　４ OECDの生涯学習政策
　５ ヨーロッパとアジアにおける生涯学習
　コラム⑤ 「寄せ鍋」交流
　第Ⅱ部　学校と社会教育の連携
第６章　「開かれた学校」にみる社会教育
　１ 「開かれた学校」の求められる経緯・
　　 社会的背景
　２ 学校と地域の連携・協働による教育に
　　 係る法的根拠と求められる人材
　３ 地域と学校の連携・協働を実現する
　　 ための仕組み
　４ 今後の課題と社会教育に期待される役割
　コラム⑥ コミュニティ・スクールの現場から
　　　　　 ――学校運営協議会にかかわって
第７章　地域文化の継承
　１ 人口減少社会における地域文化継承
　２ 地域文化の継承とふるさと教育
　３ 地域文化の継承と若者の活動
　４ 地域文化の継承と住民の意識の形成
　５ 地域文化の継承と地域の継承
　コラム⑦ 豊後二見ヶ浦の大しめ縄づくり
　　　　　 に見る「伝統の再創造」
第８章　地域防災教育の展開
　１ 大震災の経験に見る社会教育の課題
　２ 防災文化の創造に向けた防災教育の
　　 視点
　３ 地域防災教育の実践
　コラム⑧ 避難所運営マニュアルは役に
　　　　　 立たない？
　第Ⅲ部　地域における社会教育
第９章　貧困・格差社会を生きる子どもの
　　　　暮らしと社会教育
　１ 日本の子どもは幸せか
　　 ――「子どもの貧困」から考える
　２ 「子どもの貧困」とは何か
　３ 「子どもの貧困」解決に向けた教育の
　　 位置と実践
　コラム⑨ 「つながりの貧困」を防ぐ地域の
　　　　　 「気遣い人」に

第10章　若者支援と居場所づくり
　１ 戦後社会教育における若者支援の展開
　２ 2000年代以降の若者の自立支援施策
　３ 地域再編期における若者支援の現状と
　　 課題
　４ 若者支援の今後の課題
　コラム⑩ 青年の社会的居場所としての
　　　　　 仙台自主夜間中学
第11章　地域スポーツの推進と生涯学習
　１ 地域スポーツを学ぶ意味
　２ 地域スポーツ振興の法制度と理念・目的
　３ 地域スポーツの施設と人材
　４ 地域スポーツの推進団体
　５ 体育・スポーツ活動における学社連携
　コラム⑪ 地域スポーツクラブにおける
　　　　　 障害者との共生
第12章　地域で生きる障害者
　１ 障害者福祉の基本理念としての
　　 ノーマライゼーション
　２ 地域で生きる障害当事者による
　　 自立生活運動の展開
　３ 「障害者の権利に関する条約」の意義と
　　 その影響
　４ インクルーシブな地域社会を拓く
　　 日本の障害者福祉施策の展開
　コラム⑫ 障害は「不良」なのか？
第13章　多様性を包摂する社会教育を
　　　　目指して
　１ 日本における多文化・多民族社会の
　　 ありよう
　２ 在日韓国・朝鮮人の子どもを対象
　　 とした在日朝鮮人教育の始まり
　３ 1980年代の「国際化」進展のなかでの
　　 教育
　４ 多文化共生をめぐる動きの諸相
　５ 多様性を包摂する教育を目指して
　コラム⑬ 韓国朝鮮にルーツをもつ自分の
　　　　　 もち味を生かして教育に携わる
索　引

吉田武男 監修

MINERVA はじめて学ぶ教職 7

社会教育・生涯学習
手打明敏／上田孝典 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 新学習指導要領および関連の教育法規を踏まえて解
　 説
◎ 教職課程コアカリキュラムの「教育に関する社会
　 的，制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及
　 び学校安全への対応を含む）」に準拠 B5判美装/216頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）

ISBN 978-4-623-08447-0　2019年1月刊行

学校のあり方に，社会教育・生涯学習がどのように
関わっているのか。学校の教育活動を豊かに展開す
るうえで，地域の社会教育施設や社会教育専門職員
との連携・協働する意義など，現代の学校教育改革
との関連を踏まえて解説。
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吉田武男 監修

MINERVA はじめて学ぶ教職 6

教育社会学
飯田浩之／岡本智周 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 教職課程コアカリキュラムの「教育に関する社会的，
 　 制度的又は経営的事項」に準拠
◎ 教職を目指す学生および現職の教師に必携のテキスト

B5判美装/200頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08413-5　2018年10月刊行

教育社会学におけるものの見方や考え方を解説し，
学校を取り巻く社会の諸相を具体的に示す。それに
よって，教職を目指す学生に，学校教育を中心とす
る教育の実際を社会学的に捉えることの興味深さと
重要性を伝えることを目的とした最新のテキスト。

監修者のことば
はじめに

第１章　教育社会学のアプローチ
　１ アプローチの特徴と対象
　２ 教育社会学の歴史
　　 ――日本における「方法の学問」と
　　　　 しての確立と成熟
　３ 教育社会学のパースペクティブ

第２章　教師・児童生徒・カリキュラム
　１ 教師という役割，児童生徒という役割
　２ 社会学的視点から見たカリキュラム
　３ 変わるカリキュラム，変わる　　 
　　 教師―児童生徒関係

第３章　教育機会と進路選択
　１ 教育機会と法・制度
　２ 高等教育機会とその意義
　３ 教育機会・進路選択に影響を
　　 およぼす要因
　４ 高等教育のユニバーサル化に向けて

第４章　高等教育
　１ 現代社会における高等教育
　２ 高等教育の量的拡大と質的変容
　３ 高等教育機会の保障
　４ 高等教育の費用負担
　５ 研究・教育の自由と大学の自治

第５章　学業世界と職業世界
　１ 学業世界と職業世界をつなぐ原理
　２ 日本における学業世界から職業世界
　　 への移行
　３ 「能力」による対処とその限界
　４ 移行に困難を抱える「若者」を把握
　　 する
　５ 子ども・若者の移行を支える教育的
　　 営為を構想する

第６章　市民社会と学校教育の課題
　１ 学校教育と「国民形成」
　２ 国民社会から市民社会への移行期に
　　 おける学校教育
　３ 日本の学校教育の課題とそれに対応
　　 するための資源

第７章　マイノリティから見た学校空間
　１ マイノリティの子どもたち
　２ 学校教育を通じたマイノリティの
　　 排除と無力化
　３ 学校教育に対する新たな社会的要請
　４ 包摂の時代の学校教育と教師

第８章　ジェンダーと学校教育
　１ ジェンダーとは何か
　２ 近代学校教育とジェンダーの生成
　　 ――戦前期の学校教育
　３ 戦後教育における脱ジェンダー化・
　　 再ジェンダー化のせめぎ合い
　４ 教育実践とジェンダー・トラック
　５ 多様な性の理解の可能性に向けて
　　 ――2015年文部科学省通知

第９章　子どもの問題の現在
　１ 「子どもの問題」の増減と社会問題化
　２ 「子どもの問題」の背景・要因と防止・
　　 解決策
　３ 「子どもの問題」への向き合い方を
　　 問い直す

第10章　学校という空間と社会
　１ 教育社会学はどのように学校を研究
　　 してきたのか
　２ 教育社会学から考える「スクール
　　 カースト」
　３ 教育社会学から考える「アクティブ
　　 ラーニング」

第11章　家族のあり方と学校制度の
　　　　かかわり
　１ 子どもの社会化の場
　　 ――個人・家族と国家・社会
　２ 家族・学校の成立と「家庭教育」の
　　 誕生――近世〜明治期
　３ 「近代家族」の成立と汎化
　　 ――大正期〜高度経済成長期
　４ 多様化する家族と学校とのかかわり
　　 ――1980年代以降
　５ 子どもの社会化における「家族」の
　　 役割——国家の家族への介入

第12章　子どものメディア利用と
　　　　その行方
　１ 子どもとメディアの関係
　２ 情報等を伝えるメディア
　３ 人をつなぐメディア
　４ 子どもとメディアの行方

第13章　教育社会学の課題と展望
　１ 共生を志向する社会としての
　　 現代日本
　２ 社会の変化に対応する学校教育
　３ 教育社会学が捉えるべきもの

付　録
教育基本法／学校教育法／学校教育法施
行規則／中学校学習指導要領前文
索　引
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原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座　教職教育編 3

教育社会学
原 清治／山内乾史 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 現代社会における問題をわかりやすく学べる
◎ 教育を社会構造の視点からと，現場に密着した臨床な
　 的視点からとらえる力が身につく
◎ 新学習指導要領に準拠した内容
◎ 教員採用試験等に役立つ A5判美装/236頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）

ISBN 978-4-623-08186-8　2019年12月刊行

現代社会における問題を取り上げ，わかりやすく解
説する。社会構造の視点からと，学校現場や家庭に
密着した臨床的な視点から，教育を機能的にとらえ
る力が身につく。教職をめざす大学生にこれからの
学校現場で生きるために必携の一冊。

はじめに

第１章　学歴社会の基本理念
　　　　――学歴社会と学力⑴
　１ 急速な高学歴化
　２ 学歴社会を支える理念とその条件
　３ 身分社会から学歴社会へと転換する
　　 ための条件
　４ 学歴の諸側面
　５ 日本はどのようにして〈学歴社会＝
　　 能力（業績）社会〉へと転換したのか
　６ 職業的地位を学歴に応じて配分する
　　 具体的な過程について

第２章　エリートの近代化
　　　　――学歴社会と学力⑵
　１ 学歴社会の経済的側面
　２ 日本社会におけるエリートの構成と
　　 変遷
　３ 学歴社会は能力（業績）社会なのか

第３章　学力論の展開
　　　　――学歴社会と学力⑶
　１ ｢学力低下」論の構造
　２ 日本の学歴社会の展望

第４章　学校で起こる問題を捉える視点
　　　　――ネットいじめの実態を通して
　１ ｢ぼっち」化する若者と「つながる力」
　２ 現代の子どもたちを取り巻く
　　 「息苦しさ」
　３ 島宇宙とマスク文化
　　 ――つながりをあおられる
　　　　 子どもたちのリスク回避
　４ 大規模調査からみる高校生の
　　 ネットいじめの実態
　５ 学力とネットいじめの関係
　６ 価値観や文化の葛藤が生じやすい
　　 学校という場
　７ ネットいじめを抑止するために

第５章　子どもの貧困と教育支援
　１ 日本における子どもの貧困の実態
　２ 貧困とは何か

　３ 貧困の帰結としての重複する不利と
　　 その要因
　４ 子どもの貧困対策としての学校の
　　 プラットフォーム化
　５ 子どもの貧困対策と教育支援

第６章　少年非行と教師の関わり
　１ 日本における少年非行の現状
　２ 少年非行に対する社会学的アプローチ
　３ 児童生徒の規範意識と教師の関係
　４ 今後の少年非行とその指導・支援

第７章　リスク社会における
　　　　教育格差問題
　１ リスク社会の進展
　２ 教育をめぐる格差問題
　３ 日本社会における教育費負担の考え方
　４ 変化の激しい社会を生き抜くための
　　 学力形成
　５ 子どものリスクとしての貧困問題と
　　 学力保障

第８章　マイノリティの学力問題
　１ いまのあなたの実力は，
　　 あなたそのものではない
　２ 学力問題を捉える視点
　３ 学校の挑戦
　４ 頑張る学校のジレンマ

第９章　学校危機管理
　１ リスクと危機管理
　２ 学校危機管理＝学校安全の
　　 基本的考え方
　３ 事例から考える学校安全危機管理
　　 ――災害安全に着目して
　４ 学校ぐるみ，地域ぐるみによる
　　 安全の実現

第10章　学校における多職種協働と教員
　　　　の役割
　　　　――生徒指導に注目して
　１ 生徒指導に関わる職種の多様化
　２ 多職種の配置による教員の役割の変化
　３ 協働のために何をすればよいのか

第11章　地域社会と教育
　１ 教育を取り巻く様々な思想
　２ 地域の教育力
　３ 地域で支える学校づくり

第12章　子どもの成長を支える「地域の
　　　　教育力」とは
　　　　——子どもと地域の大人の
　　　　　　つながりがもつ教育効果の
　　　　　　分析
　１ いま，なぜ地域の教育力に注目
　　 するのか
　２ 地域社会が果たす教育上の役割と
　　 その変容
　３ 子どもを取り巻くつながりがもつ
　　 教育効果の検証
　４ 地域の教育力の分析とその知見
　５ 子どもが地域の大人から得る「栄養分」

第13章　ジェンダーと教育
　１ 教育の分野におけるジェンダー・
　　 ギャップ
　２ 教育制度に埋め込まれていたジェンダー
　３ 学校文化とジェンダーの再生産機能
　４ ジェンダーの多層性と
　　 セクシュアリティの複雑性への視点

第14章　カリキュラム改革の社会学
　１ 授業が変わる　入試も変わる
　２ 理想の教育活動や授業から
　　 カリキュラム改革を考える
　３ カリキュラム・マネジメントと
　　 学校責任論の強化
　４ 家庭環境による学力や学習意欲の
　　 格差と家庭責任論の強化
　５ カリキュラム改革と教師の役割

索　引



汐見稔幸／奈須正裕 監修

アクティベート教育学 3　

現代社会と教育
酒井 朗 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 教職課程コアカリキュラム，学習指導要領に対応し
　 た教職科目シリーズ第３巻
◎ 各章冒頭に設けたWORKを通して主体的・対話的で
　 深い学びへとつなげる

A5判美装/260頁　定価：2,200円（本体2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-09247-5　2021年10月刊行

教職課程コアカリキュラムおよび学習指導要領に対
応した教職科目テキストシリーズの第３巻。現代の
教育とそれをとりまく社会の動向の関係，学校の現
状や課題についてさまざまな側面からわかりやすく
読み解く。

教
育
社
会
学

はじめに

　第Ⅰ部　変化する学校の姿　
第１章　変わる学校制度
　１ 学校の種類
　２ 高等学校の多様化と中等教育学校の
　　 設置
　３ 義務教育段階の学校改革
　４ 障害を持つ子どものための学校
　５ これからの学校教育

第２章　社会の動向とカリキュラム
　　　　──教育内容と教育方法
　１ 産業構造の大転換と教育内容の抽象化・
 　　過密化
　２ 多様化・個性化と画一化・標準化の
　　 はざまで
　３ 「コンテンツ」から「コンピテンシー」への
 　　転換

第３章　情報化の進展と学校教育
　１ 「学校社会化」と「情報社会化」
　２ 近代学校教育のコミュニケーションと
　　 かつてのニューメディア
　３ 教育の情報化は何を変えるのか
　４ 教育の情報化の進展をどう考えるのか

第４章　学力問題の動向
　１ 21世紀の学力問題
　２ 学力の格差
　３ 新しい能力をどう見るか
　４ 拙速な改革を行う前に

　コラム①全国的な学力調査のＣＢＴ化？

第５章　教師教育改革の動向
　１ 戦後の教員養成の理念
　２ 現代の教師教育改革

　３ 養成されうる教師像からみた問題点
　４ 求められる教師

　コラム②教師の働き方

第６章　社会の変化と幼児教育
　１ 幼児教育の重要性
　２ 多様な幼児教育施設
　３ わが国の幼児教育の歴史的変遷
　４ 幼児教育の基本的な考え方
　５ これからの幼児教育

第７章　学校の危機管理と学校安全
　１ 学校安全への関心の高まり
　２ 学校安全のねらい，体系，領域
　３ 学校における安全教育
　４ 教育課程における安全教育
　５ 学校における安全管理
　６ 組織活動と学校安全計画の作成
　７ 学校安全をめぐる諸課題

　第Ⅱ部　学校が直面する今日的課題　
第８章　地域と学校の連携
　　　　――学校評価とコミュニティ・
　　　　　　スクール
　１ 地域と学校の連携の経緯
　２ コミュニティ・スクール
　　 （学校運営協議会）とは
　３ コミュニティ・スクールの特徴と
　　 今後の課題

第９章　子どもの生活をふまえた学校と
　　　　家庭の連携
　１ 学校と家庭の連携が求められる背景
　２ いまの子どもたちの家庭の状況
　３ 子どもの生活実態をふまえた家庭との
　　 連携の必要性

第10章　子どもの貧困と虐待
　　　　——福祉と教育の連携
　１ 子どもの貧困と教師の対応
　２ 家庭の貧困と児童虐待
　３ 子どもに関わる機関としての学校
　４ 福祉と教育はいかに連携しうるか

　コラム③子ども食堂

第11章　義務教育と不登校
　１ 義務教育とは何か
　２ 不登校問題の経過と対策
　３ 就学義務がない子どもの教育機会の
　　 確保
　４ すべての子どもの教育機会を
　　 保障するために

第12章　マイノリティと学校教育
　１ マイノリティ／マジョリティとは何か？
　２ 近代日本とマイノリティ
　３ マイノリティと学校教育

第13章　ジェンダーと教育
　１ 「女らしさ」と「男らしさ」
　２ 学校教育とジェンダー
　３ ジェンダーと進路選択
　４ 性のあり方の多様性

第14章　共生のための教育
　１ なぜ共生が必要なのか？
　２ 共生に関わるさまざまな教育
　３ 共に生きる社会に向けた教育

　コラム④コロナ禍と学校教育
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現場で使える教育社会学
―― 教職のための「教育格差」入門

中村高康／松岡亮二 編著

学校現場の教師や教員を目指す学生，大学教職課程
の担当者などからの膨大なフィードバックをもと
に，〈教育格差〉と現代教育の諸側面との関わりを
解説した，現場のための教育社会学テキスト。

◎ 格差を切り口に教育社会学の知見を学ぶ
◎ 教職現場で役立つ知識を重視した記述

はじめに
　第Ⅰ部　教育関係者のための
　　　　　教育社会学概論
第１章　教育は社会の中で
　　　　行われている
　１ 教職志望の動機
　　 ──「子ども好き」は志望理由に
　　　 　なるか
　２ 教育と社会の関係を考えて
　　 みることの重要性
　　１ 教育社会学を学ぶということ
　　２ 社会化
　　　──個人は教育によって社会の構成員　
　　　　　になる
　　３ 時代による「社会」の違い
　　４ 近代社会と学校・教室
　　５ 教育の社会的機能と選抜
　　６ さまざまな格差
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第２章　教育内容・方法は社会と
　　　　深く関わっている
　１ 総合学習は死んだか？
　２ 教育内容・敎育方法と社会
　　１ 教育内容はどのようにして決まるのか
　　２ 教育方法はどのようにして決まるのか
　　３ 教育内容・教育方法の変遷と社会
　　４ 教育内容・教育方法の国際比較
　　５ 教育内容・教育方法と格差
　　６ 「社会」との関係から教育実践を見直す
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第３章　教育は階層社会の現実から
　　　　切り離せない
　１ 「ふつうの教育」は人によって違う
　２ 教育格差の実態とメカニズム
　　１ 「緩やかな身分社会」日本
　　２ 教育格差のメカニズム
　　３ 日本は「教育格差社会」である
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第４章　「平等」なはずの義務教育にも
　　　　学校間格差がある
　１ 井の中の蛙？
　２ 教育格差の是正が可能な環境と
　　 なっているか？
　　１ 学習環境の格差
　　２ 教師の職務満足度
　　３ 公立私立間における格差
　　４ 改革の潮流

　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第５章　制度が隔離する高校生活
　１ 「ふつう」の高校生活
　２ 高校教育制度
　　１ トラッキングによる学校間のＳＥＳ格差
　　２ 隠れたカリキュラム・生徒文化
　　３ 生徒の行動・教育選択
　　４ 高校教師の期待・態度
　　５ 走路（トラック）に沿う生徒たち
　　６ 高校階層構造によって隔離された
　　　 高校生活
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第６章　教師は社会的存在である
　１ 教師が忘れない，ある日の出来事
　２ 社会のなかの教師
　　１ 教師の役割範囲の広さと不透明な
　　　 遂行可能性
　　２ 教職の威信は低下したか
　　３ 職業威信を左右するもの
　　４ 長時間労働と給特法
　　５ 魅力は衰退したか
　　６ 教師集団の年齢構成
　　７ 教師の成長と文化の継承
　　８ 教職労働の社会的特質とストレス
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
　第Ⅱ部　学校現場で使える
　　　　　教育社会学
第７章　保護者・子どもの言動の背後
　　　　にあるものを見据える
　１ ある若者の選択
　２ 何が保護者・子どもの言動を
　　 規定するのか
　　１ 「他者の合理性」を探る
　　２ 学校という舞台で生じる異なる立場の
　　 　衝突
　　３ 子育て・教育スタイルにみられる階層差
　　４ 経済的に厳しい保護者たちによる模索
　　５ 認識のバイアスを乗り越えるために
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第８章　教師はどのように生徒と
　　　　関わってきたのか
　１ 高校時代を思い出してみよう
　２ 教師-生徒関係を考える
　　１ 高校階層構造というトラッキング・
　　　 システム

　　２ 現場の教授学
　　３ 現場の教授学の危機？
　　 　──教師のおかれた時代状況の変化
　　４ 生徒の「学校内活動」の増大
　　 　──生徒のおかれた時代状況の変化
　　５ 社会的文脈を考慮した生徒への対応
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために

第９章　非行は学校教育と密接に
　　　　結びついている
　１ 非行少年を排除する学校
　２ 非行とは何か？　非行は
　　どうなっているのか？
　　１ 非行・逸脱概念の特徴
　　２ 公式統計でみる日本の非行情勢
　　３ 非行・逸脱を説明する理論
　　４ 少年非行に関する実証研究とその含意
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第10章　進路が実質的に意味する
　　　　 生徒の未来
　１ 中高生が選ぶ進路
　２ 学歴社会と教育機会
　　１ 学歴の現実的意味合い
　　２ 学歴獲得に至る機会
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第11章　「性別」で子どもの可能性を
　　　　制限しないために
　１ 赤いマグカップにみる「ルール」
　２ 学校教育で再生産されるジェンダー
　　１ 社会におけるジェンダー
　　２ 教育達成とジェンダー
　　３ 「隠れたカリキュラム」とジェンダー 
　　４  教室のやりとりにおけるジェンダー
　　５ 性的マイノリティの困難を生み出す
　　　 学校教育
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第12章　日本の学校も多文化社会の　
　　　　中にある
　１ 子どもたちの文化的多様性と学校
　２ 移民の子どもと教育格差
　　１ 民族的・文化的多様性
　　２ 不就学
　　３ 学校経験
　　４ 低い進学率
　　５ 他国に学ぶ多文化社会の教員の役割

　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第13章　特別活動と部活動に忍びよる
　　　　格差
　１ 学校の二大花形「特活と部活」
　２ 特別活動と部活動をめぐる格差
　　１ 学校行事をめぐる格差
　　２ 生徒会活動をめぐる格差
　　３ 部活動をめぐる格差
　　４ 部活動の格差是正機能
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第14章　不登校・いじめは「心の問題」
　　　　なのか
　１ 「心の問題」という先入観を
　　 取り払う
　２ 不登校といじめが生じるメカニズム
　　１ 家庭環境と不登校
　　２ 不登校の多様性
　　３ 友人関係・学級集団と不登校
　　４ 誰がいじめられやすいのか
　　５ 誰がいじめをするようになるのか
　　６ いじめにつながる学級集団
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第15章　「現場」のために教師が
　　　　社会調査を学ぶ
　１ 学校で「調査」をする？
　２ 教育社会学の「実践」
　　１ 調査結果を見る際に気をつけること
　　２ 調査の前に知っておくべきこと
　　　 ──調査倫理について
　　３ アンケート調査
　　４ 参与観察
　　５ インタビュー調査
　　６ アクション・リサーチ
　　　 ──「現場」での教育社会学の有用性
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
おわりに
　──唯一の現実的な「希望」として
索　引
コラム
　１ スクールソーシャルワーカーと
　　 協働して教育格差に向き合おう
　２ 学歴に関するありがちな意見は
　　 妥当なのか？
　３ 学校における「会話」を分析してみる
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